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１　調査区全景（北東から）

２　調査区全景（南東から）
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第Ⅳ章　２・３区の調査
第１節　調査区の地形と層序
１　調査区内の地形
　２・３区の地形は、北、南、西側の３方向を丘陵に囲まれ、東側は浜村平野に面する谷底平野であ

る。南北方向の幅は約50ｍあり、その中央部付近では、１区の丘陵が西から東へ張り出す。この丘陵

の張り出しは、１区と２区の境を後世の造成により大きく削平されているが、発掘調査の結果、本来

は２、３区内を北東方向へ緩やかに下りながら微高地を形成していたと考えられる。この微高地によ

り２区の谷は大きく南北２つに分けられる。また、南北の丘陵裾部が５ライン付近で両側から調査区

内に張り出す。２つの谷は、それぞれ北西から北東、南西から南東へとその裾部を回り込んで下る。

２　調査区中央部の堆積と各遺構面の認定
　２・３区中央部では、概ね10ｍ間隔で南北方向のグリッド軸線に沿って、谷を横断するように設定

したトレンチにより調査区内の堆積状況を確認して調査を行い、適宜、東西方向のグリッド軸線に沿っ

て設けたトレンチ断面も活用した。ただし、調査区内は宅地の造成などにより、約10 ～ 20ｍ間隔の

切り土と盛り土により階段状に造成され、段の落ち際には南北方向に設けられた溝により攪乱されて

いた。さらに、谷筋に沿って東西方向にも自然流路を利用した排水路が掘削されていたこと、先述し

たとおり微高地を境に堆積状況が異なるため、各トレンチ内で確認した地層を、調査区全体で連続し

て把握することができなかった。実際、Ⅰ、Ⅱ層は調査区全体で明瞭に確認できるが、Ⅲ層以下の地

層は、層相が類似しており地層の対比はかなり難しかった。そのため、遺構面の認定にあたっては、

調査区内を東西に流れる流路や溝が認められる場所では、それらを各トレンチ間でつなぎ合わせて、

同一遺構面の認定を行った。ただし、この場合も流路や溝の肩部付近では、これらの遺構が検出でき

るところまでの地層を同一基本層序と認識して掘削できたが、広範囲に広がる氾濫堆積層がなかった

ので、遺構から離れるにしたがい、どの地層までを掘削すれば良いかという判断は任意にならざるを

得なかった。

　遺構検出作業は、基本的に各土壌層の下面で行ったが、見落としたために、さらに下層での検出に

なったものも含まれている。しかし、出土遺物の時期から上位の遺構面への帰属が明らかな場合を除

き、各遺構の帰属面の変更は行わなかった。

　また、２区と３区を別々に調査しただけでなく、調査期間が限られたので２区内でも場所により調

査進度が異なるため、現地調査での地層の呼称は統一できていない。よって、調査後に２区南側で平

成27年度、28年度に行った調査の層序に統一して遺構面の対応を図った。

　なお、調査区内の基本層序はローマ数字で表記した。氾濫堆積とそれを攪拌した土壌層の区別には、

明らかな自然堆積層にのみローマ数字のあとにアルファベットのｂを付して区別した。

Ⅰ層：機械掘削対象土層である。近現代の遺物を含む造成土及び耕作土層で調査区内全体に厚く堆積　 

　　していた。一部に機械掘削による取り残しがあり、人力により掘削した。また、近現代の遺物 

　　を包含する溝及び流路が東西、南北方向に複数あり、Ⅰｂ層として機械及び人力により掘 

　　削した。出土遺物は、近現代の陶磁器やガラス製品のほかに、弥生土器、土師器、須恵器、 
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　　鏡、木器、石器など弥生時代後期から中世の遺物も多く出土した。

Ⅱ層：流路とその氾濫堆積を攪拌したと考えられる褐灰色から灰黄褐色の極粗粒砂から粗砂の混 

　　じるシルトの堆積である。複数層に細分でき、Ⅱ層上面ないし層中から浅い流路や土坑を 

　　確認することができる部分もあるが、調査期間との関係から可能な限り重機による掘削を行 

　　い、残った部分は人力により掘削した。Ⅱ層は調査区内のほぼ全域に分布する。

　　　Ⅱ層中及び下面で検出した流路と氾濫堆積層をまとめてⅡｂ層とした。

　　　Ⅱ層下面を第１遺構面として調査を実施した。Ⅱ層には人為的に攪拌された耕作土と考えられ 

　　る部分があり、２区北東部ではⅡ層下面で耕地段差を検出した。他には、複数の流路、土 

　　坑などを検出した。この内、流路（２Ｓ-50、430）からは近世以降の陶磁器片や木器が出土 

　　したが、遺構としての報告は割愛する。また、Ｃ７グリッドの８ライントレンチ付近で部分的 

　　に確認した氾濫堆積層をⅡｂ層とした。Ⅱ層からは近世以降の遺物と共に、弥生時代後期から 

　　古墳時代の土器などが多く出土した。

Ⅲ層：褐灰色の極粗粒砂混じりシルトから中粒砂混じりの細砂で、主にＤ９グリッドを中心に北側に

　　向けて谷を埋めるように厚く堆積する。２区の西端では４層に細分することができる。分布範囲が 

　　ごく狭い範囲に限られることから、細分単位での調査は行わずにまとめて掘削し、Ⅲ層下面を第 

　　２面として調査を行った。Ｅ４グリッド南半では黄灰色の礫～極粗粒砂混シルトが10ｃｍ前後の 

　　厚さで堆積し、Ｄ９グリッド同様に須恵器が出土したこと、Ⅳ層に相当する黒褐色の土層が無い 

　　ことから、Ⅲ層に相当する地層と判断した。南西部のＧ・Ｈ７グリッドにも古代の須恵器が出 

　　土する地層があり対応する地層と考えられる。

Ⅳ層：褐灰色から黒褐色の炭化物、礫、土器片が多く混じる極粗粒砂から粗粒砂混シルト層であ 

　　る。主に切り土されていない２区北側の３ライン以西に分布する。層厚は約20ｃｍあり、丘陵裾 

　　部に近い調査区北側にかけて薄くなる。５ライン付近から東に約５ｍは、近現代の造成により削平 

　　されて堆積を確認できなかった。また、６ライントレンチ断面では流路の南側肩部と考えら 

　　れる自然堆積層がありⅣｂ層とした。

　　　２区南側では類似する地層の堆積は認められなかった。

　　　Ⅳ層下面を第３面として調査を行った。須恵器が出土することから古墳時代後期以降の堆積と 

　　考えられる。

Ⅴ層：Ⅴ層からⅤ-４層まで枝番号を付しているが、場所による調査進度の違いから、Ⅴ層とⅥ層の 

　　間に入る遺構面の存在が後から調査過程で明らかとなったことにより、調査の便宜上付したもの 

　　である。

　７ライン付近から３ラインにかけて、流路（２Ｓ-180）が西から東に流れており、この検出面ま

でをⅤ層とした。場所により層相がかなり異なり、調査区北東部では、炭化物や礫の混じる褐灰

色シルト、北西部では灰色ないし黄灰色で粗粒砂から中粒砂混細砂からシルトの土壌層である。

調査区南東部では分布範囲は概ね３ライン以西だが、Ｅ４グリッド南半からＦ４グリッドにかけ

ては部分的にしか確認できなかった。中央部の６ライントレンチ周辺から西側には黒色、褐灰色、

黄灰色のシルト層が堆積しており、これらをⅤ層として調査を行った。いずれの場所でも層厚は

10 ～ 20ｃｍ程度である。埋土中からは、乙亥正Ⅴ～Ⅹ期の土器、木器などが多数出土した。

Ⅴ-２層：平成26年度に調査を行った調査区北側部分では、調査期間との兼ね合いから、５ラインか
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第Ⅳ－１－１図　２ライントレンチ土層断面図
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第Ⅳ－１－１図　２ライントレンチ土層断面註記

29  5Y7/1灰白色 黒褐色シルトが混じる
30  5Y7/1灰白色 黒褐色シルトが混じる
31  10YR3/1黒褐色 シルト 炭化物、土器を含む
32  10YR5/1褐灰色 シルト 黒褐色シルトが混じる
33  10YR3/1黒褐色 シルト 粗粒砂をまだらに含み、木片、土器を含む
34  10YR3/1黒褐色 シルト 粗粒砂を含み、土器を含む
35  10YR4/1褐灰色 シルト 粗粒砂を含み、土器を含む
36  10YR4/1褐灰色 シルト 粗粒砂を含み、木片、土器を含む
37  10YR3/2黒褐色 シルト 粗粒砂を多く含み、木片を含む
38  10YR5/1褐灰色 シルト 細粒砂を多く含むシルト
39  10YR5/1褐灰色 シルト 角礫を多く含み、木片、土器を含む
40  10YR4/1褐灰色 シルト 角礫を含み、土器を含む
41  10YR5/1褐灰色 シルト 粗粒砂を主体とした堆積で炭化物を多く含む
42  10YR3/2黒褐色 シルト 炭化物、木片、土器を多く含む
43  10YR3/2黒褐色 シルト φ3mm大の石英粒を多く含む
44  10YR4/1褐灰色 シルト φ3mm大の石英粒を多く含む
45  10YR4/1褐灰色 シルト（掘削深度の関係で未調査）
46  10YR5/1褐灰色 シルト φ3mm大の石英粒、炭化物多く含む（掘削深度の関係で未調査）
47  10YR4/1褐灰色 シルト 黒褐色シルト混じる（掘削深度の関係で未調査）
48  10YR4/1褐灰色 シルト 粗粒砂、炭化物を含む（掘削深度の関係で未調査）
49  10YR4/1褐灰色 シルト 角礫、石英を多く含む
50  10YR4/1褐灰色 シルト 黒褐色シルトをまだらに含み、角礫、炭化物、土器を含む
51  10YR6/2灰黄褐色土 52層に比べ色調暗い。
52  10YR6/2灰黄褐色土 灰色を帯びるが51層と同じ。

1　 10YR5/2灰黄褐色土 φ3mm大の石英粒を多く含み、粗粒砂と土器を含む
2　 10YR5/2灰黄褐色土 粗粒砂がまだらに含み、1に比べ色調暗い
3　 10YR5/1褐灰色土 粗粒砂を多く含み、1、2層に比べ灰色が強い
4　 10YR5/1褐灰色土 粗粒砂がラミナ状に入り、炭化物を含む
5　 2.5Y6/1黄灰色 シルト 5cm大の礫、φ3mm大の石英粒を多く含み、炭化物を含む
6　 2.5Y5/1黄灰色 シルト 粗粒砂を多く含む
7   10YR4/1褐灰色 シルト φ3mm大の石英粒を多く含み、炭化物を含む
8   10YR4/1褐灰色 シルト 炭化物を含む
9   10YR4/1褐灰色 シルト
10  10YR5/1褐灰色土 炭化物を含む
11  2.5Y7/3浅黄色粗粒砂
12  10YR6/4にぶい黄橙色 含炭化物・木片・土器 極粗粒砂～細粒砂に10YR3/1黒褐色 シルトブロック含む
13  10YR3/1黒褐色 含木器・土器　粗粒砂～細粒砂混泥炭質シルト
14  10YR3/2黒褐色 シルト シルトと粗粒砂が混じる
15  10YR3/2黒褐色 シルト 泥炭質で粗粒砂のラミナあり
16  10YR3/2黒褐色 粗粒砂混シルト 泥炭質
17　2.5Y6/1黄灰色 粗粒砂～中粒砂混極細粒砂
18  10YR4/1褐灰色 シルト 粗粒砂、炭化物、土器を含む。
19  10YR4/1褐灰色 シルト 粗粒砂、細粒砂がラミナ状に入る
20  10YR3/2黒褐色 シルト ラミナ状に粗粒砂が入り、炭化物を含む
21  10YR3/2黒褐色 シルト 腐植を多く含む
22  10YR5/1褐灰色 シルト 細粒砂がまだらにラミナ状に入る
23  10YR3/1～10YR4/1黒褐色 シルトと褐灰色シルトが混じる。φ3mm大の石英を多く含み、粗粒砂が混じる
24  10YR4/1褐灰色 シルト φ3mm大の石英粒を多く含み、木片、土器を含む
25  10YR3/1黒褐色 シルト φ3mm大の石英粒を多く含み、木片、土器を含む
26  10YR5/1褐灰色 シルト φ3mm大の石英粒を多く含み、木片、土器を含む
27  10YR5/1褐灰色 シルト 地山ブロックを含み、細粒砂がラミナ状に入る
28  10YR4/1褐灰色 シルト 土器を含む

Ⅱ層

Ⅴ-2層

3S-13
3S-3

3S-39

3S-40

Ⅴ-4層

遺構埋土？
Ⅵ層

Ⅵ層

Ⅶ層

2S-840？

2S-1108？

2S-978？

Ⅷ層

遺構埋土？
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第Ⅳ－１－２図　東側溝土層断面図
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第Ⅳ－１－２図　東側溝土層断面註記

Ⅵ層

2S-902

Ⅴ-4層
28　2.5Y5/1黄灰色 礫～粗粒砂混シルト
29　N6/ 灰色 含炭化物 礫～粗粒砂混シルト
30　N6/ 灰色 含炭化物 礫～粗粒砂混シルト
31　N5/ 灰色 含炭化物 礫～粗粒砂混シルト、粘土ブロックを含む
32　N4/ 灰色 含炭化物・巨礫 礫～粗粒砂混シルト
33　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
34　2.5Y4/1黄灰色 粗粒砂～中粒砂・泥炭混シルト
35　10YR7/2～7/3にぶい黄橙色 礫～細粒砂
36　2.5Y5/1黄灰色 シルト
37　10YR7/1灰白色 粗粒砂～極細粒砂と10YR6/1褐灰色 シルトの互層
38　2.5Y4/2暗灰黄色 粗粒砂～中粒砂混シルトにN6/灰色 礫～極粗粒砂混シルトブロックを含む
39　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルト
40　2.5Y4/1黄灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト
41　2.5Y5/1黄灰色 粗粒砂混シルトと10YR7/1～7/6灰白色～明黄褐色 粗粒砂～極細粒砂の互層
42　10YR7/3～7/8にぶい黄橙色～黄橙色 含巨礫・木器 礫～極細粒砂と
    10YR6/1褐灰色 シルトの互層で北側は上部が土壌化
43　10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルトに10YR2/1黒色 シルトがラミナ状に入る
44　10YR2/1黒色 礫混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
45　10YR7/1～7/2灰白色～にぶい黄橙色 極粗粒砂～細粒砂と10YR6/1褐灰色 シルトの互層
46　5Y6/1灰色 礫混シルトと10YR7/3にぶい黄橙色 極粗粒砂混シルト 10YR5/1褐灰色 シルトの混合
47　N6/ 灰色 中粒砂混シルトで下部は10YR4/2灰黄褐色 泥炭質シルト
48　10YR7/6 明黄褐色 粗粒砂～細粒砂と10YR5/1褐灰色 シルトの互層
49　N7/ 灰白色 粗粒砂～極粗粒砂
50　2.5Y6/2灰黄色 礫混シルトと2.5Y5/1黄灰色 礫混シルトの混合
51　10YR3/1黒褐色 シルト
52　2.5Y6/1黄灰色 極粗粒砂混シルト
53　2.5Y6/2灰黄色 礫混シルト
54　2.5Y6/1黄灰色 極粗粒砂混シルトで10YR2/1黒色 シルトブロックを含む
55　10YR7/2～7/6にぶい黄橙色～明黄褐色 粗粒砂～細粒砂と10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルトの互層
56　N6/ 灰色 含巨礫 礫混シルト
57　10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫混シルト
58　10YR7/1～7/4灰白色～にぶい黄橙色 極粗粒砂～極細粒砂 下部は10YR6/1褐灰色 シルト
59　10YR6/1褐灰色 礫混シルト
60　2.5Y5/1黄灰色 礫～粗粒砂混シルト
61　10YR5/1褐灰色 含巨礫・炭化物 極粗粒砂～粗粒砂混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 シルトブロック混じる
62　10YR5/1灰色 含炭化物 礫混シルト
63　10YR5/2灰黄褐色 含炭化物・巨礫 礫～極粗粒砂混シルトに
　　10YR7/2～10YR7/4にぶい黄橙色 中粒砂混シルトブロックを含む
64　N6/ 灰色 含炭化物・巨礫 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
65　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
66　N7/ 灰白色 礫～極粗粒砂混シルト
67　10YR5/1褐灰色 含巨礫 礫～極粗粒砂混シルト
68　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/2～10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロック混じる
69　2.5Y4/1黄灰色 含巨礫 礫～極粗粒砂混シルトに粘土ブロックを含む
70　10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト 
71　10YR4/1褐灰色 含巨礫 礫～極粗粒砂混シルト
72　10YR4/1褐灰色 含巨礫 礫～極粗粒砂混シルトに2.5Y8/4淡黄色 極粗粒砂混シルトブロックを含む
73　10YR4/1褐灰色 含巨礫・炭化物 礫～極粗粒砂混シルトに10YR6/4にぶい黄橙色 中粒砂ブロックを含む
74　10YR3/1黒褐色 含炭化物・巨礫 礫～極粗粒砂混シルト
75　10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト
76　10YR6/1褐灰色 含炭化物・巨礫 礫～極粗粒砂混シルト
77　10YR2/1黒色 含腐植 礫～極粗粒砂混シルト
78　7.5YR5/2 灰褐色 中粒砂混シルト
79　N5/ 灰色 礫混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
80　N4/ 灰色 礫混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 シルトと2.5Y4/1黄灰色 シルトブロックを含む
81　2.5Y8/2灰白色 含巨礫 極粗粒砂混シルト
82　2.5Y6/1～6/2黄灰色～灰黄色 含巨礫 礫～細粒砂
83　10YR7/3にぶい黄橙色 含巨礫 礫混シルト
84　10YR5/1褐灰色 含炭化物・巨礫 礫混シルトで北側は10YR7/3にぶい黄橙色 礫混シルト（ベース）を多く含む
85　10YR7/3にぶい黄橙色 礫～極細粒砂

Ⅶ層

2S-978

2S-840？

遺構？

Ⅷ層

Pit

2S-1079

地山

2S-1108

Ⅷ層
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ら７ライン付近のみ、矢板を伴う溝（２Ｓ-245）の上面を覆う堆積が認められたことから、溝

の検出面までの堆積をすべてⅤ-２層及びⅤ-２ｂ層として掘削した。６ライントレンチ断面で

は、Ⅴ-２ｂ層と溝埋土との間に土壌層（Ⅴ-３層に相当）が認められる部分がある。面的な広

がりは確認していないが、この土壌層もⅤ-２層として掘削した。

　　　　Ⅴ-２層は概ね調査区全体に分布する土壌層で、特にE・F５グリッドでは下層の落ち込み（２ 

　　　Ｓ-730）の埋土を撹拌しているため若干腐植が混じる。調査区東側では層厚約20ｃｍで西側に 

　　　かけて薄く約10ｃｍとなる。

　　　　分布範囲が広いため、遺物の出土量が多く、乙亥正Ⅴ～Ⅸ期の土器、木器、石器が出土した。

　　　　なお、東側溝の西壁断面の観察からⅤ-２層下面で、18層、19層、20層を耕作土の可能性を

　　　考えて調査を行い（２S-753）、併せて土壌サンプルを採取して自然科学分析を実施した（第Ⅴ章

　　　第３、４節参照）。分析結果からは、水田耕作の可能性は低いので、遺構としての報告は割愛し、

　　　18層、19層はⅤ-２層に含めた。20層は２S-754よりも下層に堆積するのでⅤ-４層に含まれる

　　　と考えられるが、面的な広がりは確認できなかたった。一方、中央部の微高地の影響で、２区　　　　　　　

　　　北東側は南側との層位が直接認定できないため、出土土器の時期により層位の認定を行わざる　

　　　を得なかった。Ｄ・Ｃ８グリッドでは、Ⅴ層に引き続きⅤ-２層として調査を行ったが、その

　　　後の出土遺物の検討により、本報告ではⅤ-４層に変更している。（以下、Ⅴ-３層をⅥ層、Ⅴ-４

　　　層をⅦ層に変更）

Ⅴ-３層：Ⅴ-３層は、調査区南側の概ね５ライン付近から西側に分布する土壌層である。山側では 

　　　礫混じりで地山由来と考えられるシルト層で、谷部に相当する場所では黒褐色で腐植混じりの 

　　　シルト層である。層厚は10ｃｍ前後である。主に乙亥正Ⅴ～Ⅷ期の土器、木器、石 

　　　器が出土した。

Ⅴ-４層：Ⅴ-４層は調査区南側全体に堆積する土壌層で、淘汰の悪い地山由来のブロック土を多量 

　　　に包含するのが特徴である。この下面では矢板列を伴う水路（２Ｓ-763、764）を検出した。全体 

　　　的に層厚は10 ～ 20ｃｍ程度で、遺物が多く出土した。主に乙亥正Ⅴ～Ⅶ期の土器、 

　　　石器、木器が出土した。

Ⅵ層：２区南側では、場所により色調は異なるが、地山由来と考えられるにぶい黄橙色のシルトブロッ

クを含む礫混じりのシルト層で、層厚約20ｃｍである。調査区東側の３ライン付近から３区に

かけては、ブロック土は含まなくなり、灰色ないし黄灰色の礫混シルトないし粘土で、３区で

は下層ほど腐植が多く混じり、撹拌は弱い。３区では中央側溝の少し北側辺りから南側にかけ

て比較的水平に20ｃｍ程度の厚さで堆積していた。水田の可能性を考えて、２ライントレンチ

断面で、土壌サンプルを採取し花粉及びプラント・オパール分析を行った結果（第Ⅴ章第３、

４節参照）、可能性は低いと考えられる。

Ⅶ層：Ⅶ層以下では、場所により未調査の場所はあるが、各トレンチの土層断面からは、概ね２区南 

　　側から３区全体に分布していた可能性が高いと考えられる。褐灰色ないし黒褐色シルトで、層厚 

　　は10 ～ 20ｃｍである。５ライン以東では、下面に流路があり、その検出面までをⅦ層とした。 

　　乙亥正Ⅶ期の土器が含まれる。

Ⅷ層：２・３区南側の３ライントレンチ以東と６ライントレンチ以西で確認した。３ライントレン 

　　チ以東では、下面流路検出面までの黒色ないし褐灰色の礫混じりシルトをⅧ層とした。
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　　　６ライントレンチ以西では、炭化物を含む粗粒砂混じり粘土ないしシルト及び地山ブロックを 

　　含むシルト層をⅧ層とした。主に乙亥正Ⅴ～Ⅶ期の土器が出土した。

Ⅸ層：２区中央部の６ライン西側にある微高地が、南東側へと落ち込む場所で部分的に確認した地層 

　　である。

　　　明緑灰色の粘土層で、南側溝北側部分ではこの地層の下面で２Ｓ-833を検出した。Ⅸ層の分布 

　　範囲は概ね２Ｓ-833の範囲と重複しており、この遺構上部に形成された窪地に堆積したものと考 

　　えられる。分布範囲が限定されることと、2Ｓ-833は南側溝南側ではⅧ層下面に該当することか 

　　ら、Ⅷ層下面の遺構とまとめて報告する。

Ⅹ層：２区南側の概ね４ラインから西側では、褐灰色ないし黄灰色シルトに地山由来と考えられる淘 

　　汰の悪いにぶい黄橙色のブロック土を顕著に含み、人為的に埋められた層を含む可能性が考えら 

　　れる。一方、東側溝の土層断面図のⅧ層より下の層は、遺構埋土の可能性がある落ち込みを示 

　　す堆積が認められ、Ⅹ層相当層を認識できなかった。そのため、３ラインから東側溝の間は、東 

　　西方向に設けたトレンチで、Ⅷ層下面の炭化物を多く含む黒褐色シルトをⅩ層相当層として掘削 

石・石器
木器

‥‥木器

1　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

2　10YR7/1灰白色 含巨礫・炭化物 礫混シルトに粘土ブロック含む

3　10YR8/2～10YR8/4灰白色～浅黄橙色 礫～極細粒砂に10YR3/1黒褐色 シルトのラミナ

4　10YR3/2黒褐色 腐植混シルト

5　10YR5/1褐灰色 粗粒砂混シルト

6　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

7　2.5Y3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

8　10YR7/2にぶい黄橙色 礫～極細粒砂に10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトブロックを含む

9（上半）10YR7/1～10YR7/2灰白色～にぶい黄橙色 極粗粒砂～極細粒砂に10YR6/1褐灰色 シルトのラミナ

 （下半）2.5Y4/1黄灰色 シルト～粘土に2.5Y8/1灰白色 細粒砂のラミナ

10　10YR7/2～10YR7/3にぶい黄橙色 含巨礫 礫～極細粒砂

11（上半）10YR4/1褐灰色 礫～中粒砂混シルト

  （下半）10YR8/2～10YR7/2灰白色～にぶい黄橙色 礫～シルトに10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトが混じる

12　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/1灰白色 極粗粒砂混シルトブロックを含む

13　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

14　10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

15　10YR6/1～10YR6/3褐灰色～にぶい黄橙色 極粗粒砂～シルト

16　10YR8/1～10YR8/6灰白色～黄橙色 礫～極細粒砂に10YR6/1褐灰色 シルトのラミナ

17　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

18　2.5Y5/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

19　2.5Y5/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルトに腐植混じる

20　10YR7/1～10YR7/4灰白色～にぶい黄橙色 礫 シルトと10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトの互層

21　10YR7/2～10YR7/6にぶい黄橙色～明黄褐色 礫～極細粒砂と10YR4/2灰黄褐色 極粗粒砂混シルト～粘土の互層

22　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

23　10YR5/1褐灰色 含腐植 礫～極粗粒砂混シルト

24　10YR6/1～10YR6/1褐灰色 礫～シルト

25　10YR7/2～10YR7/4にぶい黄橙色 礫～シルト

26　10YR7/1～10YR7/3灰白色～にぶい黄橙色 礫～シルト

27　10YR6/2灰黄褐色 含巨礫 礫～極粗粒砂混シルト
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石・石器
木器

‥‥木器

1　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

2　10YR7/1灰白色 含巨礫・炭化物 礫混シルトに粘土ブロック含む

3　10YR8/2～10YR8/4灰白色～浅黄橙色 礫～極細粒砂に10YR3/1黒褐色 シルトのラミナ

4　10YR3/2黒褐色 腐植混シルト

5　10YR5/1褐灰色 粗粒砂混シルト

6　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

7　2.5Y3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

8　10YR7/2にぶい黄橙色 礫～極細粒砂に10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトブロックを含む

9（上半）10YR7/1～10YR7/2灰白色～にぶい黄橙色 極粗粒砂～極細粒砂に10YR6/1褐灰色 シルトのラミナ

 （下半）2.5Y4/1黄灰色 シルト～粘土に2.5Y8/1灰白色 細粒砂のラミナ

10　10YR7/2～10YR7/3にぶい黄橙色 含巨礫 礫～極細粒砂

11（上半）10YR4/1褐灰色 礫～中粒砂混シルト

  （下半）10YR8/2～10YR7/2灰白色～にぶい黄橙色 礫～シルトに10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトが混じる

12　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/1灰白色 極粗粒砂混シルトブロックを含む

13　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

14　10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

15　10YR6/1～10YR6/3褐灰色～にぶい黄橙色 極粗粒砂～シルト

16　10YR8/1～10YR8/6灰白色～黄橙色 礫～極細粒砂に10YR6/1褐灰色 シルトのラミナ

17　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

18　2.5Y5/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

19　2.5Y5/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルトに腐植混じる

20　10YR7/1～10YR7/4灰白色～にぶい黄橙色 礫 シルトと10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトの互層

21　10YR7/2～10YR7/6にぶい黄橙色～明黄褐色 礫～極細粒砂と10YR4/2灰黄褐色 極粗粒砂混シルト～粘土の互層

22　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

23　10YR5/1褐灰色 含腐植 礫～極粗粒砂混シルト

24　10YR6/1～10YR6/1褐灰色 礫～シルト

25　10YR7/2～10YR7/4にぶい黄橙色 礫～シルト

26　10YR7/1～10YR7/3灰白色～にぶい黄橙色 礫～シルト

27　10YR6/2灰黄褐色 含巨礫 礫～極粗粒砂混シルト
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第Ⅳ－１－４図　４ライントレンチ（南側）土層断面図
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2S-840下層

Ⅶ層

2S-1120

2S-1143

Ⅹ層
2S-1120

Ⅹ層

2S-1249
2S-1249掘方

       2S-1142

2S-901

2S-830

Pit？

Ⅶ層

2S-840中層

42　10YR7/2～10YR7/6にぶい黄橙色～明黄褐色 極粗粒砂～極細粒砂と
    10YR4/1褐灰色細粒砂～シルトの互層
43　10YR7/2～10YR7/6にぶい黄橙色～明黄褐色 礫～極細粒砂と
    10YR7/1～10YR6/1灰白色～褐灰色 シルトのラミナ
44　10YR6/2～10YR6/4灰黄褐色～にぶい黄橙色 礫～極細粒砂
45　10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
46　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
47　10YR7/1灰白色 礫～極粗粒砂混シルト
48　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
49　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルトに
    10YR8/2灰白色 風化花崗岩ブロックを含むブロック含む
50　2.5Y4/1黄灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト
51　10YR5/2灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト
52　2.5Y4/1黄灰色 含炭化物・風化花崗岩 礫～極粗粒砂混シルト
53　10YR7/3～10YR7/6にぶい黄橙色～明黄褐色 礫～極細粒砂と
    10YR6/1褐灰色 シルトの互層
54　10YR7/1～10YR7/4灰白色～にぶい黄橙色～明黄褐色 礫～極細粒砂と
    10YR5/1褐灰色 シルトの互層
55　10YR6/2～10YR6/3灰黄褐色～にぶい黄橙色 含巨礫 礫～極細粒砂
56　10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫～中粒砂混シルト
57　10YR7/3～10YR7/6にぶい黄橙色～明黄褐色 含巨礫 礫～極細粒砂
58　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
59　2.5Y6/1黄灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト
60　10YR2/1黒色 中粒砂混シルト
61　10YR7/2にぶい黄橙色 含風化花崗岩 礫～極粗粒砂混シルト～粘土
62　10YR2/1黒色 泥炭質シルト
63　10YR6/1褐灰色 シルト
64　10YR3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルトで南側肩部にかけて
    10YR7/2～10YR7/4にぶい黄橙色 極粗粒砂混シルトブロックを含む
65　10YR7/2～10YR7/4にぶい黄橙色 礫～極細粒砂と10YR4/1褐灰色 シルトの互層
66　10YR4/1灰黄褐色 礫混シルト
67　10YR3/2黒褐色 礫～中粒砂混泥炭質シルト
68　10YR7/1～10YR7/3灰白色～にぶい黄橙色 礫～極細粒砂
69　10YR2/1黒色 シルト（泥炭質）
70　10YR7/2にぶい黄橙色 礫～極細粒砂
71　10YR4/2灰黄褐色 礫～極粗粒砂混泥炭質シルト 69層に対応
72　10YR5/2灰黄褐色 含木器泥炭 植物遺体水平に堆積
73　7.5YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
74　7.5YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
75　10YR5/1褐灰色シルトに7.5YR5/6明褐色 極粗粒砂～細粒砂のラミナ
76　7.5YR6/1褐灰色 極粗粒砂～細粒砂と7.5YR5/1褐灰色 シルトの互層で山側は土壌化
77　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルトに10YR6/6明黄褐色 中粒砂混じる
78　7.5YR6/1褐灰色 礫～中粒砂混シルト
79　中心部は10YR7/1～7/6灰白色～明黄褐色 含巨礫・木器 礫～極細粒砂で、
    両側方は10YR5/1褐灰色 礫混シルトが多く土壌化
80　7.5YR4/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト
81　10YR4/2灰黄褐色 含木器 泥炭層
82　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルト
83　2.5Y6/1黄灰色 含炭化物 礫～中粒砂混シルト
84　2.5YR6/1黄灰色 含炭化物 礫～粗粒砂混シルト
85　10YR7/2～10YR7/6にぶい黄橙色～明黄褐色 礫～極細粒砂
86　10YR4/2灰黄褐色 礫混泥炭質シルト
87　7.5YR7/3にぶい橙色 含炭化物 礫～極細粒砂混シルト
88　10YR6/2灰黄褐色 極粗粒砂～細粒砂 下部に巨礫を多く含む
89　2.5YR4/1黄灰色 礫～中粒砂混シルト
90　10YR7/1～7/3灰白色～にぶい黄橙色 含巨礫 極粗粒砂～細粒砂
91　10YR5/3にぶい黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト
92　2.5Y6/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト
93　10YR5/1褐灰色 含巨礫 礫～中粒砂混シルト
94　10YR8/2灰白色 礫～極細粒砂
95　5G7/1明緑灰色 含巨礫 礫混シルト
96　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
97　10YR6/1褐灰色 礫～極細粒砂と10YR6/6明黄褐色 粗粒砂～中粒砂の混合
98　10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルト
99　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルト
100 10YR8/2灰白色 シルト
101 10YR6/4にぶい黄橙色 礫～極粗粒砂混シルト
102 10YR3/1黒褐色 極粗粒砂混シルト

第Ⅳ－１－４図　４ライントレンチ（南側）土層断面註記
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第Ⅳ－１－５図　４ライントレンチ（北側）土層断面図
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第Ⅳ－１－５図　４ライントレンチ（北側）土層断面註記

Ⅷ層

Ⅶ層
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2S-1057

基盤層

2S-856ｂ

40　N4/灰色 含炭化物 粗粒砂混 シルト～粘土
41　10YR4/1褐灰色 にぶい黄橙色中粒砂混 細粒砂～シルト
42　2.5Y5/1黄灰色 にぶい黄橙色中粒砂多量混 中粒砂～シルト
43　10YR3/1黒褐色 にぶい黄橙色粗粒砂～中粒砂混 中粒砂～細粒砂
44　10YR3/1黒褐色 炭混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
45　10YR4/2灰黄褐色 黒褐色細粒砂混 にぶい黄橙色中粒砂～
  　細粒砂ラミナ状に多量混 細粒砂～シルト
46　10YR5/4にぶい黄褐色 黒褐色細粒砂～シルト混 中粒砂混 細粒砂～シルト
47　10YR4/1褐灰色 にぶい黄橙色中粒砂ラミナ状に多量混 中粒砂混 細粒砂～シルト
48　10YR2/1黒色 粗粒砂～中粒砂混 シルト
49　10YR4/2灰褐色 にぶい黄橙色中粒砂ラミナ状に多量混 シルト 木材等多数混
50　10YR3/1黒褐色 炭混 粗粒砂混 細粒砂～シルト
51　10YR4/1褐灰色 粗粒砂～中粒砂ラミナ状に混 細粒砂～シルト
52　2.5Y6/2～6/3灰黄色～にぶい黄色 極粗粒砂～細粒砂と
  　2.5Y6/1黄灰色 含炭化物シルトの互層
53　2.5Y3/1黒褐色 細粒砂～シルト
54　10YR3/1黒褐色 にぶい黄橙色中粒砂～細粒砂ラミナ状に混 
  　極粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
55　10YR3/1黒褐色 にぶい黄橙色粗粒砂～中粒砂ラミナ状に多量混 
  　中粒砂～細粒砂 木片多数混
56　10YR5/1褐灰色 にぶい黄橙色中粒砂ラミナ状に多量混 中粒砂～細粒砂 
57　10YR4/1褐灰色 にぶい黄橙色中粒砂ラミナ状に多量混 中粒砂～細粒砂
58　N3/0暗灰色 極粗粒砂～粗粒砂多量混 細粒砂～シルト
59　10YR2/1黒色 極粗粒砂～粗粒砂多量混 細粒砂～シルト
60　10YR3/1黒褐色 粗粒砂～中粒砂ラミナ状に混 細粒砂～シルト
61　10YR4/1褐灰色 にぶい黄橙色粗粒砂～中粒砂多量混 中粒砂～細粒砂
62　10YR6/3にぶい黄橙色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
63　10YR6/2灰黄褐色 3～5cm角の角礫多量混 粗粒砂～中粒砂
64　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
65　10YR3/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混 細粒砂～シルト
66　10YR5/3にぶい黄褐色 極粗粒砂～粗粒砂混 細粒砂～シルト
67　10YR5/1褐灰色 にぶい黄橙色多量混 中粒砂～細粒砂
68　10YR2/1黒色 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
69　10YR3/1黒褐色 粗粒砂多量混 細粒砂～シルト
70　10YR7/4にぶい黄橙色 極粗粒砂多量混 粗粒砂～中粒砂
71　10YR6/1褐灰色 にぶい黄橙色粗粒砂～中粒砂多量混 中粒砂～細粒砂　
72　10YR3/2黒褐色 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
73　10YR4/1褐灰色 極粗粒砂多量混 細粒砂～シルト
74　10YR7/4にぶい黄橙色 極粗粒砂～粗粒砂多量混 中粒砂～細粒砂
75　10YR5/1褐灰色 炭混 にぶい黄橙色礫混 シルト
76　10YR5/3にぶい黄褐色 中粒砂混 シルト
77　10YR2/1黒色 粗粒砂～中粒砂 細粒砂～シルト
78　10YR6/3にぶい黄橙色 褐灰色3～6cm角の礫混 極粗粒砂多量混 中粒砂～細粒砂
79　10YR6/4にぶい黄橙色 5～10cm角の礫多量混 極粗粒砂多量混 粗粒砂～シルト

2Ｓ-1057
より古い谷
の堆積土

80　2.5Y7/1～7/4 灰白色～浅黄色 粗粒砂～中粒砂混 
　　細粒砂～シルト 硬くしまる

27　2.5Y7/2～7/6灰黄色～明黄褐色礫～細粒砂と2.5Y6/1黄灰色シルトの互層
28　2.5Y6/3にぶい黄色 粗粒砂～細粒砂と2.5Y6/1黄灰色シルトの互層
29　2.5Y6/1～6/4黄灰色～にぶい黄色 黒褐色細粒砂～シルト混 礫～極粗粒砂混 
  　中粒砂～細粒砂
30　2.5Y6/1～6/4黄灰色～にぶい黄色 黒褐色細粒砂～シルト混 極粗粒砂～細粒砂と
  　2.5Y5/1黄灰色シルトの互層
31　10YR5/3～5/4にぶい黄褐色 5～20㎝角礫多量混 極粗粒砂多量混 粗粒砂～中粒砂
32　10YR4/1褐灰色 5～20cm角の礫多量混 極粗粒砂多量混 粗粒砂～中粒砂
33　2.5Y5/1黄灰色粗粒砂混シルトに2.5Y7/2灰黄色粗粒砂～中粒砂混じる
34　2.5Y6/2灰黄色粗粒砂～細粒砂と2.5Y6/1黄灰色シルト～粘土の互層
35　2.5Y6/2灰黄色礫～細粒砂と2.5Y6/1黄灰色シルトの互層
36　N5/灰色 含炭化物 礫～粗粒砂混 粘土
37　2.5Y6/1黄灰色 粗粒砂混 シルト～粘土
38　2.5Y3/1黒褐色 中粒砂混 細粒砂～シルト
39　2.5Y6/2～6/6灰黄色～明黄褐色極粗粒砂～細粒砂と
  　2.5Y6/1黄灰色シルトの互層

2S-245

2S-999

2S-1023

Ⅶ層
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第Ⅳ－１－６図　５ライントレンチ土層断面図

木器

土壌サンプル範囲
石・石器
土器

Ⅱ層
   2S-507

1   2.5Y4/1黄灰色 含巨礫 粗粒砂混シルトに2.5Y7/4浅黄色 シルトブロックを含む 
2   10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
3（上層）10YR7/1～10YR7/2灰白色～にぶい黄橙色 含巨礫 礫～シルト
  (下層）7.5YR4/4褐色 礫～シルト 鉄分沈着著しい
4   2.5Y5/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR3/1黒褐色 シルトブロックを含む
5　 10YR3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルトに泥炭質シルトブロックを含む
6   10YR7/1～10YR7/2灰白色～にぶい黄橙色 含巨礫 礫～極細粒砂
7　 2.5Y6/1黄灰色 含巨礫 礫～極粗粒砂混シルト
8   10YR3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルトで上層と層境に2.5Y8/2～2.5Y8/3灰白色～淡黄色 
　　シルトブロックを層状に含む
9 　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
10　10YR3/2黒褐色 泥炭質シルト
11　10YR7/2にぶい黄橙色 粗粒砂～細粒砂に10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルトブロックを含む
12　10YR6/2～10YR6/4灰黄褐色～にぶい黄橙色 含巨礫 礫～極細粒砂
13　N5/灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト
14　N6/灰色 含炭化物・巨礫 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/3 にぶい黄橙色 礫混シルトブロックを含む
15　10YR7/3にぶい黄橙色 シルトに10GY8/1明緑灰色 シルトブロックを含む
16　10YR6/3にぶい黄橙色 シルトに10GY8/1明緑灰色 シルトブロックを含む
17　10YR6/4にぶい黄橙色 シルトに10YR5/1褐灰色 シルト
18　10YR2/1黒色 中粒砂混シルト
19　10YR3/1黒褐色 粗粒砂～中粒砂混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
20　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
21　10YR4/1褐灰色 粗粒砂混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
22　2.5Y3/1黒褐色 粗粒砂混シルト
23　10YR7/1灰白色 10YR7/3にぶい黄橙色 極粗粒砂～極細粒砂
24　10YR4/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト
25　2.5Y4/1黄灰色 粗粒砂混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
26　10YR4/1褐灰色 粗粒砂混シルト
27　10YR3/1黒褐色 中粒砂混シルト
28　N5/灰色 含炭化物 粗粒砂混シルトに10GY8/1明緑灰色・10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
29　2.5Y6/1黄灰色 含炭化物 礫混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 シルトブロック含む
30　10YR4/1褐灰色 極粗粒砂混シルト
31　10YR7/2にぶい黄橙色 極粗粒砂～中粒砂と10YR6/1褐灰色 シルトの互層
32　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
33　10YR3/1黒褐色 中粒砂混シルト 泥炭質 
34　10YR6/1褐灰色 含炭化物 極粗粒砂混シルトに7.5YR7/4にぶい橙色 シルトブロックを含む
35　10YR5/1褐灰色 含炭化物 極粗粒砂混シルトに7.5YR7/4にぶい橙色 シルトブロックを含む
36　10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫混シルトに10YR3/2黒褐色 泥炭質シルトを含む
37　10YR6/1褐灰色 含炭化物 礫混シルトに7.5YRにぶい橙色 礫混シルトと10YR3/1黒褐色 
　　泥炭質シルトブロックを含む
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Ⅹ層

2S-840上層

2S-840中層

2S-840下層

2S-840上層

SD埋土

SD埋土

2S-840上層

2S-1046

SD埋土

45　10YR4/1褐灰色 含炭化物・腐植 礫混シルト
46　7.5YR5/1褐灰色 含腐植 礫混シルト
47　10YR3/1黒褐色 極粗粒砂混泥炭質シルト
48　7.5YR6/1褐灰色 含炭化物 礫混シルトに7.5YR7/3にぶい橙色 シルトブロックを含む
49　7.5YR5/1褐灰色 礫混シルト
50　7.5YR5/2灰褐色 含腐植 泥炭質シルトで下～中部は砂層のラミナ有
51　10YR8/1～7/1灰白色 礫～細粒砂
52　10YR6/1褐灰色 含炭化物 礫混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロック多く含む
53　7.5YR5/1褐灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト
54　7.5YR5/1褐灰色 中粒砂混シルト
55　7.5YR4/1褐灰色 含炭化物 極粗粒砂混シルト
56　10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト
57　10YR6/1褐灰色 礫混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロック多く含む
58　10YR7/1～6/1灰白～褐灰色 礫～極粗粒砂
59　7.5YR7/1明褐灰色 礫混シルトに2.5Y8/6黄色 シルトブロック含む
60　7.5YR6/1褐灰色 含巨礫・炭化物 極粗粒砂混シルトで2.5Y8/6黄色 シルトブロック含む
61　10YR4/2灰黄褐色 含木器・炭化物 礫混泥炭質シルト
62　10YR6/2灰黄褐色 含木器 礫混粘土
63　10YR6/1褐灰色 含炭化物 礫混シルト
64　10YR5/2灰黄褐色 含木器 礫混泥炭質シルト
65　10YR6/2灰黄褐色 礫～粗粒砂混シルト 腐植含む
66　2.5Y6/2灰黄色 礫混シルト
67　10YR6/3灰黄褐色 含炭化物・木器 礫混泥炭質シルト
68　10YR7/2灰黄褐色 含木器 シルト～粘土
69　10YR7/1灰白色 礫～極粗粒砂混シルト
70　10YR7/1～7/2灰色～にぶい黄橙色 礫～極細粒砂
71　10YR7/1～7/6灰白～明黄橙色 礫～細粒砂
72　7/5YR4/4褐色 含木片多量 泥炭質シルト
73　7.5YR6/2灰褐色 含腐植・木器 泥炭質シルト～粘土
74　7/5YR4/4褐色 含木片多量 泥炭質シルト
75　10YR7/1灰白色 含腐植 礫～細粒砂
76　7/5YR4/4褐色 含木片多量 泥炭質シルト
77　北側は7/5YR4/4褐色 含木片多量 泥炭質シルト 
    中央が、南は7.5YR5/2灰褐色 含木器多量 泥炭質シルト～粘土
78　7.5YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルト
79　2.5Y7/1～7/2灰白～灰黄色 礫～極細粒砂 底部は巨礫多い

38　10YR6/1褐灰色 礫混シルトにφ4～5cmの10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロック多量に含み 
　　山側に向けてブロックが小さくなる
39　N6/灰色 含炭化物 粗粒砂混シルト
40　2.5Y6/1黄灰色 含炭化物 礫混シルトに10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
41　10YR3/1黒褐色 含炭化物 礫混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロック 巨礫多く含む
42　7.5YR4/1褐灰色 含腐植 礫混シルト
43　10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロック含む
44　10YR7/3にぶい黄橙色 シルトに10YR6/1褐灰色 礫混シルトブロック含む

第Ⅳ－１－６図　５ライントレンチ土層断面註記
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第Ⅳ－１－７図　６ライントレンチ（南側）土層断面図
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30　10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
31　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
32　N5/灰色 礫～極粗粒砂混シルトにN8/灰白色 シルトブロックを含む
33　10YR6/2灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト
34　10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
35　10YR3/1黒褐色 含腐植 粗粒砂混シルトに10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルトブロックを含む
36　10YR5/1褐灰色 中粒砂混シルトに10YR4/2灰黄褐色 シルトブロックを含む
37　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルトに10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
38　2.5Y4/1黄灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト
39　10YR4/1褐灰色 礫混シルトに腐植・10YR7/2にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
40　2.5Y4/1黄灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト
41　2.5Y4/1黄灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト
42　2.5Y5/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト
43　2.5Y5/1黄灰色 極粗粒砂混シルト～粘土に10YR7/3～10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
44　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルト
45　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
46　10YR6/3にぶい黄橙色 極粗粒砂混シルトと10YR7/1灰白色 礫極粗粒砂混シルトの混合
47　10YR5/1褐灰色 礫混シルトに10YR7/1灰白色 礫混シルトブロックを含む
48　10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに粘土ブロックを含む
49　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
50　10YR7/2にぶい黄橙色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト
51　10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルト
52　2.5Y5/1黄灰色 極粗粒砂混シルトに2.5Y7/1灰白色 シルトブロックを含む
53　10YR6/1褐灰色 含巨礫 礫混シルト
54　10YR6/1褐灰色 含巨礫 礫混シルト
55　10YR6/1褐灰色 含炭化物 極粗粒砂混粘土に10YR8/2灰白色 シルトブロックを含む
56　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
57　10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルトに10YR8/2灰白色 シルトブロックを含む
58　2.5Y5/2暗灰黄色 極粗粒砂混シルト
59　N5/灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルトに10YR5/2灰黄褐色 シルトブロックを含む
60　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR8/2灰白色 シルトブロックを含む
61　2.5Y6/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR8/2灰白色 シルトブロックを含む
62　2.5Y7/1灰白色 礫極粗粒砂混シルト
63　7.5YR6/2黄灰色 極粗粒砂混中粒砂～細粒砂
　　7.5YR7/2明褐灰色 極細粒砂～シルト（ベース土だが土坑壁面が崩落したもの）
64　10YR6/2灰黄褐色 礫混シルト
65　N6/灰色 含炭化物 礫混シルト
66　2.5Y5/1黄灰色 礫混シルト
67　N8/灰白色 シルト
68　N7/灰白色 礫混シルト
69　2.5Y6/1黄灰色 礫混シルト
70　N4/灰色 極粗粒砂混シルト
71　10YR4/1褐灰色 含巨礫 礫混シルトに10YR7/1灰白色 礫混シルトブロックを含む
72　10YR5/1褐灰色 含炭化物・巨礫 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
73　2.5Y4/1黄灰色 含炭化物 極粗粒砂混シルトに10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
74　10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
75　2.5Y4/1黄灰色 極粗粒砂混シルト～粘土に腐植と10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
76　10YR6/2灰黄褐色 礫混シルトに10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
77　2.5Y6/1黄灰色 含巨礫 礫混粘土に10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
78　10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト
79　10YR6/1褐灰色 含巨礫 極粗粒砂混シルト
80　N5/灰色 礫混シルトに10YR8/1灰白色 シルトブロックを含む
81　10YR5/6黄褐色 含炭化物 礫混シルト
82　2.5Y6/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト
83　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
84　2.5Y5/1黄灰色 含炭化物 粗粒砂混粘土に2.5Y8/1灰白色 粗粒砂混シルトブロックを含む
85　N6/灰色 含炭化物 極粗粒砂混シルト～粘土に10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
86　2.5Y5/1黄灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混～粘土
87　2.5Y6/1黄灰色 含炭化物 極粗粒砂混シルト
88　10YR3/2黒褐色 含炭化物 中粒砂混泥炭質シルト
89　10YR4/3にぶい黄褐色 含巨礫・土器・自然木 礫混シルト（泥炭質）
90　10YR5/2灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルトに腐植、10YR7/4にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
91　2.5Y6/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト～粘土
92　10YR7/4にぶい黄橙色 中粒砂混シルト
93　2.5Y6/1黄灰色 含炭化物 礫混粘土
94　10YR5/2灰黄褐色 含炭化物 極粗粒砂混シルト～粘土（腐植を含む）
95　10YR6/2灰黄褐色 含炭化物・巨礫・腐植 礫混シルトに10YR8/1～10YR8/2灰白色 シルトブロックを含む
96　10YR4/1褐灰色 含腐植 極粗粒砂混シルト
97　10YR4/2灰黄褐色 含腐植 極粗粒砂混シルト～粘土
98　10YR4/3にぶい黄褐色 含炭化物・木器・自然木 極粗粒砂混シルト（泥炭質）
99　2.5Y3/1黒褐色 極粗粒砂混粘土に10YR7/2にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
100 2.5Y7/1灰白色 極粗粒砂混粘土
101 10YR7/1～10YR6/1灰白色～褐灰色 礫～極細粒砂と
    10YR4/3にぶい黄褐色泥炭質シルトの互層で北側はシルト～粘土
102 7.5YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルト～粘土（腐植を含む）
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第Ⅳ－１－７図　６ライントレンチ（南側）土層断面註記
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第Ⅳ－１－８図　６ライントレンチ（北側）土層断面図
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第Ⅳ－１－８図　６ライントレンチ（北側）土層断面註記

2S-245
溝埋土

2S-245裏込

Ⅴ-2b層

Ⅶ層
Ⅴ-2b層
遺構埋土

無遺物層

45　N4/灰色 粗粒砂～中粒砂混シルトに2.5Y5/3黄褐色中粒砂混じる 
46　2.5Y7/1灰白色 含炭化物礫～極粗粒砂混シルト
47　10YR6/1褐灰色 礫～中粒砂混シルト 
48　N5/灰色 含炭化物 礫～中粒砂混シルトに2.5Y6/2灰黄色礫～極粗粒砂混シルトブロック混じる 
49　2.5Y4/1黄灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト 
50　2.5Y6/2～6/4灰黄～にぶい黄色 含巨礫 土器片 木器 礫～細粒砂に2.5Y4/1黄灰色シルトのラミナ 
51　10YR5/2灰黄褐色 シルト～粘土 
52　N5/灰色 含炭化物 礫～中粒砂混シルト
53　10YR4/1褐灰色 礫～中粒砂混シルト
54  10YR5/2灰黄褐色 シルト～粘土
55　10YR3/2黒褐色 中粒砂混シルト やや泥炭質 
56　2.5Y6/2灰黄色 粗粒砂～中粒砂と2.5Y5/1黄灰色シルトの互層 
57　N5/灰色 含炭化物・礫 中粒砂～細粒砂混シルト
58　10YR4/1褐灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト
59　N4/灰色 含炭化物 礫～中粒砂混シルト
60　N5/灰色 含巨礫、炭化物 極粗粒砂～中粒砂混シルト
61　N4/灰色 含炭化物、土器片極粗粒砂～粗粒砂混シルトに灰黄色 中粒砂 細粒砂又はシルトブロック含む
62　2.5Y6/1黄灰色 礫～粗粒砂 
63　N3/暗灰色 含礫礫～粗粒砂混シルト
64　2.5Y6/1～6/3黄灰～にぶい黄色 含巨礫礫～細粒砂
65　2.5Y7/3浅黄色 粗粒砂～細粒砂に2.5Y5/1黄灰色シルトのラミナ
66　10YR6/3にぶい黄褐色 含炭化物 礫～粗粒砂混シルト
67　10YR6/2灰黄褐色 含炭化物 礫～粗粒砂混シルト
68　2.5Y5/1黄灰色 極粗粒砂～中粒砂混シルト
69　10YR6/1褐灰色 含炭化物 中粒砂混粘土
70　10YR4/1褐灰色 中粒砂混シルト  
71　10YR 5/3にぶい黄褐色 炭混 浅黄橙色礫混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
72　10YR 4/2灰黄褐色 炭混 中粒砂 細粒砂～シルト
73　10YR 4/1褐灰色 にぶい黄橙色中粒砂やや多く混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト  
74　10YR3/2黒褐色 炭混 にぶい黄橙色粗砂粒～中粒砂混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
75  2.5Y6/1黄灰色 礫～中粒砂混シルト
76　2.5Y4/1黄灰色 含炭化物 粗粒砂 中粒砂混シルト
77　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト
78　10YR2/1黒色 炭混 粗粒砂～中粒砂混 シルト
79　N5/灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト
80　2.5Y5/1黄灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト 南ほど砂質強く土壌化弱い

Ⅴ-4層

81　2.5Y5/1黄灰色 中粒砂混シルト
82　2.5Y6/1黄灰色 中粒砂混シルトに2.5Y7/3浅黄色シルトブロック混じる
83　2.5Y5/1黄灰色 含巨礫 中粒砂混シルト
84　2.5Y4/1黄灰色 粗粒砂～中粒砂混細粒砂～極細粒砂
85　10YR5/2灰黄褐色 褐灰色中粒砂多量混 中粒砂～細粒砂
86　2.5Y6/1黄灰色 含炭化物中粒砂混シルト～粘土で北ほど灰色～にぶい黄色中粒砂～細粒砂が混砂質強
87　10YR4/1褐灰色 中粒砂～細粒砂
88　10YR3/1黒褐色 にぶい黄橙色中粒砂混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
89  10YR4/1褐灰色 にぶい黄褐色粗粒砂～中粒砂多量混 粗粒砂～中粒砂 木片等多数含
90　10YR4/1褐灰色 5～10cm角の礫混 極粗粒砂多量混 粗粒砂～中粒砂
91　10YR4/1褐灰色 炭混 5～10cm角の礫混 にぶい黄橙色粗粒砂～中粒砂ラミナ状に多量混 極粗粒砂多量混 
　　粗粒砂～中粒砂 木板等多数含
92　10YR5/1褐灰色 にぶい黄橙色中粒砂ラミナ状に多量混 中粒砂～細粒砂
93　10YR4/2灰黄褐色 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
94　10YR3/1黒褐色 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト 
95　10YR4/1褐灰色 炭混 灰黄褐色粗粒砂～中粒砂多量混 中粒砂～細粒砂
96  10YR5/3にぶい黄褐色 にぶい黄橙色粗粒砂～中粒砂混 粗粒砂～中粒砂
97　10YR4/2灰黄褐色 にぶい黄橙色粗粒砂～中粒砂やや多くラミナ状に混 
  　にぶい黄橙色3～5cm角の礫混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト 自然木混
98　10YR6/2灰黄褐色 褐灰色中粒砂～細粒砂多量混 極粗粒砂～粗粒砂多量混 中粒砂～細粒砂
99　10YR5/3にぶい黄褐色 炭混 黒褐色細粒砂～シルト混 極粗粒砂～粗粒砂 ラミナ状に多量混 中粒砂～細粒砂
100　10YR4/1褐灰色 炭混  黒褐色細粒砂～シルト混 極粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト
101　10YR6/2灰黄褐色 褐灰色中粒砂～細粒砂混 中粒砂～細粒砂
102　10YR5/2灰黄褐色 炭混 にぶい黄橙色極粗粒砂～粗粒砂 中粒砂～細粒砂
103　10YR6/2灰黄褐色 極粗粒砂～粗粒砂多量混 中粒砂～細粒砂
104　10YR7/3にぶい黄橙色 1～3cm角礫混 にぶい黄褐色粗粒砂～中粒砂 部分的に混 極粗粒砂多量混 粗粒砂～中粒砂
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第Ⅳ－１－９図　８ライントレンチ土層断面図

木器

石・石器
土器

V-2層

2S-1025
2S-1030

2S-1065

2S-1027or1028

2S-895
2S-857

2S-1175・1274

Ⅱ層

Ⅱb層
Ⅲ層
Ⅳ層

2S-138・189

Ⅴ層

Ⅴb層

1　10YR5/1 褐灰色 礫〜粗粒砂混シルト
2　底部は2.5Y6/1 黄灰色 含炭化物 シルト〜粘土
　 中〜上部は2.5Y6/2 灰黄色 細粒砂〜粗粒砂
3　10YR6/1 褐灰色 極粗粒砂〜中粒砂混細粒砂
4　10YR4/1 褐灰色 含炭化物 礫〜粗粒砂混細粒砂
5　10YR5/1 褐灰色 含炭化物 極粗粒砂〜粗粒砂混細粒砂
6　10Y6/2 灰黄褐色 細粒砂〜粗粒砂上部は黒褐色 
   粗粒砂混細粒砂〜中粒砂で植物遺体多く含む
7　10Y5/1 褐灰色 含炭化物 極粗粒砂〜粗粒砂混シルト

8　10YR4/2 灰黄褐色 極粗粒砂～粗粒砂混 細粒砂～シルト
9　2.5Y6/1 黄灰色 粗粒砂〜中粒砂混細粒砂〜シルト
10　2.5Y6/1 黄灰色 粗粒砂〜中粒砂混シルト〜粘土
11　10YR6/3 にぶい黄橙色 細粒砂〜中粒砂

12　10YR3/1 黒褐色 炭混 粗粒砂混 細粒砂～シルト

13　10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混 細粒砂～シルト

14　10YR3/1 黒褐色 粗粒砂混 細粒砂～シルト

15　10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂～粗粒砂混 細粒砂～シルト

16　10YR4/3 にぶい黄褐色 黒褐色細粒砂混 中粒砂～細粒砂

17　10YR4/3 にぶい黄褐色 黒褐色細粒砂多量混 中粒砂～細粒砂

18　10YR4/1 褐灰色 炭混 黒褐色シルト多量混 粗粒砂～細粒砂

19　10YR4/1 褐灰色 炭混 粗粒砂混 細粒砂～シルト 木多数含む

20　10YR3/1 黒褐色 中粒砂混 細粒砂～シルト

21　10YR5/3 にぶい黄褐色 褐灰色細粒砂～シルト混 細粒砂～シルト

22　10YR3/2 黒褐色 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト

23　１０YR4/1褐灰色 中粒砂混 炭混 細粒砂～シルト

24　10YR3/1 黒褐色 中粒砂混 細粒砂～シルト

25　10YR3/1 黒褐色 炭混 中粒砂混 細粒砂～シルト

26　10YR2/1 黒色 炭混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト

27　10YR4/2 灰黄褐色 黒色シルト混 細粒砂～シルト

28　10YR3/1 黒褐色 炭混 細粒砂～シルト

29  10YR3/2 黒褐色 中粒砂混 細粒砂～シルト

30　10YR3/1 黒褐色 炭混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト 木板含

31　10YR3/2 黒褐色 にぶい黄褐色細粒砂やや多く混 細粒砂～シルト

32　10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂多量混 細粒砂～シルト

33　10YR5/3 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色シルト混 細粒砂～シルト

34　10YR4/2 灰黄褐色 黒褐色シルト混 細粒砂～シルト

35　10YR5/3 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色シルトブロックやや多く混 細粒砂～シルト

36　10YR3/2 黒褐色 にぶい黄橙色シルト混 中粒砂混 細粒砂～シルト

37　10YR4/1 褐灰色 にぶい黄橙色シルト混 中粒砂混 細粒砂～シルト

遺構埋土

38　10YR4/1 褐灰色 中粒砂混 細粒砂～シルト

39　10YR4/2 灰黄褐色 細粒砂～シルト

40　10YR4/2 灰黄褐色 黒褐色シルト混 細粒砂～シルト

41　10YR4/2 灰黄褐色 中粒砂混 細粒砂～シルト

42　10YR5/3 にぶい黄褐色 褐灰色シルト混 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト

43　10YR4/1 褐灰色 炭混 にぶい黄橙色細粒砂ブロック混 細粒砂～シルト

44　10YR5/2 灰黄褐色 褐灰色シルト混 細粒砂～シルト

45　10YR4/1 褐灰色 にぶい黄橙色シルトブロック混 細粒砂～シルト

46　10YR4/1 褐灰色 にぶい黄橙色シルトブロック多量混 

      粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～シルト

47　10YR3/2 黒褐色 中粒砂混 細粒砂～シルト

48　10YR3/2 黒褐色 にぶい黄橙色シルト混 細粒砂～シルト

49　10YR4/2 灰黄褐色 炭混 黒褐色シルト混 にぶい黄橙色 

　　シルト混 細粒砂～シルト

50　10YR5/2 灰黄褐色 炭やや多く混 にぶい黄橙色シルト

　　ブロック多量混 極粗粒砂～粗粒砂混  細粒砂～シルト

51　10YR4/2 灰黄褐色 粗粒砂～中粒砂多量混 細粒砂～シルト

52　10YR4/1 褐灰色 にぶい黄橙色極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂

53　10YR5/4 にぶい黄褐色 炭混 褐灰色シルト混 細粒砂～シルト

54　10YR3/1 黒褐色 上部ににぶい黄褐色シルト混 有機質

　　多量混 中粒砂混 細粒砂～シルト

55　10YR4/2 灰黄褐色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂

56　10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂～粗粒砂混 中粒砂～細粒砂

57　10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂多量混 粗粒砂～中粒砂

58　10YR6/1 褐灰色 中粒砂～細粒砂混 シルト～粘土

59　10YR4/2 灰黄褐色 中粒砂混 細粒砂～シルト

60　10YR4/2 灰黄褐色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂

61　10YR5/1 褐灰色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂

62　10YR5/2 灰黄褐色 にぶい黄橙色シルトブロック混 

　　3～20cm角白色礫混 粗粒砂～中粒砂混  細粒砂～シルト

63　10YR5/1 褐灰色 中粒砂混 細粒砂～シルト

64　10YR4/1 褐灰色 1～3cm角礫混 極粗粒砂～中粒砂

65　10YR4/2 灰黄褐色 粗粒砂～中粒砂

66　10YR4/2 灰黄褐色 極粗粒砂～中粒砂

67　10YR6/1 褐灰色 シルト～粘土

68　10YR5/2 灰黄褐色 極粗粒砂多量混 粗粒砂～中粒砂 

69　10YR5/3 にぶい黄褐色 褐灰色中粒砂混 粗粒砂～中粒砂

70　10YR5/3 にぶい黄褐色 中粒砂～細粒砂

71　10YR6/1 褐灰色 粗粒砂～中粒砂

72　10YR5/2 灰黄褐色 にぶい黄褐色中粒砂～細粒砂

　　ブロック混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂

整地土

2S-1026

整地土か

遺構埋土
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　　し、竪穴住居（２Ｓ-1147）を検出した。Ⅹ層からは、乙亥正Ⅴ～Ⅵ期の土器が多数出土した。（馬路）

３　調査区南西部の堆積と各遺構面の設定

　南側溝以南のＧ６・７グリッド及びＨ６・７グリッドを２区南西部とした。当該部分は、南西から

南東へと下る谷の起点部分に当たり、調査区南側丘陵裾部の地形変換点に、谷の軸線にほぼ直交する

形で設定したトレンチ（Ｈ７トレンチ）により堆積状況を確認し調査を行った。ただし、調査区全体で

明瞭に確認できるⅠ・Ⅱ層が、比較的脆い風化花崗岩起源の土質を主体として厚く堆積していたこと

に加え、下層で検出された流路等の走行が東に軸を振っていたことから、Ⅳ層以下については新たに

トレンチ（Ｈ７ｰ２トレンチ）を設定し、また下層の堆積状況、遺構及び遺物密度を確認するために、

Ｆ・Ｇ６グリッドに設けた確認坑の断面（南西部ベルト）も用いて堆積状況を確認し調査を行った。た

だし、調査期間が限られたことから、２区南西部全体を面的に調査することができなかったため、Ｈ

７ｰ２トレンチからＦ・Ｇ６確認坑までの間はⅥ層まで、Ｆ・Ｇ６確認坑から南側溝までの間はⅧ層

までの堆積について、遺構の連続性及び６ライントレンチ及び南側溝断面との連続性を確認しながら

の層序確認に留まった。なお、Ｈ７ｰ２トレンチでは２Ｓ-841の下面で、灰黄褐色、灰白色の礫から

細粒砂が厚さ40ｃｍ程度に堆積し、トレンチ断面ほぼ中央部で上方に噴き出すような状況が確認でき

た。また、同様の堆積は断面最下層でも見られる。これらは、湧水の影響を多分に受けた結果、噴砂

状に噴き出したものと類推される。

　遺構検出作業は２区調査区中央部と同様であり、各遺構の帰属面についても、同様の考え方として

いる。

第Ⅳ－１－ 10図　基本層序対比図

H26年度 H26年度 H27・28年度
３区 ２区北 ２区南

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
Ⅲ Ⅲ Ⅲ
Ⅳ Ⅳ Ⅳ
Ⅴ Ⅴ Ⅴ

Ⅴ－2 Ⅴ
Ⅴ’

Ⅴ－2

Ⅴ－3 Ⅴ－3

Ⅵ Ⅶ Ⅵ
Ⅶ Ⅷ Ⅶ
Ⅷ Ⅸ層 Ⅷ
Ⅸ Ⅸ
Ⅹ Ⅹ

※Ⅹ層は遺構
埋土。Ⅺ層以
下は地山。

Ⅴ－4 Ⅵ
Ⅴ－4
Ⅴ－5

Ⅴ－2
Ⅵ
Ⅶ

報告書

▲第１面

▲第２面

▲第３面

▲第４面

▲第６面 ▲▲▲
第５面

▲
▲

第７面 ▲
第８面 ▲
第９面 ▲

第 10 面▲
第 11 面▲

H28年度
２区北

Ⅴ－２

Ⅶ

　ｸﾞﾘｯﾄﾞC8･D8･E8 　その他ｸ゙ ﾘｯﾄ゙

Ⅴ－2

Ⅷ

Ⅶ(Ｄ４グリッド)
Ⅵ

Ⅴ－３
Ⅴ－４

H28年度
２区北

※
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Ⅰ・Ⅱ層：Ⅱ層には近代から現代のガラス瓶等を含む。Ⅱ層下面の２Ｓ -370 から巴形銅器が出土した。

Ⅲ層：２区南側の谷の谷頭付近にあたり、斜面上部からの流水による再堆積や、地下水の湧出により　　　

　　複雑な堆積状況を呈する。H ７トレンチでは、1.5 ｍを超える層厚がある。８～９世紀頃とみら　

　　れる土器小片や６世紀後半から７世紀頃の須恵器を含む。

Ⅳ層：２区北側３ライン以西と２区南西部に見られる堆積である。２区南西部では褐灰色の礫から粗

　　粒砂混シルトに炭化物を含み、層厚は 40 ｃｍ以上を測る。南側丘陵からの転石と考えられる５ 　　      　　

　　ｃｍ程度の角礫が全体に含まれている。

　　　Ⅳ層下面を第３面として調査を行った。須恵器が出土することから古墳時代後期以降の堆積と

　　考えられる。

Ⅴ層：２区南西部ではⅤ層からⅤ - ５層まで枝番号を付している。

         ２区南西部の南側丘陵裾部に認められる灰黄褐色、黄橙色のシルト層をⅤ層とした。いずれも

　　礫から中・粗粒の砂が混じり、層厚は 10 ～ 20 ｃｍ程度である。埋土中からは、古墳時代前期の

　　土師器、弥生土器、木器などが出土している。

Ⅴ - ２層：２区南西部北西部分に認められる堆積である。Ⅴ層下面で検出した２Ｓ -672 と、その下層

　　に堆積するⅤ - ３層との関係から、２Ｓ -751 を被覆する堆積をⅤ - ２層とした。層厚は 20 ｃｍ程

　　度であり、下層は有機質のシルトとなる。

Ⅴ - ３層：２区南西部全体に広く堆積する。全体に褐灰色、黒褐色、黒色系のシルトが主体をなすが、

　　地山由来と考えられるシルト、腐植混じりのシルトも認められ、層厚も部分的に 60 ｃｍ程度を測

　　るなど、南側丘陵からの崩落を伴いながら、当該付近からの湧水の影響も多分に受けた堆積と考　

　　えられる。遺物の出土量も多く、弥生時代後期から古墳時代前期の土器、木器などが含まれている。

Ⅴ - ４層：２区南西部全体に広く堆積するが、南側丘陵裾部から北側に向けて層厚が薄くなっていく

　　傾向が認められる。堆積状況はⅤ - ３層と同様の様相を呈している。層厚は 40 ｃｍ程度であるが、

　　最も厚く堆積する部分で 60 ｃｍ程度、北側では 20 ｃｍ程度となっている。Ⅴ - ３層同様に、弥生

　　時代後期から古墳時代前期の土器、木器など多量の遺物が出土している。また、Ｇ６グリッドに

　　設けた確認坑断面（南西部ベルト）上で、径５ｃｍ程度の赤色顔料と思わるる塊を確認し、その

　　分析を行った。（第Ⅴ章第 10 節参照）。分析結果から「狭義のベンガラ」であると判断されている。

Ⅴ - ５層：２区南西部に分布する堆積層である。２区中央部では、６ライントレンチ南端付近で僅か

　　に認められる。２区中央部においてⅤ - ４層下面で検出された２Ｓ -763 と連続すると考えられる

　　２Ｓ -824 が２区南西部で確認できており、この流路を被覆する堆積であることから、Ⅴ - ４層と

　　して捉えられるべきでもあるが、南西から南東へと下る谷の上流部分にのみ堆積する層として、

　　Ⅴ - ４層と区別して掘削した。褐灰色の礫及び砂粒を含むシルトを主体とし、地山由来の小ブロッ

　　クや炭片がが混じる部分が認められる他、有機質を主体とするシルト層、ラミナ状の堆積を示す

　　堆積も認められるなど、上層に堆積するⅤ - ３・４層同様に、湧水の影響も受けながら堆積して

　　いったと考えられる。層厚は20～30ｃｍ程度であるが、北西部分では70ｃｍを超える堆積であっ

　　たことが窺える。弥生時代後期から古墳時代前期の土器が出土した。

　　　なお、２Ｓ -824 は２区中央部でⅤ - ４層下面に該当することから、Ⅴ - ４層下面の遺構として　

　　報告する。

Ⅵ層：２Ｓ -841 を被覆する堆積をⅥ層とした。Ｈ７- ２トレンチからＦ・Ｇ６確認坑までの間は面的　
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　　な調査を行っていないが、Ｈ７－２トレンチ断面で２S-841 と考え得る落ち込みが認められたた

　　め、Ⅴ - ５層下面以下の堆積をⅥ層とした。２区中央部で見られる堆積と同様に、場所により異

　　なるものの、地山由来と考えられるにぶい黄橙色や灰黄褐色のシルトブロックを含む礫混じりの

　　シルト層で、層厚は 20 ～ 30 ｃｍ程度であるが、Ⅴ - ３層、Ⅴ - ５層と同じく北西部分には厚く堆

　　積している。

Ⅶ層：Ⅵ層下面に堆積し、２区中央部に見られる黒褐色シルトに相当する堆積をⅦ層とした。Ｆ・Ｇ

　　６確認坑で確認できた部分は僅かであるが、ほぼ同等の堆積をＨ７- ２トレンチ断面でも確認で

　　きることから、２区中央部での所見通り、２区南西部を含む２区南側から３区全体に分布してい　

　　たものと思われる。

Ⅷ層：Ｆ・Ｇ６確認坑で、Ⅶ層下面に堆積し、下層遺構（２Ｓ -833）検出面までの地山由来のシルト

　　ブロックを含む灰黄褐色から黄灰色を主体としたシルト層をⅧ層とした。南西部ベルト上の２

　　Ｓ -833 上面に堆積する黒色シルトをⅧ層に含めているが、この堆積はⅦ層下面で掘り込まれた

　　遺構の埋土であった可能性が否めないものである。

　　　弥生時代後期から弥生時代終末期の土器が出土しており、弥生時代終末期の堆積と考えられる。

　Ⅸ層以下（Ｆ・Ｇ６確認坑以西はⅦ層以下）の堆積については、先にも述べたように、面的な調査

ができておらず、詳細な検討を行ってはいないが、以下にＨ７- ２トレンチ断面で得られるⅦ層以下

の堆積状況と、南西部ベルトで得られるⅨ層以下の堆積状況の所見について触れておく。

　Ｈ７- ２トレンチ断面では、大きく２つの谷を認めることができる。南東側の谷筋は、Ⅵ層までの

堆積状況と遺構の連続性から、中央部で確認されている２Ｓ -840 へと繋がっていくことが想定され

る。断面上で確認できる２Ｓ -841 を被覆する層はⅥ層と認識できるので、２Ｓ -841 の両脇に堆積す

る層がⅦ層に相当し、南東部分でⅦ層相当層の下層に堆積する小角礫を含む灰黄褐色、黄灰色、明褐

色のシルトをⅧ層とみなすことができる。Ⅸ層については、後述する南西部ベルトにおいて触れるが、

限定的な堆積であったと考えられ、南西部では確認できない。よって、Ⅷ層相当層下層の堆積層がⅩ

層及び２Ｓ -840 の埋土に相当すると考えるが、その堆積状況から、Ｈ７- ２トレンチ付近ではⅩ層に

相当する堆積はないことも十分に考えられる。北西側の谷はⅤ - ５層下面で確認できるが、南東側を

Ⅵ層、Ⅶ層相当層で切られており、噴砂状の部分で明確に判断できないものの、最下層に見られる無

遺物層の在り方から、Ⅹ層及び２Ｓ -840 埋土相当層にも切られていると考えられ、南西から南東へ

と下る元々の谷を示している可能性が十分に想定できる。このことは、この谷内で出土する土器に乙

亥正Ⅵ期以降の物が含まれず、その出土数も南東側に比べて少ないこと、木器の出土をほとんど見な

いことからも裏付けられる。なお、面的に確認できていないが、南西部ベルト及び２区中央部に設定

した６ライントレンチで、この谷に相当する落ち込みが認められないことから、南西部の範囲内で南

東側の谷に開削され、谷筋として一本化されていったものと思われる。

　南西部ベルトでは、２Ｓ -833 によりⅧ層までを確認できている。２区中央部で２Ｓ -833 の遺構上

部に堆積しているⅨ層については同様の堆積が認められず、２Ｓ -833 の上部に形成された窪地に堆

積する部分的なものであると判断できる。よって、Ⅷ層下層がⅩ層及び２Ｓ -840 埋土相当層となるが、

その堆積状況と、6 ライントレンチでの堆積状況を比較検討すれば、Ⅷ層下面に堆積する黄灰色シル

ト層がⅩ層に相当し、その下層は２Ｓ -840 の埋土に相当することが考えられる。（原田）
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第Ⅳ－１－ 11図　H7トレンチ土層断面図
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52　2.5Y5/2暗灰黄色 炭混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
53　2.5Y5/6黄褐色 5cm角黄褐色 礫混＋2.5Y7/1灰白色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
54　2.5Y6/2灰黄色 ～1cm以下白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
55　2.5Y6/1黄灰色 2～4cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 もろい
56　2.5Y5/2暗灰黄色 4～5cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
57　2.5Y4/2暗灰黄色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
58　2.5Y4/1黄灰色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
59　2.5Y5/3黄褐色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
60　2.5Y5/1黄灰色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
61　2.5Y5/2暗灰黄色 炭混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
62　2.5Y5/1黄灰色 ～0.5cm白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
63　2.5Y6/2灰黄色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
64　2.5Y5/4黄褐色 粗粒砂～中粒砂混 細粒砂～極細粒砂
65　2.5Y6/1黄灰色 ～1cm角白色礫混 中粒砂混 細粒砂～極細粒砂
66　2.5Y3/1黒褐色 ～2cm角白色礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
67　2.5Y5/1黄灰色 2～3cm白色礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
68　2.5Y4/3オリーブ褐色 2～5cm白色礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
69　N5/灰色 ～2cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
70　N4/灰色 ～4cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
71　N6/灰色 ～4cm角白色礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
72　2.5Y5/3黄褐色 炭混 3～5cm角礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
73　N4/灰色 ～5cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
74　2.5GY4/1暗オリーブ灰色 炭多量混 10cm程度白色角礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
75　2.5GY5/1オリーブ灰色 中粒砂混 細粒砂～極細粒砂
76　N6/灰色 ～1cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
77　2.5Y4/3オリーブ褐色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
78　N5/灰色 ～1cm角礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
79　2.5Y4/2暗灰黄色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
80　2.5Y5/3黄褐色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
81　N5/灰色 ～0.5cm白色角礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
82　2.5Y5/4黄褐色 5～7cm角礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂＋2.5Y4/3オリーブ褐色 中粒砂～細粒砂
83　2.5Y5/2暗灰黄色 炭混 5～8cm角礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
84　N5/灰色 ～1cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
85　N4/灰色 炭混 0.5cm白色角礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂（84層と類似）
86　2.5Y5/6黄褐色 長10cm厚1cm板状石混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
87　N4/灰色 炭混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
88　2.5Y4/3オリーブ褐色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
89　2.5Y4/2暗灰黄色 炭混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
90　2.5Y5/6黄褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂＋2.5Y5/1黄灰色 炭混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 
91　2.5Y5/6黄褐色 炭混、2.5Y5/1黄灰色土混、極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
92　2.5GY4/1暗オリーブ灰色 極粗粒砂多量に混 粗粒砂～中粒砂
93　2.5GY4/1暗オリーブ灰色 炭多量混～3cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 （74層と同じか）
94　N6/灰色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
95　2.5Y5/3黄褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
96　2.5Y5/2暗灰黄色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
97　2.5Y5/4黄褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 もろい
98　2.5Y5/3黄褐色 2.5Y7/6明黄褐色 地山ブロック混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 軟質
99　2.5Y4/2暗灰黄色 炭混、5YR3/6暗赤褐色 土混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
100　2.5Y5/2暗灰黄色 10cm角以下礫多量混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
101　2.5Y5/1黄灰色 15cm角以下礫混 明黄褐色地山ブロック混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
102　2.5Y5/6黄褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
103　2.5Y4/2暗灰黄色 炭混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
104　2.5Y5/2暗灰黄色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 もろい
105　5YR3/6暗赤褐色 2.5Y5/4黄褐色 土混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 かたくしまる
106　5YR3/6暗赤褐色 炭混 5cm角以下礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
107　N5/灰色 N7/灰白色土混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
108　5YR3/6暗赤褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂＋N5/灰色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
109　N4/灰色 5cm角以下礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
110　N4/灰色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂＋5YR3/6暗赤褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
111　5YR3/6暗赤褐色 炭混 2.5Y5/1黄灰色土混  粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
112　2.5Y5/1黄灰色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 軟質
113　5YR3/6暗赤褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 かたくしまる

32　2.5Y7/1灰白色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂 もろい
33　2.5Y8/1灰白色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂 もろい
34　2.5Y6/2灰黄色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂 もろい
35　2.5Y5/2暗灰黄色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂 
36　2.5Y6/3にぶい黄色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂 
37　2.5Y6/2灰黄色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂 
38　2.5Y6/4にぶい黄色 1～15cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
39　2.5Y6/3にぶい黄色 3～5cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
40　2.5Y6/2灰黄色 3～5cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 もろい
41　2.5Y5/2暗灰黄色 炭混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
42　2.5Y6/2灰黄色 3～5cm角白色礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
43　2.5Y7/1灰白色＋2.5Y5/6黄褐色 1～5cm白色角礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
44　2.5Y5/2暗灰黄色 炭混 1～2cm角白色礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
45　N6/灰色 ～0.5cm以下白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
46　2.5Y6/2灰黄色 3cm角白色礫混 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
47　2.5Y5/3黄褐色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
48　2.5Y4/2暗灰黄色 炭混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
49　2.5Y4/2暗灰黄色 炭混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
50　2.5Y5/3黄褐色 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
51　2.5Y4/2暗灰黄色 炭混 3cm角白色礫混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂
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第Ⅳ－１－ 12図　H７－２トレンチ土層断面図
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1　10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに～15cmの角礫と炭を含み10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロックが混入
2　10YR7/2にぶい黄橙色 礫～細粒砂
3　10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに～10cmの角礫と炭片を含む
4　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに～5cmの角礫と炭片を含む
5　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに小角礫と炭片を含み 10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックが混入
6　10YR3/1黒褐色 礫～粗粒砂混シルトに小角礫と炭片を含む
7　10YR6/2灰黄褐色 礫～粗粒砂混シルト
8　10YR6/3にぶい黄橙色 礫～中粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色シルト小ブロックと小角礫を含む
9　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに多量の10YR6/3にぶい黄橙色 シルトブロックと小角礫 炭片を含む
10　10YR3/2黒褐色細粒砂混シルトに炭を含む
11　10YR5/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに～5cmの角礫と炭小片を含む
12　10YR5/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色シルトと～5cmの7角礫 炭片を含む
13　10YR4/2灰黄褐色 礫～細粒砂混シルト
14　10YR2/1黒色 礫～細粒砂混シルトに10YR3/2黒褐色有機質シルトブロックと10YR6/3にぶい黄橙色 
　　シルト小ブロック 炭片を含む
15　10YR3/1黒褐色 礫～細粒砂混シルトに10YR3/2黒褐色有機質シルトブロックと炭片を含む
16　10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂混シルトに2.5Y5/3黄褐色 シルトブロックと炭片を含む
17　10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂混シルトに炭片をわずかに含む
18　10YR5/1褐灰色 礫～細粒砂混シルト
19　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに炭小片を含む
20　10YR7/1灰白色礫～細粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 シルトブロックを含む
21　10YR6/3にぶい黄橙色 極粗粒砂混シルトに炭片を含む
22　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに10YR7/1灰白色 シルトブロックと
　　10YR6/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む
23　10YR3/2黒褐色 細粒砂混シルトに10YR6/2灰黄褐色中粒砂～極細粒砂をブロック状に含み
　　10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロックが混
24　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルト
25　2.5Y4/1黄灰色 礫混シルト
26　10YR6/1褐灰色 礫～細粒砂
27　2.5Y4/1黄灰色 礫混シルトに10YR6/1褐灰色 シルト小ブロックを含む
28　10YR6/2灰黄褐色 礫～粗粒砂混シルト
29　10YR3/1黒褐色有機質粗粒砂混シルト
30　2.5Y5/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト
31　10YR2/1黒色 礫～細粒砂混シルトに小角礫と炭片を含む
32　2.5Y4/1黄灰色 礫～中粒砂混シルト
33　10YR5/1褐灰色 礫混シルト
34　2.5Y4/2暗灰黄色 礫混シルト
35　10YR2/1黒色 礫～細粒砂混シルト
36　10YR5/1褐灰色 礫混シルト
37　2.5Y6/1黄灰色 礫～細粒砂混シルト
38　10YR5/1褐灰色 礫混シルトに炭片を含む
39　10YR4/2灰黄褐色有機質礫混シルト
40　10YR4/1褐灰色 礫～中粒砂混シルトに炭片を含む
41　10YR4/1褐灰色 礫～中粒砂混シルトに10YR2/2黒褐色有機質シルトブロックを含む
42　10YR2/2黒褐色有機質シルト
43　10YR2/1黒色 極細粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 シルトブロックと炭小片を含む
44　10YR6/4にぶい黄橙色 礫混粘土
45　10YR3/2黒褐色有機質シルト
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46　10YR3/2黒褐色 有機質極粗粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 シルトブロックを含む
47　10YR3/1黒褐色 礫混シルト
48　10YR6/3にぶい黄橙色 礫混粘土
49　10YR2/2黒褐色 有機質シルト
50　10YR3/2黒褐色 有機質礫混シルト
51　10YR4/1褐灰色 礫混シルトに炭片をわずかに含む
52　10YR4/1褐灰色 礫混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロックを多量に含む 炭片混
53　10YR5/1褐灰色 礫混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロックを多量に含む 炭片混
54　10YR3/3暗褐色 細粒砂混有機質シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロックを少量含む 炭片混
55　10YR2/2黒褐色 礫～中粒砂混有機質シルト
56　10YR3/3暗褐色 礫～中粒砂混有機質シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロックをわずかに含み
　　10YR2/2黒褐色 有機質シルトブロック混入
57　2.5Y4/1黄灰色 礫～細粒砂混シルトに炭片を含む
58　10YR4/1褐灰色 礫混シルトに炭片を含む
59　10YR5/1褐灰色 礫混シルト（やや粘質）
60　10YR5/1褐灰色 礫混シルトに10YR6/2灰黄褐色 シルトブロックを含む（やや粘質）
61　10YR3/2黒褐色 礫～中粒砂混シルト
62　10YR7/1灰白色礫～細粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 シルトブロックと小角礫、炭片を含む
63　10YR3/1黒褐色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに10YR7/1灰白色 シルトブロックと炭片を含む
64　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに炭片を含む
65　10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルトブロックと炭片を含む
66　10YR4/1褐灰色 細粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロックをわずかと炭片を含む
67　10YR6/2灰黄褐色 礫～中粒砂混シルトに10YR5/1褐灰色 シルトブロックと炭片を含む
68　7.5Y5/1灰色シルト
69　10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに～10cmの角礫と炭片を含む 10YR5/2灰黄褐色 シルト小ブロック混入
70　2.5Y4/1黄灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに10YR5/2灰黄褐色 シルト小ブロックと炭片を含む
71　2.5Y5/1黄灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR5/2灰黄褐色 シルト小ブロックと炭片を含み小礫混
72　10YR3/2黒褐色 礫混シルトに炭片を含む
73　10YR5/1褐灰色 礫混シルトに10YR3/2黒褐色 シルトブロックと炭片を含む、小礫がわずかに混入
74　2.5Y3/2黒褐色 礫混シルトに小角礫と炭片を含む
75　2.5Y4/1黄灰色 礫混シルトに10YR5/2灰黄褐色 シルト小ブロックと炭片を含む
76　7.5Y6/1灰色 細粒砂～極細粒砂混シルトに2.5Y4/1黄灰色 シルトブロックを含む
77　2.5Y4/1黄灰色 礫～極細粒砂混シルトに～10cmの角礫と炭片を含み7.5Y6/1灰色 シルトと
　　10YR5/2灰黄褐色 シルトの小ブロックをわずかに含む
78　10YR3/2黒褐色 礫～粗粒砂混有機質シルト
79　2.5Y3/2黒褐色 礫～粗粒砂混シルトに小礫と炭片を含む
80　2.5Y5/1黄灰色 極細粒砂混シルトと炭片を含む
81　2.5Y4/1黄灰色 粗粒砂～細粒砂混シルトに炭片を含む
82　2.5Y5/2暗灰黄色 礫～中粒砂混シルトに小角礫と炭片をわずかに含む
83　2.5Y6/2灰黄色 礫混シルトに7.5Y6/1灰色 シルトブロックと～5cmの角礫を含む
84　2.5Y3/1黒褐色シルトに～5cmの角礫を含む
85　2.5Y6/2灰黄色 中粒砂～細粒砂混シルト
86　5Y5/1灰色 中粒砂～細粒砂混シルト
87　10YR3/2黒褐色 礫～中粒砂混シルトに炭片と～10cmの礫を含む
88　10YR3/1黒褐色 極粗粒砂～細粒砂混シルト
89　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに10YR3/2黒褐色 シルトブロックと炭小片を含む
90　10YR3/2黒褐色 礫～中粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 シルト小ブロックと炭片を含む
91　10YR6/1褐灰色 礫混シルト
92　10YR2/1黒色 礫～細粒砂混シルトに小角礫を含む
93　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR6/2灰黄褐色 シルト小ブロックと炭片を含む
94　10YR5/2灰黄褐色 礫混シルトに炭小片を含む
95　10YR5/1褐灰色 礫混シルトに炭小片を含む
96　10YR3/1黒褐色 礫～細粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 シルト小ブロックと炭片を含む（≒47）
97　10YR3/2黒褐色 粗粒砂～細粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 シルト小ブロックと炭片を含む
98　10YR7/1灰白色 礫～極細粒砂
99　10YR2/3黒褐色 中粒砂～細粒砂混 有機質シルト
100　2.5Y6/1黄灰色 礫～極細粒砂
101　10YR5/2灰黄褐色 礫～粗粒砂に小角礫を含む（酸化により変色）
102　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルト
103　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂に10YR5/1褐灰色 シルトブロックと小礫を含む
104　2.5Y3/1黒褐色 細粒砂混粘土に10YR6/2灰黄褐色 シルト小ブロックを含む
105　10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルト（≒60）
106　7.5Y7/1灰白色 礫～粗粒砂
107　2.5Y3/1黒褐色シルトに7.5Y7/1灰白色 礫粗粒砂をラミナ状に含む（酸化により一部変色）
108　2.5Y3/1黒褐色 礫～細粒砂に2.5Y4/2暗灰黄色 粘土小ブロックをわずかに含む
109　2.5Y3/2黒褐色 粘土
110　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルト 炭片を含む（北側1/3が酸化により変色）
111　10YR5/2灰黄褐色 礫～極細粒砂混シルト
112　2.5Y4/1黄灰色 礫混シルトに炭片と小角礫を含む
113　2.5Y4/1黄灰色 礫混シルトに炭片と小角礫を含む
114　7.5YR5/6明褐色 礫混シルトに小角礫を含む（やや軟質、酸化により変色）
115　風化花崗岩＝地山
116　2.5Y4/1黄灰色 礫～粗粒砂混シルトに2.5Y7/1灰白色 シルト小ブロックと角礫を含む
117　2.5Y2/1黒色 粘土
118　7.5YR5/4にぶい褐色 礫～極粗粒砂に2.5Y4/1黄灰色 シルト小ブロックを含む
119　2.5Y5/1黄灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに2.5Y3/1黒褐色
120　7.5YR4/1褐灰色 礫混シルトに2.5Y7/1灰白色 シルト小ブロックを含む
121　7.5Y6/1灰色 礫混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 シルト小ブロックをに含む
122　7.5YR5/6明褐色 礫混シルト（≒121の酸化変色か）
123　10YR2/1黒色 礫混シルトに小角礫を含む
124　10YR7/3にぶい黄橙色 礫混シルト（≒123の酸化変色か）
125　5Y4/1灰色 礫混シルトに7.5Y5/1灰色シルト小ブロックと角礫を含む
126　10YR6/4にぶい黄橙色 礫混シルトに小角礫を含む（≒125の酸化変色か）
127　5YR5/6明赤褐色 礫混シルト（やや粘質 酸化変色）
128　7.5YR5/6明褐色 礫混シルトに風化花崗岩を多量に含む
129　2.5Y6/2灰黄色 粘土＝地山
130　2.5Y6/1黄灰色 細粒砂～極細粒砂に2.5Y7/1灰白色粘土ブロックを含む
※　  10YR6/2灰黄褐色～10YR8/1灰白色 礫～細粒砂
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第Ⅳ－１－ 13図　南西部ベルト土層断面図
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1　10YR3/1黒褐色 中粒砂～細粒砂混シルトに炭片を含む

2　10YR4/2灰黄褐色 礫～中粒砂混シルトに炭片を含む

3　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに炭片を含む

4　10YR4/2灰黄褐色 礫～中粒砂混シルトに2.5Y8/1灰白色シルト小ブロック（～5cmの角礫 炭片を含む）

5　10YR3/2黒褐色 礫混シルトに炭片を含む

6　10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂に10YR3/2黒褐色シルト小ブロックと炭片を含む

7　10YR4/1褐灰色粘土に10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂をラミナ状に含む

8　10YR4/2灰黄褐色 礫～細粒砂に10YR5/1褐灰色シルトをラミナ状に含む炭片混

9　10YR4/3にぶい黄褐色 礫～極細粒砂

10　10YR4/1褐灰色 礫～中粒砂混シルトに2.5Y8/1灰白色シルト小ブロックを多量に～5cmの角礫と炭片を含む

11　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR3/2黒褐色有機質シルトブロックと10YR6/3にぶい黄橙色 小ブロック炭片を含む

12　10YR3/2黒褐色有機質中粒砂～極細粒砂混シルト

13　10YR5/1褐灰色 礫～極細粒砂に10YR4/1褐灰色 シルトをラミナ状に含む

14　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルトに炭片を含む

15　10YR6/1褐灰色 礫～極細粒砂

16　10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 小ブロック 小礫 炭片を含む

17　10YR2/2黒褐色有機質礫～粗粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 小ブロック 小礫 炭片を含む

18　10YR4/1褐灰色 礫～極細粒砂混シルト

19　10YR4/1褐灰色シルト

20　10YR5/1褐灰色 礫混シルト

21　10YR6/1褐灰色 礫～細粒砂

22　2.5Y5/1黄灰色 礫～粗粒砂混に10YR6/3にぶい黄橙色小ブロック 小礫 炭片を含む

23　2.5Y4/1黄灰色 礫～細粒砂混シルトに小礫 炭片を含む（やや粘質）

24　10YR4/1褐灰色 礫混シルトに小角礫を含む

25　10YR6/1褐灰色 礫～中粒砂に小角礫と炭片を含む 炭片混

26　2.5Y5/1黄灰色 礫～細粒砂混シルトに炭片混

27　2.5Y5/1黄灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR6/1褐灰色 極粗粒砂～細粒砂をラミナ状に含む 炭片混

28　10YR6/2灰黄褐色 極粗粒砂～細粒砂混シルト（やや粘質）炭片混

29　10YR4/2灰黄褐色 極粗粒砂～細粒砂混シルト

30　2.5Y6/1黄灰色 礫～極細粒砂

31　10YR6/2灰黄褐色 礫～極粗粒砂

32　N5/灰色 礫～極粗粒砂混シルト

33　2.5Y4/1黄灰色 礫～中粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロック 炭片を含む

34　2.5Y5/1黄灰色 礫～中粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロック 小礫 炭片を含む

35　2.5Y3/2黒褐色 礫～中粒砂混シルトに10YR6/1褐灰色 シルトブロックと炭片を含む

36　2.5Y3/2黒褐色 極粗粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロック 炭片を含む
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37　10YR4/2灰黄褐色 10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロック 炭片を含む

38　10YR2/1黒色 礫～粗粒砂混シルトに炭片を含む

39　2.5Y6/1黄灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルト

40　2.5Y6/1黄灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色シルト少ブロックを含む

41　2.5Y5/1黄灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに2.5Y7/1灰白色 シルトブロックと2.5Y8/1灰白色 

    花崗岩破砕ブロック 炭片を含む

42　2.5Y6/1黄灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルト

43　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルト

44　10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR6/2灰黄褐色 シルト小ブロック 炭片を含む

45　10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 シルト小ブロック 炭片を含む

46　10YR6/2灰黄褐色 礫混シルトに10YR4/1褐灰色 シルトブロック 炭片を含む

47　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルト 

48　10YR6/3にぶい黄橙色 粗粒砂～細粒砂混シルトに10YR5/1褐灰色 シルト小ブロック 7.5Y7/1灰白色 

    シルト少ブロックを含む

49　2.5Y7/2灰黄色 礫～細粒砂混シルトに10YR5/1褐灰色 シルト小ブロック 7.5Y7/1灰白色 シルト少ブロックを含む

50　2.5Y3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR6/2灰黄褐色 シルト小ブロック 炭片を含む

51　2.5Y6/2灰黄色 粗粒砂～細粒砂混シルトに2.5Y7/2灰黄色 シルトブロックを含む 風化花崗岩ブロック（7.5Y8/2)混

52　2.5Y5/1黄灰色 極粗粒砂混シルトに風化花崗岩ブロック（7.5Y8/2）混

53　10YR5/1褐灰色 礫混シルトに2.5Y7/2灰黄色 シルト小ブロックと炭片を含む

54　10YR2/1黒色 礫混シルトに2.5Y7/2灰黄色 シルト小ブロックを少量と炭片を含む

55　2.5Y5/1黄灰色 礫混シルトに炭片を含む

56　2.5Y6/1黄灰色 礫混シルトに10YR6/6明黄褐色 シルトブロックと炭片を含む

57　2.5Y4/1黄灰色 礫～極細粒砂混シルトに2.5Y7/2灰黄色 シルト小ブロックと炭片を含む 風化花崗岩破砕小礫

  （7.5Y6/2)炭片を含む

58　5Y7/1灰白色礫～粗粒砂

59　10YR4/1褐灰色 礫混シルト
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第２節　第１面（Ⅱ層下面）の調査

１　Ⅱ層出土の遺物（第Ⅳ－2－1～４図）
　Ⅱ層からは、弥生時代後期から古墳時代前期の壺（１－001、002）、弥生時代後期から古代の甕（１

－005 ～ 008、011 ～ 013）、古墳時代後期から古代の須恵器（２－024 ～ 031）、中世以降の羽釜（２－

015）、鍋（１－016）、陶磁器（１－018 ～ 020）などが出土した。木器は、漆器椀（1439、1438、1514）な

どが出土した。石器は、砥石（S312）、敲石（S301）、凹み石（S1539）、錐（S256）、玉作りの剥片（S1506）

が出土した。そのほか、古銭（C293：元聖元宝）が出土した。

２　第１面の遺構（第Ⅳ－２－５～ 11図）
　Ⅱ層下面で検出した遺構には、明らかにⅡ層上面ないしⅡ層中から掘り込まれた遺構があり、近世

以降のものであることが明らかなため攪乱扱いとして報告は割愛する。遺物が出土した遺構は、出土

遺物により時期をある程度知りうるが、遺物を伴うほとんどの遺構から乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器が出土

するため、明確に帰属時期を特定しうる遺構は少ない。また、Ｃ４グリッド、Ｃ５グリッド北半、Ｅ

３グリッド南半、Ｆ３グリッド、Ｅ６・７グリッド、Ｆ６・７グリッドは地山直上が遺構検出面のた

め、複数時期の遺構が混在する。第１面で検出した遺構には、竪穴住居、段状遺構、周壁溝、柱穴、

土坑、溝、流路がある。（馬路）

竪穴住居

２Ｓ-600（第Ⅳ－２－12図）

　２区南西部、Ｈ６グリッドで検出した。丘陵の北西斜面に建てられた竪穴住居である。埋土は、Ⅱ

層掘削に伴いほとんど掘削されて床面で周壁溝と柱穴が確認できる状況だった。丘陵側のみ周壁及び

周壁溝が残存しており、谷側にあたる北側半分に周壁等は残存しなかった。残存する壁高は0.89ｍで

ある。平面形は方形で、２本主柱（Ｐ１、Ｐ２）の小型の竪穴住居と考えられる。主柱穴の規模はＰ１

（0.4×0.3×0.15ｍ）、Ｐ２（0.41×0.3×0.1ｍ）で、主柱穴間距離は0.99ｍである。主柱穴内から出土した

石は、Ｐ１では主柱の底部と周囲３方向を囲むように重ねられており、根石と考えられる。Ｐ２では、

上面が削平されて底部に据えた石だけが残ったものと考えられる。出土遺物は無いが、竪穴住居の特

徴から古墳時代後期以降のものと考えられる。（馬路）

段状遺構、周壁溝

２Ｓ-847（第Ⅳ－２－13図）

２区南西部、F７グリッドで検出した。緩斜面をカットし床面を形成した遺構で、南北約５ｍの範

囲で検出された。壁際には、幅約0.2 ～ 0.3m、深さ0.05m前後の壁溝がほぼ直線的に検出された。壁

溝の埋土中から土器小片が出土している。薄手の器壁などからみて、乙亥正Ⅶ～Ⅸ期頃の土器と推定

される。（岡野）

２Ｓ-844・845（第Ⅳ－２－13図）

２Ｓ-847の床面で検出された。南側の２Ｓ-844は、幅約0.09 ～ 0.16m、深さ約0.03m前後、北東側の
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第Ⅳ－２－２図　２・３区　第１面　Ⅱ層出土遺物分布図
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第Ⅳ－２－６図　２区　第１面　遺構配置図拡大図Ａ
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1 10YR5/2灰黄褐色 極粗粒砂～細粒砂混シルト

1 10YR5/3にぶい黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト
X=
-55
,63
1

Y=-25,736

Y=-25,737

15.20m

14.70m

14.70m

P2 P1

1

1

1

(1:40)0 1m

2区　第１面　竪穴住居（2S-600）　平・断面図

第Ⅳ－２－12図　２区　第１面　竪穴住居（２S-600）　平・断面図

石・石器

B'

A'

B

A

A A'

B'B

C

C'

C C'

1　N4/灰色 炭混 2.5GY8/1灰白色混 
     極粗粒砂～粗粒砂混 細粒砂～シルト

1　N5/灰色 炭混 極粗粒砂混 細粒砂～シルト

1　7.5YR5/1褐灰色 炭混 極粗粒砂混 細粒砂～シルト
2　N4/灰色 炭混 極粗粒砂混 細粒砂～シルト

13.30m

Y=
-2
5,
74
2

X=-55,617.5

X=-55,615.5

X=-55,613.5

Y=
-2
5,
74
0

13.50m

13.00m

2S-847
2S-844

2S-847

2S-847

2S-845

2S-844

1 2

1

1

2S-842

(1:40)0 1m

第Ⅳ－２－13図　２区　第１面　段状遺構（２S-847）、周壁溝（2S-844･845）　平・断面図
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木器

A A'

A A'

A A’  A A’
A A’

A A’

A’A

A A’

AA’

1 10YR5/1褐灰色シルト 石英粒を含み、

  炭化物が混じる

2 10YR4/1褐灰色シルト １層より石英粒

  が小さい 炭化物が混じる

3 10YR4/1褐灰色シルト 石英粒を多く

  含み、炭化物、木片が多く混じる

4 10YR3/1黒褐色シルト 土註前に崩落

5 10YR3/1黒褐色シルト 土註前に崩落

1 10YR5/1 褐灰色シルト 粗砂を

  多く含み、炭化物が多く混じる
1 10YR4/1褐灰色シルト 白色地山

  ブロックを含む

2 10YR6/1褐灰色シルト 石英粒を

  多く含む

3 10YR7/1灰白色シルト 石英粒を

  含み、炭化物が混じる

1 10YR6/2 灰黄褐色

2 10YR4/1褐灰色 炭化物が混じる

  シルトが混じる

3 10YR7/2にぶい黄橙色 褐灰色

  地山ブロックを多く含む

4 10YR6/1 褐灰色 地山ブロックを

  多く含む 炭化物が混じる

1 10YR5/1 褐灰色粗粒砂混シルト

2 10YR4/1 褐灰色粗粒砂混シルト

3 10YR3/1 黒褐色粗粒砂混シルト

1  2.5Y5/2 暗灰黄色 Ⅱ層に近い  

　 炭・角礫含む

2  5Y2/1 黒褐色 炭・浅黄色地山粒

　 少量含む

7.10m

Y=-25,693.5

X=
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5,
60
8

7.90m
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70
4
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2
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2
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Y=
-2
5,7
32

X=-5
5,594

.5

10.20m

X=-55,599

Y=
-2
5,7
28

A A’
10.20m

1

3
2

1

3

2

2782

2S-72

A A’

2S-75

1
1

2251

2
2

3
3

44

5

 A A’

1

4093

2S-45

2S-343

1
2

3

4

1

3
7962

1
22 3

2S-387

2S-45 出土遺物

7374

2S-361

1

2

(1:40)0 1m

2区　第１面　柱穴（2S-45・72・75・343・387）　平・断面図

(1:4)0 10cm

1-032
1-033

第Ⅳ－２－14図　２区　第１面　柱穴（２S-45、72、75、343、361、387）　

平・断面図及び出土遺物
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２Ｓ-845は、幅約0.16 ～ 0.2m、深さ約0.07m程度の溝で、両者はほぼ直交方向をなすことから、本来

は繋がっていたと推定され、２Ｓ-847より古い時期の壁溝と考えられる。遺物は出土していない。（岡

野）

柱穴
　柱穴は、２・３区において、竪穴住居の主柱穴を含めて柱が残存するものと土層断面で柱痕を確認

できたものを合わせて52基確認し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。

２Ｓ-45（第Ⅳ－２－14・20図）

　Ｄ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は、西側の幅がやや広い楕円形で、長径0.55ｍ、短径

0.45m、深さ0.3ｍである。断面形は椀形で、柱の部分だけ１段深く掘り下げられていた。埋土中から

は乙亥正Ⅷ～Ⅸ期の甕（１－032、033）が出土した。柱（4093）は、半裁丸太材を利用し、径は約20ｃｍ

である。（馬路）

２Ｓ-72（第Ⅳ－２－14・19図）

　Ｃ３グリッドで検出した柱穴である。平面は南北にやや細長い楕円形で、長径0.45ｍ、短径0.35ｍ、

深さ0.54ｍである。断面形は長方形で、埋土は３層に分層できる。柱は、底面に接してやや東に傾い

て建てられていた。土師器の小片が数点出土したのみで、時期は不明である。柱（2782）は芯持ち丸太

材を用い、末端部のみ加工する。外面の一部には樹皮が残存する。径は約16ｃｍである。（馬路）

２Ｓ-75（第Ⅳ－２－14・19図）

Ｃ３グリッドで検出した柱穴である。平面形は、東側の幅がやや広い楕円形で、長径0.58ｍ、短径

0.5ｍ、深さ0.84ｍである。断面形は、西壁がほぼ垂直に立ち上がり、東壁の上部が外方に広がる逆台

形で、埋土は５層に分層できる。柱の底部は掘方底面よりも数ｃｍ浮いて西壁寄りに建てられていた。

柱（2251）は芯去り材で、分割成形されている。径は15ｃｍである。（馬路）

２Ｓ-343（第Ⅳ－２－14・20図）

　Ｄ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は、西側の幅がやや広い東西に長い楕円形で、長径0.48

ｍ、短径0.4ｍ、深さ0.14ｍである。断面形は逆台形で、底面は柱部分が一段深く掘り窪められていた。

柱（7962）は横断面扇形に加工し、頂点を挟むように枘孔を開けている。外面の一部は樹皮が残存する。

径は約22ｃｍである。（馬路）

２S-361（第Ⅳ－２－14・20図）

　D５グリッドで第４面調査時に調査を行ったが、掘方はより上面から掘り込まれており、第１面に

帰属すると考えられる。調査時には攪乱により掘方の大部分が無かったので形態、規模等は不明であ

る。柱根（7374）が残存する。２S-343の柱根と同様に横断面扇形に加工し、頂点を挟んで枘孔を開け

ている。径は約14ｃｍである。（馬路）
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石・石器
木器

A A'

A A'

A’A

A’A

A A'

A A'

2S-376
1 10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

3 2.5Y4/1 黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

4 2.5Y4/1 黄灰色 極粗粒砂混シルトに 2.5Y3/1 黒褐色 シルト混じる

2S-575 1 10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに

　7.5YR4/3 褐色 中粒砂～粗粒砂ブロック混じる

2S-576

1 10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR5/2 灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト

3 10YR7/2 にぶい黄橙色 極粗粒砂～細粒砂

4 10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

5 2.5Y5/1 黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

6 2.5Y4/1 黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

7 10YR3/1 黒褐色 粗粒砂混シルト

8 2.5Y3/1 黒褐色 含炭化物 粗粒砂混シルト

9 10YR4/1 褐灰色 粗粒砂混シルトに

  2.5Y5/2 暗灰黄色 極粗粒砂混シルトブロック混じる

1 10YR7/1 灰白色 粗粒砂混シルト

2 10YR6/1 褐灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト

3 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

4 10YR5/1 褐灰色 礫～粗粒砂混シルト

1 10YR6/1 褐灰色 粗粒砂～中粒砂混シルトに

  10YR6/2 灰黄褐色 中粒砂～細粒砂混じる

2S-420
1 10YR6/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR5/1 褐灰色 シルトに

　10YR6/2 灰黄褐色 粗粒砂～細粒砂混じる

2S-419

Y=-25,694
X=
-5
5,6
09

X=
-5
5,6
10

X=
-5
5,6
11

7.20m

Y=-
25,
703
.5

X=-55,597.5

Y=-25,705

X=-55,598

7.80m
7.60m

12
1

1
2 3
4

1

233
1 1 1

2 3

4
5
6 6

5
4

87
9

4

2S-575

2S-376

2S-576

2S-378

2S-376 2S-575 2S-576

2S-419

2S-420

2S-419

2S-420

2S-376・575・576

2S-4232S-419・420

08940895

2S-376 出土遺物

2S-576 出土遺物

2S-423 出土遺物

(1:40)0 1m

(1:4)0 10cm

1-034

1-035

1-036

第Ⅳ－２－15図　２区　第１面　柱穴（２S-376・575・576、419・420、423）

平・断面図及び出土遺物
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２Ｓ-387（第Ⅳ－２－14図）

　Ｅ２グリッドで検出した柱穴である。平面形は、南北に細長い楕円形で、長径0.44ｍ、短径0.37ｍ、

深さ0.33ｍである。断面形は椀形で、底部は２段掘りで柱部分が深くなる。（馬路）

２Ｓ-376・575・576（第Ⅳ－２－15・21・22図）

　Ｆ２グリッドで検出した柱穴（２Ｓ-376、２Ｓ-576）と溝（２Ｓ-575）で、柱穴が溝より新しい。これ

らは、関連する遺構の可能性が高いが、これらと対になる柱穴や溝は確認できなかった。

２Ｓ-376の平面形は、南北に細長い楕円形で、長径0.8ｍ、短径0.33ｍ、深さ0.27ｍである。断面形

は逆台形で、南側は底部から緩い角度で立ち上がる。底部は、柱部分だけ一段深く掘り込まれていた。

埋土中からは、乙亥正Ⅵ期の甕（１－035）が出土した。柱（0895）は、芯持ち丸太材の外面を横断面多

角形に加工している。径は約17ｃｍである。

２Ｓ-576の平面形は、南北に細長い隅丸長方形で、長径0.96ｍ、短径0.62ｍ、深さ0.76ｍである。断

面形は、コップ形である。掘方底面と柱下端の間には根石が置かれていた。埋土は９層に分層でき、

掘方底部に根石を設置して柱末端を埋めて固定した後、柱の周囲をおよそ４段階に分けて埋め戻した

と考えられる。埋土中から、中世の羽釜片（１－034）が出土した。柱（0894）は芯持ち丸太の末端部の

み加工しており、外面は樹皮が残る。径は16ｃｍである。

２Ｓ-575は、深さ0.1ｍの浅い溝で、両端を柱穴に切られる。埋土中からは、乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土

器小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-419・420（第Ⅳ－２－15図）

　Ｄ３グリッドで検出した柱穴（２Ｓ-419）と土坑（２Ｓ-420）で、柱穴が土坑を切る。柱穴の平面形は、

楕円形で、長径0.46ｍ、短径0.37m、深さ0.14ｍである。断面形は、椀形で底部は柱部分が一段深く掘

られていた。柱は直径約９ｃｍで細い。埋土中からは、乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小片が出土した。

土坑は、南北に細長い楕円形で、長径0.35ｍ、短径0.15ｍ、深さ0.13ｍである。断面形は椀形と考

えられる。埋土中からは乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-423（第Ⅳ－２－15図）

　Ｄ３グリッドで検出した柱穴である。平面形は、円形で、長径0.32ｍ、短径0.28ｍ、深さ0.3ｍである。

断面形は、椀形で埋土は４層に細分できる。柱の設置に伴い、最下層を埋め戻し、柱の周囲を埋め戻

したと考えらえる。埋土中からは乙亥正Ⅷ期の壺（１－036）が出土した。（馬路）

２Ｓ-445（第Ⅳ－２－16図）

　Ｅ３グリッドで検出した柱穴である。平面形は、楕円形で、長径0.37ｍ、短径0.32ｍ、深さ0.38ｍ

である。断面形は、長方形で埋土は４層に分層できる。掘方西側部分に柱痕と考えられる堆積が認め

られる。乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小片が出土した。（馬路）

2Ｓ-446（第Ⅳ－２－16図）

　Ｅ３グリッドで検出した柱穴である。平面形は、円形で、長径0.28ｍ、短径0.27ｍ、深さ0.26ｍである。
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木器

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

1 10YR5/2 灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

2 10YR5/1 褐灰色 粗粒砂混シルト

3 10YR6/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

4 10YR6/2 灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

1 10YR5/2 灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

2 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

3 10YR6/2 灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

4 10YR6/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

2S-445

2S-446

1 10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

2 10YR4/1褐灰色 含炭化物 極粗粒砂混シルト

3 10YR7/2にぶい黄橙色 極粗粒砂混シルト

2S-477

2S-488

1 10YR6/2灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

2 10YR5/2灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

3 10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

1 10YR3/1 黒褐色 含炭 極粗粒砂混

　粗粒砂～中粒砂

2 10YR2/3 黒褐色 粗粒砂混中粒砂～細粒砂

3 10YR3/2 黒褐色 極粗粒砂混粗粒砂～中粒砂

4 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混粗粒砂～中粒砂

1 10YR3/1 黒褐色 粗粒砂混シルト

2 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト1 10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR7/1灰白色 極粗粒砂混シルト

3 10YR7/1灰白色 粗粒砂混シルトと

  10YR5/1褐灰色 中粒砂混シルトの混合
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(1:40)0 1m

　2区　第１面　柱穴・土坑（2S-445-448・455・456・483）　平・断面図
第Ⅳ－２－16図　２区　第１面　柱穴・土坑（２S-445・446、447・448、455、456、483）　

平・断面図
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断面形は長方形で、底面は柱痕と考えられる堆積部分がやや凹む。遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-447・448（第Ⅳ－２－16図）

　Ｅ３グリッドで検出した柱穴（２Ｓ-447）と土坑（２Ｓ-448）で、土坑が柱穴を切る。柱穴の平面形は、

楕円形で、長径0.35ｍ、短径0.3ｍ、深さ0.42ｍである。断面形はコップ形で、柱痕部分の底面がやや

凹む。遺物は出土しなかった。

土坑の平面形は、東西に長い楕円形で、長径0.52ｍ、短径0.34ｍ、深さ0.22ｍである。断面形は、

椀形で、底部中央がやや凹む。遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-455（第Ⅳ－２－16図）

　Ｅ３グリッドで検出した柱穴である。平面形は、南北に細長い楕円形で、長径0.34ｍ、短径0.32ｍ、

深さ0.61ｍである。断面形は、開口部よりも底部が外側にやや広がる袋状を呈し、柱痕部分が一段深

くなる。遺物は、乙亥正Ⅷ～Ⅹ期頃の土器小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-456（第Ⅳ－２－16図）

　Ｅ３グリッドで検出した柱穴である。平面形は、南北に細長い楕円形で、長径0.46ｍ、短径0.3ｍ、

深さ0.19ｍである。断面形は椀形で、底部に凹凸がある。掘方南壁に沿って柱痕と考えられる堆積を

確認した。（馬路）

２Ｓ-483（第Ⅳ－２－16図）

　Ｅ２グリッドで検出した柱穴である。平面形は円形で、長径0.24ｍ、短径0.23ｍ、深さ0.15ｍである。

断面形は、椀形である。掘方中央からやや西寄りに柱痕と考えられる堆積を確認した。遺物は出土し

なかった。（馬路）

２Ｓ-492（第Ⅳ－２－17図）

　Ｅ５グリッドで検出した柱穴である。平面形は円形で、径0.27ｍ、深さ0.12ｍである。断面形は、

椀形で、西側が一段低くなり、その部分に柱が残存していた。乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小片が出土した。

（馬路）

２Ｓ-499（第Ⅳ－２－17図）

　Ｅ４グリッドで検出した柱穴である。平面形は、やや南北に長い楕円形で、長径0.35ｍ、短径0.3ｍ、

深さ0.22ｍである。断面形は、椀形である。遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-513（第Ⅳ－２－17図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は、やや南北に長い楕円形で、長径0.44ｍ、短径0.35ｍ、

深さ0.23ｍである。断面形は、椀形である。掘方中央部分に、径0.22ｍの柱痕と考えられる堆積が認

められる。乙亥正Ⅷ～Ⅹ期頃の土器小片が出土した。（馬路）
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第Ⅳ－２－17図　２区　第１面　柱穴・土坑（２S-492、499、513、515・516、517、526）

　平・断面図及び出土遺物

石・石器
木器

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

1 10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混

  シルト

2 10YR2/1 黒色 極粗粒砂混シルト

1 10YR3/2 黒褐色 炭混 粗粒砂混

  粗粒砂～細粒砂

2 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混

  粗粒砂～中粒砂

1 10YR3/1 黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

  炭片含む

2 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～細粒砂混

  シルトに 10YR7/2 にぶい黄橙色 シルト

  ブロックと炭片含む

3 10YR4/2 灰黄褐色 極粗粒砂～粗粒砂混

  シルトに 10YR7/2 にぶい黄橙色 シルト

  ブロックと炭片含む

2S-515
1 10YR4/2 灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

2 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混

  シルトに 10YR7/2 にぶい黄橙色 

  シルトブロックを多量含む

2S-516
1 10YR3/1 黒褐色 礫～極粗粒砂混シルトに

  10YR7/2 にぶい黄橙色 シルトブロックと

  炭片含む

2 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

1 10YR4/2 灰黄褐色 中粒砂～

  極細粒砂混シルト

2 10YR6/2 灰黄褐色 極細粒砂混

  シルト

1 10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂～

  細粒砂混シルト

2 10YR4/1 褐灰色 礫～粗粒砂混

  シルトに 2.5Y6/2 灰黄色 

  ブロック含む
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(1:4)0 10cm
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‥‥土器 石・石器
土器

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

1 10YR3/1 黒褐色 礫～極粗粒砂混シルトに

  10YR7/2 にぶい黄橙色 シルト小ブロックと炭片含む

2 10YR5/2 灰黄褐色 極粗粒砂混シルトに

  10YR7/2 にぶい黄橙色 シルトブロック含む

3 10YR7/2 にぶい黄橙色 極粗粒砂～粗粒砂混シルトに

  10YR4/1 褐灰色 シルトブロック含む

4 10YR4/1 褐灰色 粗粒砂混シルトに

  10YR7/2 にぶい黄橙色 シルトブロック含む

5 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルトに

  10YR7/2 にぶい黄橙色 シルトブロック含む

6 10YR6/2 灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト

7 10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

8 10YR6/3 にぶい黄橙色 極粗粒砂混シルト

1 10YR3/2 黒褐色 礫～極粗粒砂混

  シルト

2 10YR4/2 灰黄褐色 礫～極粗粒砂混

  シルトに 2.5Y6/2 灰黄色 ブロック

  少量含む

3 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルトに

  2.5Y6/2 灰黄色 ブロック含む

1 10YR4/2 灰黄褐色 

　極粗粒砂～細粒砂混シルト

2 10YR3/2 黒褐色

　極粗粒砂～細粒砂混シルト

3 10YR5/2 灰黄褐色

　極粗粒砂～細粒砂混シルト

4 10YR5/2 灰黄褐色 

　粗粒砂～細粒砂混シルトに

　10YR7/2 にぶい黄橙色 

　シルトブロック含む

5 10YR7/2 にぶい黄橙色 

　細粒砂混シルトに

　10YR5/2 灰黄褐色 

　シルトブロック含む

1 10YR6/1 褐灰色 礫～中粒砂混

  シルト

2 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～

  細粒砂混シルト

3 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂～細粒砂混

  シルトに 10YR7/2 にぶい黄橙色

  シルトブロック含む

4 10YR7/2 にぶい黄橙色 礫～中粒砂混

  シルトに 10YR5/1 褐灰色 シルト

  ブロック含む

1 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂～細粒砂混

  シルト

2 10YR4/1 褐灰色 細粒砂混シルト

3 10YR5/1 褐灰色 礫～細粒砂混

  シルトに 10YR7/2 にぶい黄橙色

  シルトブロック含む

1 10YR4/1 褐灰色 細粒砂混シルト

2 10YR4/1 褐灰色 礫～中粒砂混

  シルトに 10YR7/2 にぶい黄橙色

  シルトブロック含む

3 10YR7/2 にぶい黄橙色 極細粒砂混

  シルトに 10YR4/1 褐灰色 シルト

  ブロック含む
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(1:40)0 1m

2区　第１面　柱穴（2S-537・538・553・557・563・568）　平・断面図第Ⅳ－２－18図　２区　第１面　柱穴（２S-537、538、553、557、563、568）　平・断面図
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(1:4)0 10cm

2S-537 出土遺物

1-039 1-041

1-042

1-040

第Ⅳ－２－19図　２区　第１面　柱穴（２S-72、75、537）　出土遺物

13

128

2782

2251

(1:6)0 10cm

2S-72 出土遺物 2S-75 出土遺物

樹皮
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17
17

21 以上

4093
7962

7374

(1:6)0 10cm

2S-45 出土遺物

2S-343 出土遺物

2S-361 出土遺物

樹皮

第Ⅳ－２－20図　２区　第１面　柱穴（２S-45、343、361）　出土遺物
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22

47

0895

7396
(1:6)0 10cm

2S-376 出土遺物

3S-62 出土遺物

第Ⅳ－２－21図　２・３区　第１面　柱穴（２S-376、3S-62）　出土遺物
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18

62

0894
7395

(1:6)0 10cm

2S-576 出土遺物 3S-72 出土遺物

樹皮

第Ⅳ－２－22図　２・３区　第１面　柱穴（２S-576、3S-72）　出土遺物

２Ｓ-515・516（第Ⅳ－２－17図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴（2Ｓ-515）と土坑（2Ｓ-516）で、土坑が柱穴を切る。柱穴の平面形は、

東西に細長い楕円形で、長径0.51ｍ、短径0.23ｍ、深さ0.23ｍである。断面形は、コップ形で、掘方

中央部に細く柱痕と考えられる堆積を確認した。埋土中から乙亥正Ⅷ期以降の土器小片が出土した。

　土坑の平面形は、形の崩れた隅丸五角形で、長径0.41ｍ、短径0.36ｍ、深さ0.14ｍである。断面形は、

椀形である。埋土中から乙亥正Ⅵ～Ⅷ期の土器小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-517（第Ⅳ－２－17図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は円形で、長径0.22ｍ、短径0.2ｍ、深さ0.12ｍである。
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石・石器
木器

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混

  シルトに 10YR7/2 にぶい黄橙色

  シルトブロック多量含む

2 10YR7/2 にぶい黄橙色 礫～

  極粗粒砂混シルトに 10YR4/1 褐灰色

  シルト小ブロック含む

2S-598

2S-599

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルト

2 10YR6/1 褐灰色 礫～細粒砂混シルトに

  10YR4/1 褐灰色 シルトブロックわずかに含

1 10YR4/1 褐灰色 礫～中粒砂混シルトに

  10YR7/2 にぶい黄橙色 シルトブロック含む

2 10YR7/2 にぶい黄橙色 礫～中粒砂混シルトに

  10YR4/1 褐灰色 シルトブロック含む

3 10YR6/1 褐灰色 礫～細粒砂混シルトに

  10YR4/1 褐灰色 シルトブロック含む

4 10YR7/1 灰白色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに

  10YR4/1 褐灰色 シルトブロックわずかに含む

1 2.5Y5/1 黄灰色 細粒砂～シルト

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト

3 10YR6/2 灰黄褐色～

  10YR6/6 明黄褐色 極粗粒砂～細粒砂

4 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

5 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

1 10YR6/1 褐灰色 礫～細粒砂混シルトに

  10YR7/2 にぶい黄橙色 シルトブロック多量含む

2 10YR4/1 褐灰色 礫～粗粒砂混細粒砂に炭片含む　

3 10YR5/1 褐灰色 礫～細粒砂混シルト

4 10YR7/2 にぶい黄橙色 中粒砂～細粒砂混シルトに

  10YR6/1 褐灰色 シルトブロック含む

5 10YR4/1 褐灰色 礫～細粒砂混シルトに

  10YR7/2 にぶい黄橙色 シルトブロック含む

1 10YR6/1 褐灰色 シルト混礫～中粒砂

2 10YR4/1 褐灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト
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2S-598・599

2S-612 2S-732

(1:40)0 1m

2区　第１面　柱穴（2S-579・598・599・612・621・732）　平・断面図

第Ⅳ－２－23図　２区　第１面　柱穴（２S-579、598・599、612、621、732）　平・断面図
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木器
土器

A’ A

A A’

A A'

A A'

A A’

1
2
3

1
2
34

5 5

6

3

1
2

3

A A’

1

2
1 10YR7/1 灰白色 粗粒砂～細粒砂混シルトに

  2.5Y8/2 灰白色 シルトブロックを含む

2 10YR7/2 にぶい黄橙色 粗粒砂～細粒砂混シルトに

  10YR7/1 灰白色 シルトブロックを含む

3 10YR6/1 褐灰色 粗粒砂～細粒砂混シルトに

  2.5Y8/2 灰白色 シルトブロックを含む

4 10YR7/2 にぶい黄橙色 細粒砂～極細粒砂混シルト

1 10YR6/1褐灰色 シルトφ3㎜大の石英粒を含む

2 10YR4/1褐灰色 シルト炭化物が混じる

3 10YR3/2黒灰色 シルト炭化物が混じる

1 10YR3/2黒灰色 シルト角礫含み、φ5㎜大の炭化

　物が混じる

2 10YR3/1黒灰色 シルトφ5㎜大の炭化物が混じる

1 10YR4/1褐灰色 粗砂混シルト

  10YR7/1灰白色 シルトブロックを含む

2 10YR4/1褐灰色 シルト

3 10YR5/1褐灰色 粘土

4 2.5Y6/2灰黄色 中粒砂混極細粒砂

5 2.5Y5/1黄灰色 中粒砂混シルト

6 2.5Y7/1灰白色 中粒砂混極細粒砂
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3S-65
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2S-740
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2S-740 出土遺物

(1:40)0 1m

2区　第１面　柱穴（2S-740、3S-62・65・72）　平・断面図

3S-65

3S-62・65

3S-72

3S-62

(1:4)0 10cm
1-043

第Ⅳ－２－24図　２・３区　第１面　柱穴（２S-740、３S-62・65、72）　

平・断面図及び出土遺物
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断面形は椀形で、底面中央がやや凹む。この凹みに柱痕が対応すると考えられる。遺物は出土しなかっ

た。（馬路）

２Ｓ-526（第Ⅳ－2-17図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は、南北に細長い楕円形で、長径0.41ｍ、短径0.35ｍ、

深さ0.27ｍである。断面形は、逆三角形である。埋土中央に、柱痕と考えられる堆積がある。埋土中

から乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の土器（１－037、038）が出土した。（馬路）

２Ｓ-537（第Ⅳ－2-18・19図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は、南北に長い楕円形で、中央部がやや窪み、南側が

細くなる。南端は２Ｓ-538に切られる。断面形は、底部がやや凹む方形で、南壁は中位よりやや下で

内側に張り出してテラスを成す。断面中央に柱痕があり、断面形は上部がラッパ状に大きく開き、中

位がすぼまり、底部が広がる。抜き取りの痕跡と考えられる。遺物は、乙亥正Ⅶ期の甕（１－039、

040）、高杯（１－041）、器台（１－042）が出土し、高坏は柱痕の中から出土したもので、形態的特徴は

近畿北部のものに類似するが、胎土は在地のものと考えられる。（馬路）

２Ｓ-538（第Ⅳ－２－18図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は楕円形で、長径0.42ｍ、短径0.34ｍ、深さ0.33ｍで

ある。断面形はコップ形で、中央部に径0.09ｍの柱痕がある。埋土中から乙亥正Ⅸ～Ⅹ期頃の土器小

片が出土した。（馬路）

２Ｓ-553（第Ⅳ－２－18図）

　Ｆ７グリッドで検出した柱穴である。平面形は楕円形で、長径0.45ｍ、短径0.39ｍ、深さ0.42ｍで

ある。断面形は椀形で、西壁は中位よりやや下寄りで階段状に落ち込み、東側が一段深くなっている。

深くなった部分に、径0.12ｍの柱痕がある。埋土中からは、土器小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-557（第Ⅳ－２－18図）

　Ｅ７グリッドで検出した柱穴である。平面形は歪な楕円形で、北西部の幅が広く、南東部の幅が狭

い。長径は0.35ｍ、短径0.24ｍ、深さ0.15ｍである。断面形は椀形で、中央部に径0.12ｍの柱痕がある。

埋土中から乙亥正Ⅷ期以降の土器小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-563（第Ⅳ－２－18図）

　Ｅ７グリッドで検出した柱穴である。平面形は円形で、長径0.3ｍ、短径0.27ｍ、深さ0.64ｍである。

断面形は、細長い歪な円錐形で、中央部に径0.06ｍの細い柱痕と考えられる堆積がある。埋土中から

乙亥正Ⅷ期以降の土器小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-568（第Ⅳ－２－18図）

　Ｅ７グリッドで検出した柱穴である。平面形は楕円形で、長径0.31ｍ、短径0.23ｍ、深さ0.42ｍで
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第Ⅳ－２－25図　２区　第１面　土坑（２S-４、842）　平・断面図

‥‥土器

木器
土器
石・石器

B B'

A'A

A A’

A'

B'

B

A

1　7.5YR6/2 灰褐色 礫混細砂
2　7.5YR6/1 褐灰色 礫混細砂　4～ 10 ㎝大の礫混
3　7.5YR5/1 褐灰色 含炭化物・土器片 礫混細砂
4　10YR6/2 灰黄褐色 含炭化物 礫混シルトに
   白色の地山ブロックを含む
5　10YR5/1 褐灰色 シルト
6　10YR6/3 にぶい黄橙色 含炭化物 礫混シルトに
　 淡黄色 (2.5Y 8/4) の地山ブロック含む
7　5BG7/1 明青灰色 含炭化物 極粗砂混シルト 壁際には
   白色及び淡黄色 (2.5Y 8/4) の地山崩落土を含む
8　5BG7/1 明青灰色 含炭化物 粘土
9　2.5Y6/1 黄灰色 含炭化物 粘土 
　 淡黄色 (2.5Y 8/4) の地山ブロックを含む

2S-24

2S-4

1　7.5YR7/3にぶい橙色 橙色混 粗粒砂混 中粒砂～細粒砂

2　N5/灰色 橙色混 粗粒砂～中粒砂混 極細粒砂～粘土

3　7.5YR5/6明褐色 灰色混 極粗粒砂～粗粒砂細粒砂～シルト

4　7.5YR6/1褐灰色 灰色混 炭混 極粗粒砂混 細粒砂～粘土

5　N4/灰色 オリーブ灰色混 炭混 極粗粒砂～粗粒砂混 シルト～粘土

6　2.5GY5/1オリーブ灰色 灰色混 粗粒砂混 シルト～粘土

7　N4/灰色 炭混 極粗粒砂～粗粒砂混 シルト～粘土

8　2.5GY5/1オリーブ灰色 灰色混 極粗粒砂混 シルト～粘土

9　N3/暗灰色 炭多量混 粗粒砂混 シルト～粘土

10　2.5YR4/1赤灰色 粗粒砂混 シルト～粘土

11　N4/灰色 オリーブ灰色混 炭混 シルト～粘土

12　N3/暗灰色 炭混 シルト～粘土
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(1:4)0 10cm

1-044

1-045 1-046 1-047

土器

木器（9544）

27 9544

(1:4)0 10cm

0 20cm(1:6)

1-048

1-049

1-050

1-051

1-052

２S-842出土遺物

第Ⅳ－２－26図　２区　第１面　土坑（２S-４、842）　出土遺物

２S-4出土遺物

ある。断面形は逆台形で、中央部に径0.09ｍの柱痕がある。埋土中から乙亥正Ⅷ期以降の土器片が出

土した。（馬路）
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２Ｓ-579（第Ⅳ－２－23図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は楕円形で、長径0.43ｍ、短径0.42ｍ、深さ0.15ｍで

ある。断面形は椀形で、中央よりやや北寄りに径0.14ｍの柱痕がある。遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-612（第Ⅳ－２－23図）

　Ｅ４グリッドで検出した柱穴である。平面形は東西に長い楕円形で、長径0.44ｍ、短径0.33ｍ、深

さ0.22ｍである。断面形は椀形で、南側は中位にテラスを成す。遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-598・599（第Ⅳ－２－23図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴で、２Ｓ-598が２Ｓ-599を切る。２Ｓ-598の平面形は、東西にやや細

長い楕円形で東側がややすぼまる。長径は0.42ｍ、短径0.36ｍ、深さ0.23ｍである。断面形は椀形で、

やや西寄りに褐灰色の径0.18ｍの柱痕がある。

　２Ｓ-599の平面形は、南北にやや細長い楕円形で、長径0.43ｍ、短径0.33ｍ、深さ0.28ｍである。断

面形はコップ形で、中央部に褐灰色の径0.18ｍの柱痕がある。遺物は、いずれも乙亥正Ⅷ期以降の土

器小片が出土したのみである。（馬路）

２Ｓ-621（第Ⅳ－２－23図）

　Ｅ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は楕円形で、長径0.46ｍ、短径0.42ｍ、深さ0.29ｍで

ある。断面形はコップ形で、東側へ広がり一段テラスを成す。乙亥正Ⅷ期以降の土器小片が出土した。

（馬路）

２Ｓ-732（第Ⅳ－２－23図）

　Ｄ５グリッドで検出した柱穴である。北側は中央側溝に切られて残存しないが、平面形は楕円形と

考えられる。残存部の規模は、長径0.39ｍ、短径0.27ｍ、深さ0.2ｍである。断面形は椀形で、中央部

に径0.12ｍの柱痕がある。遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-740（第Ⅳ－２－24図）

　Ｅ６グリッドで検出した土坑である。平面形は、南東から北西に長い楕円形で、長径0.43ｍ、短径0.34

ｍ、深さ0.2ｍである。断面形は椀形である。乙亥正Ⅵ期の甕口縁部片（１－043）が出土した。（馬路）

３Ｓ-62・65（第Ⅳ－２－21・24図）

　Ｃ１グリッドで検出した柱穴である。３Ｓ-62と65を一つの攪乱と誤認して掘削したために、上半

分の記録は無い。３Ｓ-62の平面形は、長径0.36ｍ、短径0.26ｍ、深さ0.62ｍである。断面形はコップ

形で、中央に柱が設置されていた。柱（7396）は、芯持ち丸太材で、外面には平行切削の痕跡が残る。

末端部も平坦に加工されている。径は、約18ｃｍである。

　３Ｓ-65の平面形は楕円形で、長径0.36ｍ、短径0.27ｍ、深さ0.63ｍである。断面形は、コップ形である。

埋土中から、乙亥正Ⅲ期の甕口縁部が出土したが、この遺構の時期ではない。（馬路）



第Ⅳ章　２・３区の調査成果

― 66 ―

木器

石・石器
土器

‥‥土器

A A'

A

A

A'

A'

1　10YR5/3にぶい黄褐色 礫～中粒砂混シルト

2　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～中粒砂混シルト

3　10YR4/3にぶい黄褐色 礫～中粒砂混シルト

4　10YR6/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 シルトブロック 10YR4/3にぶい黄褐色 シルトブロック含む

5　10YR7/1灰白色 中粒砂～極細粒砂混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 ブロックと炭片含む

6　10YR6/2灰黄褐色 粗粒砂～極細粒砂混シルトに炭片含む

7　2.5Y7/1灰白色 礫～細粒砂混シルトに炭片含む

8　2.5Y6/1黄灰色 シルトに炭片含む 

9　10YR3/1黒褐色 礫～中粒砂混シルトに10YR5/1褐灰色 シルトブロックと炭片含む

10　7.5YR3/4暗褐色 礫～細粒砂混シルトに10YR7/2にぶい黄橙色 シルトブロックと炭片含む

11　10YR3/1黒褐色 礫～細粒砂混シルトに2.5Y7/1灰白色 シルトブロックと炭片含む

12　10YR3/1黒褐色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに炭片含む

13　10YR4/1褐灰色 シルト(やや粘質)

14　10YR6/1褐灰色 礫～細粒砂混シルト(やや粘質)

15　10YR2/1黒色 シルト炭多く含む

16　2.5Y7/1灰白色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに10YR2/1黒色 シルトブロック多量含む 炭片混

17　2.5Y7/1灰白色 礫～細粒砂混シルトに10YR2/1黒色 シルトブロックわずかに含む

18　10YR3/1黒褐色 礫～細粒砂混シルトに2.5Y7/1灰白色 シルトブロック含む

19　10YR3/1黒褐色 シルトに炭を含む(やや粘質 有機質) 

20　10YR3/1黒褐色 シルトに2.5Y7/1灰白色 シルトブロックをわずかに含む

21　10YR2/3黒褐色 有機物シルト（やや粘質 木質残存）

22　2.5Y7/1灰白色 中粒砂～細粒砂混シルトに10YR2/3黒褐色 有機質シルト ブロックを含む

23　2.5Y7/1灰白色 細粒砂～極細粒砂混シルトに20cm大の角礫含む

24　10YR6/1褐灰色 粗粒砂～細粒砂混粘土に2.5Y7/1灰白色 シルトブロックを含む

25　10YR5/2灰黄褐色 粗粒砂～細粒砂混シルトに2.5Y7/1灰白色 シルトブロックを含む

26　10YR7/1灰白色 礫～極細粒砂混シルトに10YR5/2灰黄褐色 シルトブロックをわずかに含む
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第Ⅳ－２－27図　２区　第１面　土坑（２S-593）　平・断面図
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第Ⅳ－２－28図　２区　第１面　土坑（２S-593）　出土遺物

３Ｓ-72（第Ⅳ－２－22・24図）

　Ｃ１グリッドで検出した柱穴である。平面形は、楕円形と考えられ、長径0.48ｍ、短径0.42ｍ、深さ0.61

ｍである。断面形はコップ形で、底部は柱と接する部分がやや凹む。柱（7395）は芯持ち丸太材で外面

には平行切削の痕跡が残る。末端部は平坦に加工されている。径は、約21ｃｍである。（馬路）

土坑

　土坑は、２・３区において合計278基を確認し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。こ

れらの内の主だったものについてのみ個別に報告し、その他の土坑は、遺構図と遺物実測図を掲載す

るもの、遺物実測図のみ掲載するもの、一覧表に記載するだけのものがある。なお、明らかに近世以
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A’A

A A’

A A’

1 10YR6/1 褐灰色 粗砂混細砂
2 10YR5/1褐灰色 粗砂混細砂
3 10YR6/1 褐灰色 中～粗砂混細砂

1 10YR5/1 褐灰色 含炭化物 礫混シルトに
　10YR7/3 にぶい黄橙色シルトブロックを含む
2 10YR4/1 褐灰色　中砂混シルト
3 10YR5/1 褐灰色 シルトに 10YR8/1 灰白色シルトブロックを含む
4 10YR2/1 黒色 シルトに 10YR7/3 にぶい黄橙色シルトブロックを含む
5 10YR5/1 褐灰色 シルト

1 10YR7/3 にぶい黄橙色 含炭化物 礫混細砂
2 10YR7/2 にぶい黄橙色 中砂～礫混シルト
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第Ⅳ－２－29図　２区　第１面　土坑（２S-10、16、34、35、39、47）　平・断面図及び出土遺物
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A A’ A A’

A A'

A A'

1 10YR6/1褐灰色 シルト 粗砂を多く含む
2 10YR5/1褐灰色 シルト 粗砂を多く含む
　1、3層に比べ色調暗い
3 10YR6/1褐灰色 シルト 粗砂(石英)を多く含む
　鉄分の沈着有り
4 10YR4/1褐灰色 シルト 礫を含み、石英粒を多く含む

1 10YR6/1褐灰色 シルト 細砂が
  ラミナ状に入る
2 10YR5/1褐灰色 シルト 細砂を
  多く含み､黄褐色地山ブロックを含む
3 10YR2/2黒褐色 シルト 黄褐色
  ブロックを含み、炭化物が混じる

1 10YR3/2 黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR7/2 ～ 10YR7/6 にぶい黄橙色～明黄褐色

  礫～細粒砂と 10YR4/1 褐灰色 シルトの互層

3 2.5Y4/1 黄灰色 粗粒砂混シルト

4 10YR4/1 褐灰色 シルト
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第Ⅳ－２－30図　２区　第１面　土坑（２S-57、85、87、90、414）　平・断面図及び出土遺物
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A A'

A A' A A'

1 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

  掘削時はにぶい赤褐色

2 10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト

3 10YR6/1褐灰色 含土器片 礫～中粒砂混シルト

4 2.5Y3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

5 2.5Y4/1黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

6 2.5Y5/1黄灰色 粗粒砂混シルト
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第Ⅳ－２－31図　２区　第１面　土坑（２S-370）　平・断面図及び出土遺物
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A A'

A'A

1 5Y5/1 灰色 炭混 5Y5/6 オリーブ色

  ブロック土混 極粗粒砂混粗粒砂～中粒砂

2 5Y4/1 灰色 炭混 粗粒砂混中粒砂～細粒砂

3 5Y4/2 灰オリーブ色 炭混 極粗粒砂混

  粗粒砂～中粒砂

4 5Y4/1 灰色 炭混 極粗粒砂混粗粒砂～中粒砂

Y=
-2
5,6
94
.5

X=-55,612

7.30m

2S-372

1

23

4

石・石器 (1:40)0 1m (1:3) mc010

Ｓ364

2S-372 出土遺物

Ｓ807

2S-555 出土遺物

第Ⅳ－２－32図　２区　第１面　土坑（２S-372、555）　平・断面図及び出土遺物

降の遺構は攪乱扱いとして報告を割愛した。

２Ｓ-４（第Ⅳ－２－25・26図）

　Ｅ７グリッドの８ライントレンチ東側で検出した土坑である。近現代の流路により南側の大部分は

上部が削平されており、北側の肩部は小型の土坑（２Ｓ-24）に切られる。調査中に肩部が壊れたが、

平面形は楕円形で、長径1.13ｍ、短径0.99ｍ、深さ1.05ｍである。断面形は袋状を呈し、埋土は８層

に細部できる。埋土上半は、炭化物と土器片を含む細粒砂ないしシルトで、下半部はややグライ化し

た明青灰色の粘土で地山ブロックを含む。規模や断面形状から、袋状貯蔵穴と考えられる。上層から

出土した土器には、乙亥正Ⅷ期の甕（１－045）や低脚坏（１－047）もあるが、下層からは乙亥正Ⅵ期の

甕（１－044）が出土しており、この時期に埋没し始めたと考えられる。（馬路）

２Ｓ-842（第Ⅳ－２－25・26図）

　Ｆ７グリッドに位置する。２Ｓ-847段状遺構を切って掘削されているが、２Ｓ-847完掘面で検出し

た。長径1.32ｍ、短径1.26ｍ、深さ0.63ｍで、断面は袋状を呈する。埋土中から、乙亥正Ⅷ期頃とみ

られる甕（１－048 ～ 051）、蓋（１－052）、柱状の木器（9544）が出土した。9544は底面及び側面に手斧

痕がある円柱状を程し、底面を土坑底に接し、約75度の角度の状態で出土した。現状で梯子状の加工

はみられない。（岡野）
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0 10cm(1:4)

(1:6)0 10cm

A A'

A A'

A A'

A A'

1 5Y3/2 オリーブ黒色 極粗粒砂混

  粗粒砂～中粒砂

2 5Y2/2 オリーブ黒色 極粗粒砂混

  粗粒砂～中粒砂

1 10YR6/4 ～ 6/6 にぶい黄橙～

  明黄褐色 礫～中粒砂の地山撹拌土

Y=
-2
5,
69
9

X=-55,598

7.30m

Y=-25,694.5

X=
-5
5,6
12

7.20m

2S-479 

0741
1

2

2S-750

1

木器

炭化

(1:40)0 1m

(1:4)0 10cm

2S-479 出土遺物

2S-530 出土遺物 2S-618 出土遺物

2S-750 出土遺物

2S-787 出土遺物

5497

2S-786 出土遺物

13

741

1-079 1-080 1-081 1-082

1-083

1-084

1-085

第Ⅳ－２－33図　２区　第１面　土坑（２S-479、530、750、787）　平・断面図及び出土遺物
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２Ｓ-34（第Ⅳ－２－29図）

　Ｅ７グリッドの地山面で検出した土坑である。平面形は円形で、長径0.81ｍ、短径0.76ｍ、深さ0.29

ｍである。断面形は逆台形で、埋土は５層に細分できる。このうち、底面から中層の２・３層にかけ

て甕２個体分の破片が出土した。これらの土器は、北壁際で、口縁部を上に向けた状態で出土した。

いずれの個体も完形に復元できるものではなく、破損した後で破片の一部が廃棄されたものと考えら

れる。乙亥正Ⅷ期の甕（１－061、062）と考えられる。（馬路）

２Ｓ-593（第Ⅳ－２－27・28図）

　Ｅ６グリッドのほぼ中央、標高11.4ｍ付近の東に向けて緩やかに傾斜する緩斜面部で検出した。上

縁部分は崩れ落ちた痕跡を示し、埋没後にピットが掘り込まれているため、検出時の平面形は不整形

であるが、本来は長楕円形に近い形状をなしていたと考える。断面形がほぼ袋状をなすことから、貯

蔵穴として機能していたものと考える。検出した規模は、長軸約1.48ｍ、短軸約1.26ｍ、深さ約0.68m

を測る。埋土は黒褐色系を主体としているが、底面付近は灰白色系の粘土に近いシルトとなる。また、

木質が残存する有機質シルトが４～ 12ｃｍの厚さで堆積しており、機能時には底面に植物が敷かれ

ていたか置かれていた可能性が否めない。埋土の堆積状況から、自然堆積したものか人為的に埋め戻

したか判断することは困難だが、中層付近に多くの炭片と共に、土器片や板材が集中して出土してお

り、これらは埋没過程の中途で廃棄されたものと考える。下層から乙亥正Ⅵ期に相当する土器が出土

しているが、中層付近にⅩ期に相当する土器が出土していることから、この頃に最終的に埋没していっ

たものと考える。（原田）

2Ｓ-370（第Ⅳ－２－31図）

　Ｇ６グリッドで検出した土坑である。平面形は円形で、長径0.3ｍ、短径0.27ｍ、深さ0.15ｍである。

断面形は椀形で、埋土は、６層に分層できる。巴形銅器は検出時には、大半が露出しており、一部が

埋土上層に埋もれた状態だった。１層は、断面掘削直後はにぶい赤褐色を呈していたため分層した

が、土質は２層との差はなかった。また、掘方底面から３層にかけて、乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の甕口縁部片

（１－076 ～ 078）が出土したが、本遺構検出地点における第１面の帰属時期は近世以降と考えられる

ので、本遺構も近世以降のものと考えられる。巴形銅器（Br0265）は５本脚で、３本は先端部が欠損

するが、ほぼ完形である。脚は上に湾曲して折れ曲がるものもあるが、本来は水平に製作されていた

と考えられる。表面は赤褐色を呈し、銅を主成分として若干の錫と鉛を含む柔軟性の高いもの（第Ⅴ

章第10節参照）と考えられ、弥生時代終末期から古墳時代初頭の青銅器の特徴を示す。材質や形態的

には、岡山県谷尻遺跡出土のものとの類似する。（馬路）

溝

2Ｓ-43（第Ⅳ－２－34図）

　Ｃ６グリッドで検出した溝で、北側は北側溝に切られる。検出面での長さは1.41ｍ、幅は0.25ｍで、

東西方向に延びる。断面形は椀形で、埋土は２層に分層できる。褐灰色ないし黒褐色で粗砂を多く含

む埋土である。遺物は出土しなかった。（馬路）
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石・石器
土器

A A’

A A’
A A’

A A’

B B’

A A’

A A’

A A’

B B’

1 10YR3/3黒褐色 シルト
  粗砂が混じる
2 10YR4/1褐灰色 シルト
  粗砂が多く混じる

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 粗砂を含み、
  炭化物が混じる
2 10YR5/1 褐灰色 シルト 粗砂を多く含む

1 10YR 5/1褐灰色 シルト 
  粗砂､礫を含む
2 10YR 5/2灰黄褐色 シルト 
  粗砂、明褐色ブロックを含む
3 10YR 4/1褐灰色 シルト
4 10YR 5/1褐灰色 シルト
  石英粒を多く含む

1 10YR3/1黒褐色 シルト 礫(石英)、
  土器を含む

1 10YR5/1褐灰色 シルト 粗砂を含み、
  炭化物が混じる

X=-55,589

Y=
-2
5,7
01

X=-55,586
.5

Y=
-2
5,7
09
.5

8.10m

7.70m

X=
-5
5,5
92

Y=-25,74
1

X=
-5
5,5
93

Y=-25,73
8.5

11.40m

11.00m

X=
-5
5,
58
5.
5

Y=-25,732.5

10.50m

2S-43 2S-522S-59

2S-91

北側溝

1

2

1

2

1
3

2
4

A A’

1

1

2S-52出土遺物

(1:40)0 1m

2区　第１面　溝状遺構（2S-43・52・59・91）　平・断面図

(1:4)0 10cm

1-086

1-087

第Ⅳ－２－34図　２区　第１面　溝（２S-43、52、59、91）　平・断面図及び出土遺物
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‥‥土器石・石器

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

B

B'

A
A'

B'
B

A A'

1 10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

1 10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

1 10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

2 10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルトに

  10YR8/1灰白色 極粗粒砂混シルト混じる

3 10YR7/1灰白色 極粗粒砂混シルト

4 10YR8/1灰白色 極粗粒砂混シルト

1 10YR5/4にぶい黄褐色 含巨礫

  礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR4/3にぶい黄褐色 礫混シルト

3 10YR3/4暗褐色 シルト

2S-506

2S-505
1 10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルトに

  10YR7/6～10YR6/6明黄褐色 シルト

  ブロック含む

2 7.5YR4/4褐色 極粗粒砂～細粒砂

Y=-25,694.5

X=-55,610

X=-55,609

7.00m

Y=-25,706

X=-5
5,60
8.5

7.90m

8.10m

X=-55,608

Y=-2
5,70
6.5

10.00m

Y=-25,718

Y=-25,716

X=-55,608

X=-55,610

10.00m

2S-389 2S-450 2S-453

2S-505･506

2S-379
2S-512

2S-505 2S-506

2S-506

2S-505

1

2

11

231 4

1

2
3

1 2

(1:40)0 1m

第Ⅳ－２－35図　２区　第１面　溝（２S-389、450、453、505・506）　平・断面図
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‥‥土器

石・石器
土器

A A'

A A'

A A'

A A' B B'B B'

A

A A'

A'

A A'

A A'

1 2.5Y5/2暗灰黄色 粗粒砂混シルト

2S-524
2S-523 1 10YR3/1黒褐色 極粗粒砂混シルト

2 10YR3/1黒褐色 極粗粒砂～中粒砂混シルト

1 10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルト

1 10YR5/1 褐灰色 含炭化物礫～極粗粒砂混シルト
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Y=
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5,7
12
.5

8.80m
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X=
-55
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Y=-25,706

2S-508 2S-511

2S-5232S-524

2S-524

2S-522

2S-523

2S-524

2S-588

2S-452

1

1
2 1

1

2S-523・524

2S-560

1

(1:40)0 1m

2区　第１面　溝状遺構（2S-505・506・508・511・560）　平・断面図

第Ⅳ－２－36図　２区　第１面　溝（２S-508、560、511、523・524）　平・断面図

2Ｓ-52（第Ⅳ－２－34図）

　Ｃ・Ｄ3グリッドで検出した溝である。検出面での長さは4.48ｍ、幅は0.37ｍ、深さ0.07ｍで、北西

から南東方向に、概ね等高線に沿って延びる。埋土は褐灰色のシルトである。遺物は乙亥正Ⅷ期の甕

（１－086）のほか、古代の須恵器坏底部片（１－087）が出土した。（馬路）

2Ｓ-59（第Ⅳ－２－34図）

　Ｃ４グリッドで検出した溝である。検出面での長さは2.23ｍ、幅は0.6ｍ、深さ0.13ｍである。４ラ

イントレンチの東側で、概ね南北方向に延びる。埋土中からは、土師器の他に須恵器の坏身、坏蓋が

出土したが、いずれも小片である。（馬路）
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2Ｓ-91（第Ⅳ－２－34図）

　Ｄ６・７グリッドで検出した溝である。検出面での長さは2.92ｍ、幅は0.47ｍ、深さ0.1ｍで、北西

から南東方向へ延びる。埋土は単層で、古墳時代後期の須恵器片が出土した。（馬路）

2Ｓ-389（第Ⅳ－２－35図）

　Ｅ・Ｆ２グリッドで検出した溝である。検出面での長さは1.46ｍ、幅は0.24ｍ、深さは0.16ｍで、

南北に延びる。埋土は２層に細分でき、褐灰色シルトである。埋土中から乙亥正Ⅲ～Ⅴ期の土器片が

出土した。（馬路）

2Ｓ-450（第Ⅳ－２－35図）

　Ｅ３グリッドで検出した溝である。検出面での長さは1.87ｍ、幅は0.25ｍ、深さ0.09ｍで、北東か

ら南西に延びる。土坑（２Ｓ-512）を切る。埋土は単層で基盤層の風化花崗岩を多く含む。乙亥正Ⅲ～

Ⅹ期の土器小片が出土した。（馬路）

2Ｓ-453（第Ⅳ－２－35図）

　Ｅ３グリッドで検出した溝である。検出面での長さは1.06ｍ、幅は0.23ｍ、深さ0.08ｍで、北東か

ら南西に延びる。南西端は、溝部分よりも暗色の埋土で円形に窪んでおり、本来溝を土坑が切ってい

たと考えられるが、まとめて調査したものである。乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小片が出土した。（馬路）

2Ｓ-505・506（第Ⅳ－２－35図）

　２Ｓ-505は検出面での長さは5.24ｍ、幅は0.5ｍ、深さ0.11ｍ、２Ｓ-506は検出面での長さは1.2ｍ、

幅は0.49ｍ、深さ0.09ｍである。２Ｓ-505が506を切る。２Ｓ-505は、北西から東に向けて折れ曲がる

Ｌ字形をしており、この屈曲部で２Ｓ-506と切り合う。２Ｓ-506は概ね西から東に延びる溝で、極粗

粒砂～細粒砂で埋没している。乙亥正Ⅸ～Ⅹ期の土器小片が出土した。

　一方、２Ｓ-505は基盤層に由来するブロック土や礫を含み水の流れは無かったと考えられる。埋土

中から、中世以降の土師器片が出土した。（馬路）

2Ｓ-508（第Ⅳ－２－36図）

　Ｅ４グリッドで検出した溝である。検出面での長さは0.87ｍ、幅は0.22ｍ、深さ0.06ｍで、北西か

ら南東へ斜面に平行に掘削されている。底面は二段落ちになっており、南東端で一段深くなる。遺物

は出土しなかった。（馬路）

2Ｓ-511（第Ⅳ－２－36図）

　Ｅ３グリッドで検出した溝である。検出面での長さは2.13ｍ、幅は0.22ｍ、深さ0.29mで、北東から

南西に延びる。南西端は、土坑（２Ｓ-452）に切られる。隣接して２Ｓ-450と453が平行に掘削されてい

るが、２Ｓ-511は他よりも深く断面形が箱形で残り２条の溝との関連は無いと考えられる。埋土中か

らは乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小片が出土した。（馬路）
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石・石器
木器 ‥‥木器

‥‥石器

B

B'

A A'

A

A’

1 10YR6/1褐灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR6/1褐灰色 含炭化物 極粗粒砂混シルト～粘土1 10YR3/1 黒褐色 角礫を多く含む 炭化物が混じる
2 10YR4/1 褐灰色 10YR8/1 灰白色、10YR6/6 明黄褐色地山ブロックを
　多く含む
3 10YR5/1 褐灰色 木片を多く含む 10YR5/6 黄褐色、
  10YR8/2 灰白色地山ブロックを含む
4 10YR3/1 黒褐色 炭化物が混じる シルトが混じる
5 10YR3/1 黒褐色 10YR4/1 褐灰色シルト、10YR8/2 灰白色地山ブロックを
  含む 炭化物が混じる 木片、土器を含む

Y=
-2
5,
72
6

Y=
-2
5,
72
8

Y=
-2
5,
73
0

10.40m
A A’
10.50m

X=-55,600

1-091

1
2

1
1 23

4
5
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2区　第１面　溝状遺構（2S-345・389・450・453）　平・断面図及び遺物出土状況図

(1:4)0 10cm
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第Ⅳ－２－37図　２区　第１面　落ち込み（２S-345）　平・断面図及び出土遺物　

2Ｓ-523・524（第Ⅳ－２－36図）

　Ｅ６グリッドで検出した溝と土坑である。２Ｓ-523は検出面での長さは0.73ｍ、幅は0.33ｍ、深さ0.02

ｍで、２Ｓ-524は検出面での長さは1.03ｍ、幅は0.08ｍ、深さ0.04ｍである。２Ｓ-523が２Ｓ-524を切る。

２Ｓ-523は浅い不定形な土坑で、底部の一部が円形に窪む。

　２Ｓ-524は東から南に緩く屈曲してＬ字形を呈する。周壁溝の可能性も考えられるが、セットにな

るような柱穴を確認できなかった。遺物は土器小片が出土したのみである。（馬路）
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木器‥‥木器

A’A

B

B’

A A’

B B’

B B’

1 10YR6/2灰黄褐色 シルト混極粗粒砂～中粒砂

2 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

3 10YR5/1褐灰色 シルト混極粗粒砂～中粒砂 鉄分沈着

1 10YR6/1褐灰色 極粗粒砂～中粒砂混シルト

2 10YR4/1褐灰色 粗粒砂混シルト～粘土

Y=-25
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X=-55,596

X=-55,597

Y=-25
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9.40m
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1 2
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(1:40)0 1m

2区　第1面　溝状遺構（2S-523・524・733）　平・断面図及び遺物出土状況図第Ⅳ－２－38図　２区　第１面　落ち込み（２S-733）　平・断面図及び出土遺物１
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55 51
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第Ⅳ－２－39図　２区　第１面　落ち込み（２S-733）　出土遺物２

2Ｓ-560（第Ⅳ－２－36図）

　Ｅ７グリッドで検出した溝である。検出面での長さは1.34ｍ、幅は0.33ｍ、深さ0.08で、南北方向

に延びる。南端で土坑（２Ｓ-588）に切られる。埋土中から、乙亥正Ⅵ～Ⅶ期の土器片が出土した。（馬路）

落ち込み

2Ｓ-345（第Ⅳ－２－37図）

　検出面での長さは5.23ｍ、幅は1.17ｍ、深さは西側で0.37ｍ、６ライントレンチ断面では0.21ｍで、

西側ほど残りが良く、東側にかけて上部を削平されて残りが悪い。北側半分は鳥取市の試掘トレンチ

によって切られる。埋土は、褐灰色ないし黒褐色のシルト～粘土で、埋土中から比較的多くの木器が

出土したが、製品と考えられるものは少なかった。土器は、甕（１－088、089）、高坏（１－090）、器台（１

－091）など乙亥正Ⅷ～Ⅸ期のものが出土した。（馬路）

2Ｓ-733（第Ⅳ－２－38・39図）

　Ｄ５グリッドで検出した不定形なＴ字型の落ち込みで、南北方向に延びる長さ2.76ｍの溝の西側に

長さ3.64ｍの東西方向に延びる溝が直交してつながる。幅は0.74ｍである。北側は、中央側溝で切ら

れる。中央側溝付近の埋土は褐灰色のシルトないし粘土で、東側では北壁沿いに粗粒砂～中粒砂を多

く含む埋土が堆積していた。また、中央側溝際では、木器が重なった状態で出土した。内面を上向き

にした槽の両側縁を下から支えるように、分割された棒状の木器を２段重ねておいていたと考えられ

88

2829

(1:6)0 10cm
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(1:4)0 10cm

1-098 1-099

1-100

1-101

第Ⅳ－２－41図　３区　第１面　流路（３S-２）　出土遺物

A A’

A A’

1 10YR4/2灰黄褐色 泥炭質シルト

　10YR6/1褐灰色 粗粒砂混シルトブロックを多く含む

X=
-55
,95
3

Y=-25,683

6.00m

1

3S-90

(1:40)0 1m
(1:4)0 10cm0 （1:2） 5cm

（7081）

7081

1-092
1-093

1-094
1-095

1-096 1-097

7082
46 以上

第Ⅳ－２－40図　３区　第１面　落ち込み（３S-90）　平・断面図及び出土遺物

るが、槽が東側にずれて、西側では一番下の分割材の上に載っていた。出土した土器片は、乙亥正Ⅸ

期ごろのものと考えられる。（馬路）

３S-90（第Ⅳ－２－40）

　３区で検出した落ち込みで、北東から南西方向に不定形に広がる。長さは約2.8ｍ、幅約1.1ｍ、深

さ約0.2ｍである。埋土はシルトブロックを含む泥炭質シルトである。埋土中からは乙亥正Ⅴ～Ⅹ期

の土器と須恵器の甕胴部片（１－097）が出土した。
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第Ⅳ－２－42図　２区　第１面　流路（２S-66）　平・断面図及び出土遺物分布図

木器
土器

土器・・・・
土製品・・・・

種実・・・・
木器・・・・

石器・・・・

1 10YR6/1～6/4褐灰～にぶい黄橙色
　礫～細粒砂と10YR4/1褐灰色シルトの互層
2 10YR6/1～6/3褐灰～にぶい黄橙色
  粗粒砂～極細粒砂、土器片を多く含む

1 10YR6/2〜6/4灰黄褐〜にぶい黄橙色
  含巨礫・土器片 礫〜粗粒砂と
　10YR5/1褐灰色シルトの互層 逆級化
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第Ⅳ－２－43図　２区　第１面　流路（２S-66）　遺物出土状況図

A'A

X=
-5
5,
59
5

X=
-5
5,
59
0

Y=-25,710

Y=-25,705

4ライントレンチ

A

BC

D

E

0 4ｍ（1:80）

2区　第１面　流路（2S-66）　遺物出土状況図

流路

３Ｓ-２（第Ⅳ－２－41図：遺構配置図のみ）

　３区のⅡ層下面で検出した流路で、一部は重機で掘削した。なお、鋼矢板の安全掘削深度が、現地

表面から－2.5ｍで設計されていたため、掘削深度がそのレベルに到達した時点で調査を終了したの

で、底面まで完掘していない。

　流路は、３区の東側半分で検出したもので、調査区内を南から北に流れる。３区のさらに東側にお

いて鳥取市教育委員会が実施した試掘調査でも確認されており、川幅は20ｍ以上に及ぶものと考えら

れ、西側の肩部を調査区内において検出したことになる。流路内の堆積は、確認した範囲では、東寄

りの限界掘削深度付近には、玉石を多量に含む砂礫層が認められるが、それより上層は、青緑色の細

砂から中砂と褐色の泥炭質シルトの互層による自然堆積である。
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第Ⅳ－２－44図　２区　第１面　流路（２S-66）　遺物出土状況拡大図Ａ（上）・Ｃ（左下）・Ｅ（右下）
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第Ⅳ－２－45図　２区　第１面　流路（２S-66）　遺物出土状況拡大図Ｂ及び出土遺物１
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1-113
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(1:20)0 1m

12

2722
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2478 2156
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　遺物は少なく、中央側溝では、方形の板材が出土したほか、流れ込みと考えられる土器、須恵器（１

－098 ～ 101）が出土したのみである。（馬路）

２Ｓ-66（第Ⅳ－２－42～ 46図）

　Ｃ６グリッドの調査区北壁から南東方向に向かって流れ、５ラインから４ラインの間でゆるやかに

屈曲して中央側溝に沿って東に流れる。Ⅱ層による攪拌で、３ライン付近から東側では確認できなかっ

た。Ｄ４グリッドで、Ⅱ層中で検出した南西から北東に流れる近世以降の流路に切られる。検出した

延長は40.95ｍで、６ライントレンチ断面（ＢＢ’）で幅は3.13ｍ、検出面からの深さは0.44ｍである。
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第Ⅳ－２－46図　２区　第１面　流路（２S-66）　遺物出土状況拡大図Ｄ及び出土遺物２
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第Ⅳ－２－48図　２区　第１面　流路（２S-507）出土遺物２
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断面は概ね皿形を呈し、埋土は逆級化している。また、Ｄ３グリッドからＤ４グリッドにかけて、底

面ないしそれよりやや浮いた状態で、多数の土器片が出土した。出土した土器の時期は主に乙亥正Ⅴ

期から乙亥正Ⅹ期及び古墳時代後期と多少幅がある。出土状況は、同一個体がまとまった状態で出土

する訳ではなく、別々の個体の破片がまとまっていることから、まとめて廃棄されたものではなく、

上流から流されたものや、下面の流路の遺物を巻き上げたものと考えられる。なお、４ライン付近か

ら東側において底面付近から出土した遺物には、第４面（Ⅴ層下面）で検出した流路（２Ｓ-180）に伴う

と考えられる遺物を含む。流路が重複していたため、誤認して掘り下げてしまったものである。上流

部のＣ６グリッドでは、古墳時代後期前葉の須恵器杯身（１－115）が出土したことから、古墳時代後

期以降に埋没したものと考えられる。（馬路）

２Ｓ-507（第Ⅳ－２－47・48図）

　南側溝と６ラインの交点付近において、南側の丘陵が北に張り出した裾部に沿って南西から北東方

向に流れる流路である。５ライン付近から東側では、Ⅱ層による攪乱で確認できなくなる。検出した

延長は8.66ｍ、幅はＡＡ’断面部分で1.31ｍ、深さは0.33ｍである。上面はやや窪地状になっていたた

め、埋土最上層にⅡ層が堆積する箇所があり、南側肩部には地山の崩落土が堆積する箇所がある。遺

物は、比較的多くの土器片が出土し、底面付近から乙亥正Ⅸ～Ⅹ期の土器が多く出土した。これらの

土器の中には、畿内系の甕（１－125）が含まれ、くの字口縁の端部を若干内側につまみ出し、内傾す

る面を成す。外面は叩きの後横ハケで調整し、部分的に叩きの痕跡が残る。内面下半はケズリ、上半

は口縁部まで横ハケを施す。（馬路）
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第Ⅳ－３－１図　２区　第２面　Ⅲ層出土遺物

第３節　第２面（Ⅲ層下面）の調査

１　Ⅲ層出土の遺物（第Ⅳ－３－１・２図）

　Ⅲ層は調査範囲が狭いこともあり、出土遺物はそれ程多くなかった。主に古墳時代から古代にかけ

ての土器、須恵器が出土した。２－001 ～ 007は壺、甕、高坏、小型器台、鉢、蓋である。２－003以

外は乙亥正Ⅷ～Ⅹ期のもので、２－003は７世紀代のくの字口縁の甕と考えられる。須恵器も概ね７

世紀代のものが主体で、短い返しの付く蓋（２－008）、体部から口縁部が外傾して立ち上がる坏（２－

010）、内湾して立ち上がる坏（２－009）がある。いずれも、底部はヘラケズリを行う。高坏（２－012）

は坏部下半に３条の沈線があり、脚部は２か所に透かしがある。２－011は底部片である。F2992は、

断面長方形の棒状鉄器である。両端を欠損するが、先端の平面形はやや丸味を帯びた形状に復元でき

る。Br1160は無茎の銅鏃である。2864は木器の蓋で、端部に２孔１対の穿孔があり、穿孔部に樹皮

が二重に巻いてある。
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第Ⅳ－３－２図　２区　第２面　Ⅲ層出土遺物分布図
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第Ⅳ－３－３図　２区　第２面　遺構配置図
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２　第２面の遺構（第Ⅳ－３－３図）

　Ⅲ層は、２区北半では、概ね９ライン以東とＤ８杭周辺に残存し、南半では、Ｇ・Ｈ７グリッド、

Ｅ４グリッド南半を中心に地山が北側に傾斜する落ち際にⅢ層相当の地層が分布した。なお、調査区

の北側と南側を分断するように、１区から東に６ライン付近まで丘陵が張り出しており、地層に直接

のつながりは無い。また、北側の調査区では、Ⅲ層中から古代の遺物は確認できなかったが、２区南

西部の調査区ではⅢ層中から古代の遺物が出土した。検出した遺構は、柱穴、土坑、溝である。

柱穴

　柱穴は、２区において、柱が残存するものと土層断面で柱痕を確認できたものを合わせて３基確認

し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。

2Ｓ-104（第Ⅳ－３－４・６図）

　Ｅ９グリッドで検出した柱穴である。平面形は円形で、長径0.42ｍ、短径0.41ｍ、深さ0.46ｍである。

断面形は逆台形を呈し、底面南よりに柱が設置されていた。埋土中からは、乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小

片が出土した。柱は芯持ち材で末端部は平坦に加工されている。（馬路）

2S-106（第Ⅳ－３－４・６図）

　Ｅ９グリッドで検出した柱穴である。平面形は円形で、長径0.59ｍ、短径0.53ｍ、深さ0.54ｍである。

断面形は漏斗状に二段掘りになっており、皿状の断面の底部に、楕円形に長径約0.17ｍ、深さ0.37ｍ

の掘方がある。埋土中からは、須恵器坏身が出土した。２－013は短い立ち上がりが内傾するもの、

２－014の口縁部は、外傾気味に立ち上がり、底部の調整は残存範囲はナデでである。いずれも、７

世紀代のものと考えられる。（馬路）

2Ｓ-107・108（第Ⅳ－３－４・６図）

　Ｅ９グリッドで検出した土坑（２Ｓ-107）と柱穴（２Ｓ-108）で、土坑が柱穴を切る。土坑の平面形は、

胴張の隅丸方形で長軸0.35ｍ、短軸0.33ｍ、深さ0.45ｍである。柱穴の平面形は、楕円形で長径0.4ｍ、

短径0.34ｍ、深さ0.48ｍである。中央よりやや南東寄りに柱が設置されていた。遺物は、土坑から木

器片、乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小片が出土した。柱は芯去り材を用いる。（馬路）

土坑

　土坑は、２区において合計12基を確認し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。これらの

内の主だったものについてのみ、個別に報告する。

2Ｓ-220（第Ⅳ－３－５・６図）

　Ｄ・Ｅ９グリッドで検出した土坑である。平面形は東西に細長い楕円形で、長径1.08ｍ、短径0.59

ｍ、深さ0.14ｍである。断面形は、浅い皿状である。埋土中から須恵器の底部片（２－015）が出土した。

古代のものと考えられる。（馬路）
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第Ⅳ－３－４図　２区　第２面　柱穴及び土坑（２S-104、106、107・108）　平・断面図

木器
石・石器

1　10YR5/1褐灰色シルト 石英粒を含み、
　 炭化物が多く混じる
2　10YR6/1褐灰色シルト
3　10YR4/1褐灰色シルト

2S-107

2S-108

1 10YR5/1褐灰色シルト 礫を多く含み、
  炭化物が混じる
2 10YR4/1褐灰色シルト
3 10YR5/1褐灰色シルト 石英粒を多く含む
4 10YR4/1褐灰色シルト 石英粒を多く含む
5 10YR3/1黒褐色シルト 石英粒を少し含む

1　10YR3/1 黒褐色 シルトに地山ブロック

　 炭、土器含む

2　2.5YR7/2 明赤灰色 シルトに炭含む

3　10YR4/1 褐灰色 シルト
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第Ⅳ－３－５図　２区　第２面　土坑（２S-220、625）　平・断面図

‥‥土器

A A'

A A'
A A’

1 10YR5/1 褐灰色 含炭化物 
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第Ⅳ－３－６図　２区　第２面　柱穴及び土坑（２S-104、106、108、220、625）　出土遺物
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石・石器

A A'

A'A

1 5YR4/8赤褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂 

　かたくしまる

2 2.5Y3/2黒褐色 3cm角以下礫混 極粗粒砂混 

  粗粒砂～中粒砂 軟質

3 2.5Y6/4にぶい黄色 極粗粒砂混 

  粗粒砂～中粒砂 しまる

4 2.5Y3/1黒褐色 5cm角以下礫混 炭混 

  極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂

5 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 極粗粒砂混 

  粗粒砂～中粒砂

6 2.5Y4/2暗灰黄色 炭混 極粗粒砂混 

  粗粒砂～中粒砂

7 2.5Y3/1黒褐色 極粗粒砂混 粗粒砂～中粒砂
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Y=-25
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1
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56

7
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　2区　第２面　溝状遺構（2S-623）　平・断面図

(1:4)0 10cm
2-018

第Ⅳ－３－７図　２区　第２面　溝（２S-623）　平・断面図及び出土遺物

2Ｓ-625（第Ⅳ－３－５・６図）

　Ｇ７グリッドで検出した土坑で、北側は攪乱に切られる。平面形は南北に細長い楕円形で、南側の

幅が広い。規模は、長径0.91ｍ、短径0.82、深さ0.15ｍである。断面形は逆台形で、埋土は褐灰色の

細粒砂である。埋土中からは、高坏の脚柱部（２－016）、器台（２－017）が出土した。高坏は乙亥正Ⅷ

期、器台はⅦ期のものと考えられる。（馬路）

溝

　溝は、２区Ｇ７グリッドで１基検出した。

2Ｓ-623（第Ⅳ－３－７図）

　Ｇ７グリッドで検出した溝である。谷の軸線に直交する主軸をなすもので、長さ4.78ｍ、幅1.45ｍ、

深さ約0.3 ～ 0.5ｍの規模で検出された。断面Ｖ字形をなす。正確な掘削面は不明である。埋土中から

壺（２－018）が出土した。（岡野）
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第４節　第３面（Ⅳ層下面）の調査

１　Ⅳ層出土の遺物（第Ⅳ－４－１、２、４図）

　Ⅳ層からは、縄文時代晩期の突帯文土器（３－001）が出土した。最も多く出土したのは、乙亥正Ⅲ

～Ⅹ期頃の土器で、壺（３－002 ～ 004）、甕（３－005 ～ 009）、高坏（３－013、014）、器台（３－011、

012）、低脚坏（３－015、016）などの器種がある。

　これらより新しい土師器の甕（３－010）や須恵器坏身（３－021）、坏蓋（３－019、020）、高坏（３－

022）は６世紀から７世紀前半のものと考えられる。

　石器は敲石（S3339）を１点図化した。木器は、容器の底板（2217）、建築部材（3858、4090）、不明の

棒状品（3860）を図化した。建築部材（4090）は側縁を弧状に加工して、方孔が２カ所に残る。3860は器

種不明だが、一端はＴ字形に頭部を作り出し、長側辺中央部で互い違いに段差が削り出されている。

（馬路）

２　第３面の遺構（第Ⅳ－４－３図）

　検出した遺構は、柱穴、土坑、溝、流路である。

柱穴

　柱穴は、２区において、柱が残存するものと土層断面で柱痕を確認できたものを合わせて５基確認

し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。

2Ｓ-112（第Ⅳ－４－５図）

　Ｄ９グリッドで検出した。平面形は楕円形で、長径0.3ｍ、短径0.29ｍ、深さ0.25ｍである。断面形

はコップ形で、中央部に柱痕と考えられる幅約0.13ｍの堆積がある。遺物は出土しなかった。（馬路）

2Ｓ-152（第Ⅳ－４－５・６図）

　Ｄ５グリッドで検出した。平面形は円形で、長径0.23ｍ、短径0.2ｍ、深さ0.24ｍである。断面形は、

コップ形で、底面から若干浮いた状態で柱が設置されていた。柱以外に遺物は出土しなかった。柱は

樹皮を剥いだ芯持ち丸太材で、径16.8ｃｍで、46本の年輪が密にある。（馬路）

2Ｓ-155（第Ⅳ－４－５・６図）

　Ｂ４グリッドで検出した。平面形はやや南北に細長い楕円形で、長径0.28ｍ、短径0.24ｍ、深さ0.34

ｍである。断面形はコップ形で底面は丸みを帯び、底面に接して柱が設置されていた。柱は芯持ち丸

太材で、径約10ｃｍである。（馬路）

2Ｓ-319（第Ⅳ－４－５・６図）

　Ｄ９グリッドで検出した。平面形は歪な楕円形で、長径0.48ｍ、短径0.47ｍ、深さ0.53ｍである。
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第Ⅳ－４－２図　２区　第３面　Ⅳ層出土遺物分布図
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第Ⅳ－４－３図　２区　第３面　遺構配置図
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第Ⅳ－４－４図　２区　第３面　Ⅳ層出土遺物２



第Ⅳ章　２・３区の調査成果

― 106 ―

A
A’A

A’

A A’

A A’ A A’

１ 10YR5/2 灰黄褐色 シルト

　 φ3～ 4ｍｍの礫と炭含む

２ 10YR5/2 灰黄褐色 シルト

1 10YR4/1 褐灰色 シルトに炭含む

2 10YR7/1 灰白色 シルトにφ３mm

  大の礫含む

3 10YR5/1 褐灰色 シルト

１ 10YR6/1 褐灰色 礫～粗粒砂混細砂

２ 10YR2/1 黒色 粗粒砂混細砂

３ 10YR2/2 黒色 シルト

1  10YR5/1 褐灰色 シルト 炭が多い

2  10YR3/1 黒褐色 シルト 炭が多い

3  5Y5/1 灰色 シルト 炭が混じる

4  10YR3/2 黒褐色 シルト 炭を含む

5  10YR3/1 黒褐色 シルト 炭を多く含む

1  10YR5/1 褐灰色 シルト 炭を含む

2  10YR4/1 褐灰色 シルト にぶい黄橙色地山ブロック、炭含む

3  10YR4/1 褐灰色 シルトとにぶい黄橙色地山土が混じる

4  2.5YR7/2 灰黄色 炭を含む、粘土質

5  10YR4/1 褐灰色 2.5Y7/2 灰黄色粘土を密に含み、

　 地山の粗砂が混じる 褐灰色シルトが多い

6  2.5Y7/2 灰黄色 地山を主体とする
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2S-319 出土遺物 （1:40） 1ｍ0

２区　第３面　柱穴（2S-112・136・152・155・319・321）平・断面図

(1:4)0 10cm

3-023

木器

第Ⅳ－４－５図　２区　第３面　柱穴（２S-112、152、155、319、321）　平・断面図及び出土遺物
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2S-152 出土遺物

2S-321 出土遺物

2S-319 出土遺物2S-155 出土遺物

46

13

38

42

4268

4269

7435

7436 (1:6)0 10cm

第Ⅳ－４－６図　２区　第３面　柱穴（２S-152、155、319、321）　出土遺物
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土器

1 10YR4/1 褐灰色 礫～粗粒砂混細粒砂

2 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂に

　10YR6/3 にぶい黄橙色 粗粒砂～中粒砂混

　細粒砂ブロックを含む
1 10YR4/1 褐灰色

  粗粒砂混細粒砂～シルト

2 10YR6/4 にぶい黄橙色

  粗粒砂混シルト～粘土

3 10YR5/1 褐灰色

  粗粒砂混細粒砂～シルト

4 10YR6/2 灰黄褐色 シルト～粘土

1　10YR4/1 褐灰色

　 礫～粗粒砂混細粒砂

2　10YR3/1 黒褐色

   極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

3　10YR5/1 褐灰色

   極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

１ 10YR4/1 褐灰色 礫～粗粒砂混細砂

２ 10YR2/1 極粗粒 砂～粗粒砂混シルト

３ 10YR2/2 黒褐色 含炭化物 

　 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

４ 10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

A’AA’A A A’

A A’

B’

B
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4

2S-136

42714272

1
2

1 2
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12
3
4

2S-109・111出土遺物

（1:40） 1ｍ0

2 区　第３面　土坑（2S-109・111・122・135・136・140）　平・断面図

(1:4)0 10cm

4271
4272

10
10

(1:6)0 10cm

3-024

第Ⅳ－４－７図　２区　第３面　土坑（２S-109、111、122、136）

平・断面図及び出土遺物
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第Ⅳ－４－８図　２区　第３面　土坑（２S-135、140、141、144、145、147、154、160）

平・断面図及び出土遺物

石・石器
土器

1 10YR6/1 褐灰色

  極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

2 10YR5/1 褐灰色

  極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

3 10YR4/1 褐灰色

  極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

1 10YR3/1 黒褐色 シルト

  φ３mm 大の石英粒・炭化物含む

2 10YR4/1 褐灰色 シルト

  10YR8/3 浅黄色地山ブロック含む

3 10YR3/1 黒褐色 シルト 

  φ３mm 大の石英粒・明褐色粒・

　炭化物含む

4 10YR5/2 灰黄褐色 シルト

  φ３mm 大の石英粒含む

1 10YR6/1 褐灰色 シルト

  φ３mm 大の明褐色粒

  多く含む

2 10YR6/1 褐灰色 シルト

  φ３mm 大の石英粒含む

3 10YR7/1 灰白色 シルト

  φ３mm 大の石英粒・

  炭化物含む

1 10YR6/2 灰黄褐色 

  シルトに細砂がまだら

  に入る

1 10R4/1 褐灰色 シルト 

  φ３mm 大の石英粒・

  炭化物含む

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 

　礫・炭化物・土器含む

1 10YR5/1 褐灰色 シルト

  円礫・角礫・炭化物を含む

2 10YR4/1 褐灰色 シルト

  φ３mm 大の石英粒・炭化物を含む

1 10YR4/1 褐灰色 

  極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

2 10YR3/1 黒褐色

  極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

3 2 層に 10YR3/1 黒褐色 

  粗粒砂混シルト～

  粘土ブロックを多く含む

4 10YR5/1 褐灰色 

  極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

A A’ A A’

A’A

A’A

A’A
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A’A

A’A
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第Ⅳ－４－９図　２区　第３面　土坑状遺構（２S-628）　平・断面図及び出土遺物

石・石器
土器

‥‥土器

A A'

A A'

1　 10YR4/3にぶい黄褐色～10YR6/2灰黄褐色 細粒砂～礫(細粒砂比率高くφ～3cmの礫含む)
2　 10YR6/2灰黄褐色～10YR5/4にぶい黄褐色 礫～細粒砂(礫比率高)
3　 10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂(礫多く5cm大の角礫含む)
4　 10YR4/2灰黄褐色 細粒砂～礫(細粒砂多く10cm大の角礫含む)
5　 10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂(3に比べ礫比率低く極粗粒砂多 15cm大の角礫含む)
6　 10YR3/4暗褐色 礫～細粒砂混シルト
7　 10YR4/2灰黄褐色 ～10YR6/2灰黄褐色 礫～細粒砂(礫比率高)に10YR3/4暗褐色シルトと15cm大の角礫含む 炭片混
8　 10YR5/2灰黄褐色 礫～中粒砂 炭片混
9　 10YR6/1褐灰色 礫～極細粒砂混シルト 炭片混
10  10YR3/1黒褐色 礫～極細粒砂混シルト(上面酸化変色)炭片混
11  10YR3/3暗褐色 極粗粒砂～極細粒砂(ややシルト質)炭片混
12  10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～極細粒砂混シルト(上面酸化変色)
13  7.5YR4/1褐灰色 極粗粒砂～極細粒砂混シルト(5cm大角礫含む)炭片混
14  2.5Y4/1黄灰色 礫～中粒砂混シルト 炭片混
15  10YR4/1褐灰色 礫～極細粒砂混シルト(20cm大の角礫含む)炭片混
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2S-628
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14.10m

2S-628
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断面形はコップ形で、底面の北よりに柱が設置されていた。埋土中からは、７世紀前半の須恵器坏身

（３－023）が出土した。柱は横断面五角形に成形された芯去り材である。（馬路）

2Ｓ-321（第Ⅳ－４－５・６図）

　Ｅ９グリッドで検出した。平面形は南北に細長い楕円形で、長径0.63ｍ、短径0.5ｍ、深さ0.48ｍで

ある。断面形はコップ形で、底面中央部に柱が設置されていた。柱は横断面三角形に加工された芯去

り材である。（馬路）

土坑

　土坑は、２区において合計38基を確認し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。これら

の内の主だったものについてのみ、個別に報告する。なお、遺物が出土したのは２Ｓ-109・111と２

Ｓ-145である。２Ｓ-109・111からは、古墳時代後期の甕（３－024）、２Ｓ-145からは乙亥正Ⅵ期の甕

の口縁部片（３－025）が出土した。

2Ｓ-136（第Ⅳ－４－６図）

　Ｄ８グリッドで検出した。平面形は円形で、長径0.4ｍ、短径0.36ｍ、深さ0.36ｍである。断面形はコッ

プ形で、底面の北西寄りに杭が３本突き刺さっていた。これらの杭は、上から見ると三角形の頂点に

あたる部分にそれぞれ打ち込まれていた。これらの杭に囲まれた空間に柱を設置した可能性が考えら

れる。

　３本出土した杭の内図化したのは２本で、4271は、枝と樹皮を除去した径約7.4ｃｍの丸太材の先

端を加工した杭である。先端部の加工は、先端から約10ｃｍ基部側までの表裏両面を断面形が菱形を

呈するように加工している。4272は、枝と樹皮を除去した径約6.6ｃｍの丸太材の先端部を加工した

杭である。先端部の加工は、先端から約４ｃｍ基部側のあたりから抉るように加工されている。（馬路）

2Ｓ-628（第Ⅳ－４－９図）

　Ｈ７グリッド北西部からＧ７グリッドにかけての標高14ｍ付近で検出した土坑状の落ち込みで、西

側で流路（２Ｓ-626）と切り合う。トレンチにより北側は未検出だが、平面形は不整形をなし、断面形

は皿状を呈する。検出した規模は南北軸約2.1ｍ、東西軸約3.0ｍで、深さは最大で約0.5mを測る。埋

土は黄褐色系の砂礫を主体とする。下層で流路（２Ｓ-666）を検出していることから、本遺構も流路の

最上流部であった可能性は考えられる。埋土中から出土した土器に須恵器が含まれることから、古墳

時代後期以降に埋没したものと考える。(原田）

溝

2Ｓ-126 ～ 129（第Ⅳ－４－10図）

　Ｄ７グリッドで概ね南北方向に平行して４条の溝を検出した。その内２Ｓ-129は、北から南に延び

た溝が東に屈曲する。２Ｓ-128は、北から南に延びた溝が東側に屈曲するところで２Ｓ-129に切られ

る。いずれも、最大幅約0.16 ～ 0.2ｍ前後で、深さ約0.05ｍである。断面形は皿状を呈する。

　これらの溝の機能は明確にできなかったが、緩やかに西から東に下る斜面の山側に掘削された溝の
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第Ⅳ－４－10図　２区　第３面　溝（２S-126 ～ 129、148）　平・断面図及び出土遺物

C

C’

B’B

A

A’

A’
A

A’

A

B

B’

C

C’

1 10YR4/1 褐灰色 シルト φ２mm 大の石英粒を含む

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト φ３cm 大の褐色地山ブロック・炭を含む

3 10YR5/2 灰黄褐色 シルト φ３cm 大の浅黄色地山ブロック・炭を含む

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

1 10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

2 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒混細粒砂

3 10YR3/1 黒褐色 含炭化物 極粗粒砂～細粒砂混細粒砂～シルト
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2 区　第３面　溝状遺構（2S-126 ～ 129・148）　平・断面図
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第Ⅳ－４－11図　２区　第３面　溝（２S-626）　平・断面図

石・石器

‥‥石器

‥‥木器
‥‥土器

A

A'

A A'

1　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに～5cmの角礫と炭片を含む
2　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに小角礫と炭片を含み 
      10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックが混入
3　10YR3/1黒褐色 礫～粗粒砂混シルトに小角礫と炭片を含む
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(1:4)0 10cm
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赤彩

第Ⅳ－４－12図　２区　第３面　溝（２S-626）　出土遺物
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第Ⅳ－４－13図　２区　第３面　溝（２S-627）　平・断面図及び出土遺物

石・石器
土器

‥‥土器

A'A

A'A
1 7.5YR4/4褐色 礫～極粗粒砂混シルト

2 7.5YR5/2灰褐色 礫～極粗粒砂混シルト

3 10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

4 7.5YR4/4褐色 礫～極粗粒砂混シルト

5 10YR4/1褐灰色 含土器・巨礫 極粗粒砂混シルト

6 10YR5/2灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト

7 10YR5/3にぶい黄褐色 含巨礫 極粗粒砂混シルト

8 10YR4/3にぶい黄褐色 含巨礫 極粗粒砂混シルト

9 10YR5/4にぶい黄褐色 粗粒砂混シルト

10 10YR6/4にぶい黄橙色 極粗粒砂混シルト

11 10YR4/1褐灰色 含巨礫 礫～極粗粒砂混シルト
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谷側が削平されて残っていないとすれば、竪穴住居の周壁溝の可能性が考えられる。

　２S-126の埋土からは、乙亥正Ⅹ期の器台受け部（３－028）が出土した以外は、小片のみである。同

一面で検出した自然流路と概ね同一時期と考えられるので、古墳時代後期のものである可能性が高

い。（馬路）

2Ｓ-148（第Ⅳ－４－10図）

　Ｄ・Ｃ３グリッドで検出した。東西方向に延び、平面形は北辺に凹凸があり不定形である。断面形

は箱形である。検出面での延長は約5ｍ、幅は約0.88ｍである。埋土中からは、乙亥正Ⅲ～Ⅴ期の土

器片が出土した。（馬路）

2Ｓ-626（第Ⅳ－４－11・12図）

　Ｇ７グリッドの標高 13.5 ～ 14 ｍ付近で検出した。北側は削平されているが、長さ約 5.5 ｍ、上流

部幅約 5.7 ｍ、下流部幅約２ｍ、深さは 0.3 ｍ前後を測る。埋土は褐灰色系を主体とし、最下層は黒

褐色系となるが、いずれにも角礫を含んでいる。常時水流のあるものではなく、一過性の流路で、調

査区南側丘陵裾部を巡るように流れていたものと考える。埋土中から土器の他、木材や石材が出土し

ている。土器には乙亥正Ⅵ期からⅩ期のものが含まれており、これらの特徴と層序関係から、乙亥正

Ⅹ期以降に埋没したものと考える。（原田）

8ライントレンチ 北側溝
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1 10Y6/2灰黄褐色 細粒砂〜粗粒砂上部は10YR3/2黒褐色 粗粒砂混細粒砂〜中粒砂で
  植物遺体多く含む、全体的に上方細粒化
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2 区　第３面　流路（２S-138・189）　平・断面図

第Ⅳ－４－14図　２区　第３面　流路（２S-138・189）　平・断面図
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2 区　第３面　流路（２S-138・189）　出土遺物分布拡大図（木器・種実）

種実・・・・
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第Ⅳ－４－15図　２区　第３面　流路（２S-138・189）　出土遺物分布図（木器・種実）
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(1:4)0 10cm
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赤彩

2Ｓ-627（第Ⅳ－４－13図）

　２区南西部のＧ７グリッド、１区との調査区境にあたる谷の最奥部で検出した。検出した延長は約

7.0ｍ、幅は約3.3ｍである。南西から北東方向に延びるが、北側を１区から東に延びる丘陵の張り出

しによって遮られているため、丘陵の張り出し部に突き当たって東に屈曲していたと考えられる。断

面形は椀形で、埋土は巨礫が混じるシルトである。遺物は、古墳時代後期の須恵器坏身（３－047）の

ほか、乙亥正Ⅹ期の壺（３－043）、乙亥正Ⅴ期の器台（３－044、045）、　蓋（３－046）などが出土した。

第Ⅳ－４－17図　２区　第３面　流路（２S-138・189）　出土遺物１
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(1:4)0 10cm
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3-065 3-066
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3-068
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古墳時代後期に埋没したと考えられる。（馬路）

流路

２Ｓ-138・189（第Ⅳ－４－14～ 18図）

　８ラインと９ラインの間で調査区の北端において検出した延長約4.8ｍ、幅約1.6ｍの流路である。

北側溝に沿って西から東に流れていたと考えられるが、８ライン以東は調査区外へと続いており、北

向きに流れを変えるものと考えられる。また、６ライントレンチ断面では、Ⅳ層下面に流路の南側肩

部の堆積のみが残存しており、この堆積につながる可能性が考えられる。しかし、第１面の流路（２

S-66）とほぼ同一場所を流れていたため、この流路（２S-66）により大幅に攪乱されており、平面での

検出、調査には至らなかった。

　埋土は、粗粒砂から細粒砂で上部ほど細粒化し、植物遺体を多く含み暗色を呈する。図化以前に崩

落してしまったが、埋土中ほどには茶褐色の泥炭質シルト層が堆積しており、一時的に流れが停滞す

る時期があったと考えられる。調査当初はこのシルト層を境に上下を別遺構と認識していたため、別々

の遺構番号を付けたが、出土遺物の時期などから同一流路と考えられる。

　調査範囲は狭いが、多くの遺物が出土した。乙亥正Ⅹ期の壺（３－048）や高坏（３－056）なども多く

認められるが、主に古墳時代後期の土師器と須恵器が出土した。土師器の壺（３－052）と高坏（３－

057、058）は内外面朱塗りで、高坏（３－059）は外面朱塗りである。その他には甕（３－053 ～ 055）と

竈（３－060）がある。須恵器は坏蓋（３－061 ～ 064）、杯身（３－065）、無蓋高坏（３－066、068）、有

蓋高坏（３－069）などが出土した。

　木器は器種の明らかなものはないが、4218は棒材の両端部を尖らせたもので、刺突具かと思われる。

4759は板材の一端を加工して頭部を作り出している。4774は細い芯持ち材の一端を細く削り先端部に

頭部を作り出している。7439と4777は何かの部材と考えられる。7442と4750も器種不明の板材で、平

面形は隅丸長方形と隅丸三角形である。いずれも３か所の穿孔を伴う。その他に、種実も多数出土し

た。（馬路）　　　　　　　

第Ⅳ－４－18図　２区　第３面　流路（２S-138・189）　出土遺物２
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第Ⅳ－４－19図　２区　第３面　流路（２S-138・189）　出土遺物３
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第５節　第４面（Ⅴ層下面）の調査

１　Ⅴ層出土の遺物（第Ⅳ－５－１～８図）

　Ⅴ層からは、乙亥正Ⅵ期からⅩ期の壺が出土した。口縁部が外傾して立ち上がる複合口縁のもの（４

－001 ～ 004）と、二次口縁部が内傾するもの（４－005 ～ 008）の２種類を図化した。口縁部外面に波

状文を施すものや口縁部内外面に波状文を施すもの（４－003、008）がある。また、頸部に羽状文を施

すもの（４－006）もある。

　甕は、主に乙亥正Ⅹ期までのものが多く出土したが、古墳時代中期と考えられるもの（４－016）も

若干出土した。高坏、低脚坏、器台などは概ね乙亥正Ⅹ期までのものが出土した。

　石器のS1235は砥石、S5845は石皿、土製品の0873は勾玉である。

　木器の5109は容器で低い高台が付く。1177は板材の一端に頭部を作り出し、方孔を穿つ。8499Ａは
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第Ⅳ－５－１図　２区　第４面　Ⅴ層出土遺物１
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第Ⅳ－５－２図　２区　第４面　Ⅴ層出土遺物分布図
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第Ⅳ－５－３図　２区　第４面　Ⅴ層出土遺物２
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1177
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5109

S5845

S1235

0873

(1:6)0 10cm

(1:4)0 10cm

(1:3) mc010(1:1) mc50

樋と考えられる。横断面「Ｕ」字形に加工した材の両側縁に円孔を穿つ。側縁の円孔は互い違いの位置

に穿たれている。孔の間隔は左側縁が約10 ～ 15ｃｍ、右側縁の残存部は約11 ～ 14ｃｍである。8499

Ｂは長さ２ｍ77ｃｍの板材で一端に孔を穿つ。裏面は炭化している。8499Ａは8499Ｂの下に軸をそろ

えて埋まっていたもので、8499Ｂ検出時には見えなかった。出土状況の記録を作成する前に取り上げ

られたので、両者の関連は不明である。ただ、8499Ｂは8499Ａよりも大きく、樋の側縁の穿孔に対応

する穿孔は無いので、直接の関連はない可能性が高いと考えられる。（馬路）

２　第４面の遺構（第Ⅳ－５ー９～ 13）　　　　

　Ⅴ層下面を第４面とした。Ⅴ層下面では段状遺構、柱穴、土坑、溝、落ち込み、流路を検出した。

　

第Ⅳ－５－７図　２区　第４面　Ⅴ層出土遺物６
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第Ⅳ－５－８図　２区　第４面　Ⅴ層出土遺物７
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第Ⅳ－５－９図　２区　第４面　遺構配置図
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第Ⅳ－５－10図　２区　第４面　遺構配置図拡大図Ａ
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第Ⅳ－５－11図　２区　第４面　遺構配置図拡大図Ｂ
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第Ⅳ－５－12図　２区　第４面　遺構配置図拡大図Ｃ
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２Ｓ-341（第Ⅳ－５－14図）

　Ｅ９グリッドで検出した。概ね等高線に沿うように東西幅約2.26ｍ、南北幅約0.87ｍの規模で検出

した。南東側に周壁溝が0.56ｍの長さで部分的に残存する。壁高の高さは、0.17ｍである。床面の残

存幅は、西側で最も広く0.8ｍである。床面では、柱穴や中央ピット等は検出できなかった。埋土中

から出土した甕口縁部片（４－074）は、器面が風化して摩滅したもので、乙亥正Ⅴ期のものと考えら

れるが、遺構の帰属時期は乙亥正Ⅹ期以降と考えられる。（馬路）

２Ｓ-334・349（第Ⅳ－５－14図）

　Ｅ10グリッドで検出した。等高線に沿うように東西約3.13ｍの長さで検出した。西側に幅0.25ｍで
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A

A'

A

A'

B'

B

X=-55,601

X=-55,602

Y=
-2
5,
76
8

Y=
-2
5,
76
9

Y=
-2
5,
77
2

X=-55,602

Y=
-2
5,
77
0

15.70m
A A’

A
15.20m

A’

15.60m
B B’

1 10YR7/2 にぶい黄橙色 黄褐色地山ブロック、粘土を多く含み、炭含む

2 5Y6/1 灰色 黄褐色地山粒、炭含む

1 2.5Y7/2 灰黄色土 炭、地山ブロック多く含む

1 10YR7/2 にぶい黄橙色土 炭、

　浅黄色地山ブロック多く含む

2 10YR6/2 灰黄褐色土 褐灰色シルトが混じり、

　地山ブロック多く含む

3 10YR5/1 褐灰色土 褐灰色シルトを多く含み、

　明褐色地山ブロックを含む

4 10YR4/1 褐灰色シルト

2S-341

2S-334・349

1
2

7542

1

123
4

（1:40） 1ｍ0

(1:4)0 10cm

2S-341 出土遺物

2S-334・349 出土遺物

4-074

4-075

‥‥土器

第Ⅳ－５－14図　２区　第４面　段状遺構（２S-341、334・349）　平・断面図及び出土遺物

平坦面が残存する以外は、Ｌ字形の周壁溝が残存しているだけである。南側の壁は地山の斜面を急角

度にカットして成形している。壁高は、南側で0.33 ～ 0.42ｍである。北側は、２Ｓ-341に切られる。

周壁溝の幅は0.15 ～ 0.24ｍで、床面からの深さは約0.04ｍである。埋土中から出土した甕口縁部片は、

器面が風化して摩滅したもので、乙亥正Ⅴ期のものと考えられるが、遺構の帰属時期は乙亥正Ⅹ期以

降のものと考えられる。（馬路）
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木器

A’A
A A’ A A’

A A’AA’A A’

1  2.5Y4/1 黄灰色 極粗粒砂～粗粒砂

　 混細粒砂

1  10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混細粒砂

2  10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混細粒砂

3  10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

1  10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混細粒砂

2  10YR4/2 灰黄褐色 極粗粒砂～粗粒砂混

　 シルト

1  10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂

　 混細粒砂

2  10YR3/2 黒褐色 泥炭質シルト

3  10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂

　 混細粒砂

4  10YR5/1 褐灰色 粘土

1  10YR4/1 褐灰色 粗粒砂混シルト

2  10YR5/1 褐灰色　シルトに 10YR7/2

　 にぶい黄橙色シルトブロック含む

3  10YR5/1 褐灰色 シルト

4  10YR7/1 灰白色 シルト
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第Ⅳ－５－15図　２区　第４面　柱穴（2Ｓ-192、193、196、200、208、318）

平・断面図及び出土遺物
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柱穴

　柱穴は、２区において、柱が残存するものと土層断面で柱痕を確認できたものを合わせて12基確認

し、規模等は一覧表（Ⅵ－１－１表）にまとめた。

２Ｓ-192（第Ⅳ－５ー 15・17図）

　Ｄ９グリッドで検出した柱穴である。平面形は東西に細長い楕円形で、長径0.53ｍ、短径0.42ｍ、

深さ0.29ｍである。断面形は椀形で、穴の中央部に柱が残存し、底面中央部は柱に合わせて若干凹む。

遺物は土器の小片が出土した。柱（7006）は横断面隅丸三角形に成形した材である。（馬路）

２Ｓ-193（第Ⅳ－５－15・17図）

　Ｄ９グリッドで検出した柱穴である。平面形は円形で、径0.58ｍ、深さ0.35ｍである。断面形は歪

な箱形で、底面が西側に広がる。土層断面の記録を取り損ねたため、堆積状況は不明である。底面近

くに柱痕が残る。土器の胴部片が１点出土した。柱（8311）は根元のみが残存し、芯持ち材で末端部は

平坦に加工している。（馬路）

２Ｓ-196（第Ⅳ－５－15図）

　Ｅ９グリッドで検出した柱穴である。平面形は南北に細長い楕円形で、長径0.37ｍ、短径0.32ｍ、

深さ0.2ｍである。断面形はコップ形で、土層断面の中央部に幅約0.1ｍの柱痕跡を確認できる。遺物

は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-200（第Ⅳ－５－15図）

　Ｄ９グリッドで検出した柱穴である。平面形は歪な円形で、長径0.34ｍ、短径0.32ｍ、深さ0.22ｍ

である。断面形は箱形で底面中央部が１段深く凹む。土層断面ではこの凹みが、柱痕跡に該当する。

幅は約0.12ｍである。埋土中から乙亥正Ⅴ期の甕口縁部片（４－076）が出土した。（馬路）

２Ｓ-208（第Ⅳ－５－15図）

　Ｄ９グリッドで検出した柱穴である。平面形は、トレンチにより半分失われているが円形と推測で

きる。残存部の長径は0.38ｍ、深さ0.24ｍである。土層断面中央部に柱が残存し、柱部分の底面が１

段深くなる。柱の幅は約0.14ｍである。埋土中から土器片が出土したが図化したものはない。（馬路）

２Ｓ-307（第Ⅳ－５－17図）

　Ｂ３グリッドで検出したもので、Ⅴ層掘削時に掘りすぎたために、堀方はわずかに窪みが残るだけ

である。上面の遺構面で見落としたものと考えられる。柱のみ図化した。柱（6925）は芯持ち丸太材で、

下端は鉛筆状に加工されている。長径12.6ｃｍである。（馬路）

２Ｓ-318（第Ⅳ－５－15・18図）

　Ｄ４グリッドで検出した柱穴である。平面形は南北に細長い楕円形で、長径0.37ｍ、短径0.18ｍ、

深さ0.28ｍである。断面形は概ねコップ形だが、検出面の南側が漏斗状に広がる。径11.4ｃｍの柱が
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木器

石・石器
土器

A A'

A
A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'A A’
A A’

2S-632 1　10YR5/4 にぶい黄褐色 極粗粒砂シルト

2S-636
1　10YR5/4 にぶい黄褐色 粗粒砂混シルト

2　10YR7/6 明黄褐色 極粗粒砂混シルト

3　7.5YR5/4 にぶい褐色 粗粒砂混シルト

1　10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂混シルト

1　10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに

   10YR6/2 灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

   ブロック多く含む

2　10YR3/1 黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

3　10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに

   10YR7/1 灰白色 粗粒砂混シルトブロック含む

4　10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに

   10YR7/1 灰白色 粗粒砂混シルトブロック含む

5　10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂混極細粒砂

1  7.5Y6/1 灰色 炭、地山ブロック、

　 砂含む

1  10YR5/1 褐灰色 粘土 明褐色地山ブロック、

　 粗砂多く含む

2  10YR4/1 褐灰色 粘土 地山ブロック含む

3  10YR6/1 褐色粘土 地山ブロック多く含む

4  10YR8/1 灰白色 地山ブロック密に含む

5  10YR5/1 褐灰色 シルト 炭を多く含む

6  7.5YR6/1 褐灰色シルト 地山ブロックを含む
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第Ⅳ－５－16図　２区　第４面　柱穴（2Ｓ-327、344、648、632・636、667）

平・断面図及び出土遺物
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残存する。柱（7192）は芯持ち丸太材で、下端は山形に加工している。埋土中からは乙亥正Ⅸ～Ⅹ期頃

の土器片が出土した。（馬路）

２Ｓ-327（第Ⅳ－５－16図）

　Ｅ10グリッドで検出した柱穴である。平面形は円形で、径0.39ｍ、深さ0.43ｍである。断面形はコッ

プ形で、埋土中央部に幅約0.17ｍの柱痕跡がある。埋土中から遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-344（第Ⅳ－５－16・17図）

　Ｄ６グリッドで検出した柱穴である。平面形は東西に細長い楕円形で、長径0.35ｍ、短径0.25ｍ、

深さ0.1ｍである。断面形は皿形で、検出時には柱の上半部が露出した状態だった。埋土中からは土

器胴部片が１点出土した。柱（7498）は芯持ち丸太材で長径16.5ｃｍである。（馬路）

２Ｓ-648（第Ⅳ－５－16図）

　Ｄ３グリッドで検出した柱穴である。平面形は東西に細長い楕円形で、長径0.41ｍ、短径0.26ｍ、

深さ0.05ｍである。断面形は皿形で、掘方の北東寄りに柱が残存した。柱は径約0.1ｍである。埋土中

から乙亥正Ⅸ期頃の甕口縁部（４－077）が出土した。（馬路）

２Ｓ-632・636（第Ⅳ－５－16図）

　Ｆ４グリッドで検出した柱穴（２Ｓ-636）と土坑（２Ｓ-632）である。柱穴が土坑よりも新しい。柱穴

の平面形は円形で、長径0.34ｍ、短径0.29ｍ、深さ0.23ｍである。断面形はコップ形で、上部が東側

に漏斗状に広がる。土層断面中央部に幅約0.1ｍの柱痕跡がある。埋土中から遺物は出土しなかった。

（馬路）

２Ｓ-667（第Ⅳ－５－16図）

　Ｄ４グリッドで検出した。平面形はトレンチで半分以上失われているが、楕円形と推測できる。残

存部の長径は0.46ｍ、深さ0.57ｍである。断面形はコップ形で、埋土下半の中央部に柱痕跡と考えら

れる堆積が認められる。埋土中から遺物は出土しなかった。（馬路）

土坑

　土坑は、２区において合計118基を確認し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。これら

の内の主だったものについてのみ、個別に報告する。なお、２S-659からは、乙亥正Ⅶ期の壺口縁部片、

２S-171からは乙亥正Ⅴ期の器台脚部片、２S-174から乙亥正Ⅴ期の甕口縁部片、２S-190から乙亥正Ⅷ

期の甕口縁部片、２S-201から乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の甕口縁部片、２S-217からⅣ期の甕口縁部片、２S-222

からⅨ～Ⅹ期の甕口縁部片、２S-325からⅦ期の甕口縁部片、２S-647からⅦ期の甕口縁部片が出土し

た。（馬路）

２Ｓ-183（第Ⅳ－５－18図）

　Ｃ５グリッドの地山上面で検出した。平面形は円形の土坑で、周囲をかなり掘り込んでから検出し
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2S-192 出土遺物 2S-193 出土遺物 2S-307 出土遺物

2S-318 出土遺物

2S-344 出土遺物

樹皮

12

22

18

7006

8311

6925

7192

7498

(1:6)0 10cm

第Ⅳ－５－17図　２区　第４面　柱穴（2Ｓ-192、193、307、318、344）　出土遺物
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第Ⅳ－５－18図　２区　第４面　土坑（２S-183、300）

平・断面図、遺物出土状況拡大図及び出土遺物

木器

石・石器
土器

A’

A’A

A

A’A

A’A

1 10YR6/2 灰黄褐色 極粗粒砂～粗粒砂混細粒砂

2 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

3 10YR6/1 褐灰色 粗粒砂混シルト

1 N4/ 灰色 粗粒砂混シルト～粘土

2 10YR3/1 黒褐色 粘土 灰色ブロック 炭含む

3 10YR2/1 黒褐色 ２より色調暗い 炭含む
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A A’

A A’

1 10YR5/1 灰黄褐色 極粗粒砂混シルト

2 10YR4/1 褐灰色 粗粒砂混シルト

3 10YR5/1 褐灰色 粗粒砂混シルト 1 10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

2 10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに

  10YR4/2 灰黄褐色 シルトブロックを含む

3 10YR5/2 灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト

2S-243

2S-244

‥‥木器
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43
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第Ⅳ－５－19図　２区　第４面　土坑（２S-242、243・244）　平・断面図

たため、埋土が盛り上がって残ってしまった。残存長は約0.6ｍだが、本来はもう一回り大きかった

と考えられる。埋土中からは、壺と甕がそれぞれ１個体ずつ出土した。いずれも横に倒れた状態で、

口縁部片の多くは土坑の北側ないし北西側から出土した。また、土坑東側半分に壺（４－079）、西側

半分に甕（４－078）の破片がまとまって出土したが、いずれも完形に復元できるほどの破片は残って

いなかった。土器は乙亥正Ⅷ期のものと考えられる。この土坑は、遺跡北側の尾根が南側に張り出し

た斜面部にあるため、包含層の堆積が薄く本来は下層の遺構面に帰属するものと考えられる。（馬路）

２Ｓ-242 ～ 244（第Ⅳ－５－19図）

　Ｄ７グリッドで検出した平面形が長方形の土坑で、いずれも北西から南東を長軸とする。これら３

基の土坑は、長軸をそろえて平行に並んでいたと考えられるが、それらの前後関係は、切り合い関係

のある２Ｓ-243と244以外は、２Ｓ-242と２Ｓ-243・244の間が近現代の流路により削平されているた

め不明である。残存する長さは、２Ｓ-242が1.47ｍ、２Ｓ-243が1.57ｍ、２Ｓ-244が1.11ｍである。２

Ｓ-242は北側を２Ｓ-352に切られ、２Ｓ-244は東側を２Ｓ-243に切られる。これら３基の土坑の断面形

は逆台形と推測できるが、２Ｓ-242は南半部分のみ底部に長軸に沿って溝が掘削されており２段掘り

になる。この溝内には分割された長さ約0.6ｍ、幅約0.1ｍの木器の下半部が埋められていた。この木

器の機能等は、土坑の半分以上が近現代の流路により削平されているため不明である。埋土中からは、

乙亥正Ⅸ～Ⅹ期頃の壺が出土した。２Ｓ-243・244からは、乙亥正Ⅲ～Ⅹ期の土器小片が出土したの
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第Ⅳ－５－20図　２区　第４面　土坑（２S-317）　平・断面図、遺物出土状況拡大図

石・石器
土器

A A’

B

B’

A A’

B

B’

1 10YR2/1 黒色 含土器・炭化物 粗粒砂混シルト～粘土

2 10YR6/1 褐灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト 南側は砂質強い
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(1:4)0 10cm

4-081 4-082
4-083

4-084 4-085

4-086

第Ⅳ－５－21図　２区　第４面　溝（２S-317）　出土遺物

みだが、概ねこれら３基の土坑は同時期のものの可能性が高いと考えられる。（馬路）

２Ｓ-300（第Ⅳ－５－18図）

　Ｄ７グリッドで検出した平面形が歪な楕円形の土坑である。東西方向に長く、長径約0.51ｍ、短径

0.49ｍである。断面形は、２段掘りで中央部が一段深くなる漏斗状を呈する。２段掘りに深くなるあ

たりに長さ0.22ｍ、幅0.12ｍの長方形の板材が出土した。礎板とするには、規模が小さく底面からか

なり浮いている。埋没過程で流入したものと考えられる。他には、埋土中から甑型土器の端部片（４

－080）が出土した。（馬路）

２Ｓ-317（第Ⅳ－５－20・21図）

　Ｄ５グリッドで検出した平面形が長方形の土坑である。東西方向に長く1.71ｍ、南北幅1.02ｍ、深

さ0.18ｍである。断面形は皿状で、東に向けて底面が少し低くなる。埋土は２層に分層でき、１層中

から多くの土器片が出土したが、ほとんどが破片で、完形あるいはそれに近い状態に復元できるもの

はなかった。複数時期のもののが含まれていたが、残存状態の良かった乙亥正Ⅷ期の壺（４－081、

082）、甕（４－083 ～ 085）、蓋（４－086）を図化した。土坑の機能等は不明である。（馬路）

溝

２Ｓ-248、250、252（第Ⅳ－５－29図）

　Ｄ７グリッドで検出した。いずれも等高線に平行に北東から南西に延びる。２Ｓ-248が最も長く

検出延長は2.28ｍ、幅は0.18ｍ、深さ0.04ｍである。２Ｓ-250は延長1.1ｍ、幅0.13ｍ、深さ0.03ｍ、２

Ｓ-252は延長0.66ｍ、幅0.13ｍ、深さ0.05ｍである。２Ｓ-248からは、乙亥正Ⅸ～Ⅹ期の土器小片が出

土した以外は、遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-323、324、326、332、339、340、351（第Ⅳ－５－29・30図）
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木器
石・石器

A

A

A’

A’
A’A

A’A

A’A

A’A

1 10YR6/2 灰黄褐色シルト ５cm 大の黒褐色

　シルトブロック、炭、土器片を含む

1 10YR6/2 灰黄褐色 シルト φ３mm 大の

　石英粒、炭含む

2 10YR6/1 褐灰色 シルト φ３mm 大の

　石英粒含む

3 10YR3/2 黒褐色 シルト 微細炭含む

1 10YR6/2 灰黄褐色 シルト

2 10YR6/2 灰黄褐色 シルト 

　褐灰色シルト含む

3 10YR6/1 褐灰色 シルト

1 10YR4/1 褐灰色 シルト φ５mm 大の

　炭を多く含む
1 10YR5/1 褐灰色 シルト

　φ３mm 大の炭、石英粒、

　土器含む

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 

　斑状に細粒砂が入る

2 10YR4/1 褐灰色 シルト

3 10YR3/1 黒褐色 シルト
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第Ⅳ－５－22図　２区　第４面　土坑（2Ｓ-161、164、168、171、174、178）　

平・断面図及び出土遺物
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土器

A
A’

A A’

A’A

A

A’

A A’

Ａ Ａ’

1 10YR4/2 灰黄褐色 極粗粒砂～粗粒砂混

　細粒砂

1 10YR5/1 褐灰色 シルト 礫含む、

　灰色地山ブロック混じる

2 10YR6/1 褐灰色シルト 灰色シルト、

　にぶい黄褐色シルトブロック含む

1 10YR5/1 褐灰色 シルト 

　炭化物を含む

1 10YR4/1 黒褐色 礫混シルト

2 7.5YR6/3 にぶい褐色 極粗粒砂～

　細粒砂

3 7.5YR5/1 褐灰色 礫混シルト

4 2.5YR5/2 暗灰色 シルトに炭化物と

　2.5Y8/1 灰白色粘土ブロックを含む

5 2.5Y5/1 黄灰色 シルト

1 10YR5/2 灰黄褐色 礫～極粗粒砂混

　細粒砂

2 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混細粒砂

3 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混

　細粒砂～シルト
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第Ⅳ－５－23図　2区　第４面　土坑（2Ｓ-184、187、190、201、202、217）　

平・断面図及び出土遺物
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石・石器

A’ A

A

A A’

A’A

A’ A A’

1 10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混極細粒砂

2 10YR6/2 灰黄褐色 中極粗粒砂混中粒砂～細粒砂

3 10YR4/1 褐灰色 シルト

1 10YR5/2 灰黄褐色 礫～極粗粒砂混細粒砂

2 10YR6/2 灰黄褐色 極粗粒砂混中粒砂～細粒砂

3 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混極細粒砂

4 10YR4/2 灰黄褐色 極粗粒砂混細粒砂

5 10YR3/1 褐灰色極細粒砂～シルト

1 10YR7/2 にぶい黄橙色 礫混細粒砂 1 10YR5/2 灰黄褐色礫～極粗粒砂混細粒砂

2 10YR4/1 褐灰色礫～極粗粒砂混細粒砂

3 10YR4/1 褐灰色礫～極粗粒砂混シルト

1 10YR5/1 褐灰色 シルト 礫、

　浅黄色シルトブロック、炭混じる

2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 黄褐色

　シルトブロックと褐灰色シルト混じる

3 10YR3/1 黒褐色 シルト 粗粒砂が

　ラミナ状に入る

4 10YR5/1 褐灰色 シルト 黄褐色

　シルトブロック混じる
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第Ⅳ－５－24図　２区　第４面　土坑（2Ｓ-222、223、225、227、237）　

平・断面図及び出土遺物
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A

A

A’

A A A’A’

A’AA A’

1 10YR5/1 褐灰色 粗粒砂混細粒砂

2 10YR5/1 褐灰色 礫混シルトに粘土

　ブロック混じる

3 10YR4/1 褐灰色 礫混シルト～粘土

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

2 10YR4/1 褐灰色 シルト

3 10YR4/1 褐灰色 シルトに 10YR6/2

　灰黄褐色シルトブロック混じる

1 10Y/R3/1 黒褐色シルト 炭、土器、

　2.5GY7/1 明オリーブ灰色 地山

　ブロック含む1 7.5YR6/1 褐灰色粘土 ラミナ状に

　7.5YR7/4 にぶい橙色地山ブロックが入る

2 10YR5/1 褐灰色シルト 5Y7/2 地山ブロック、

　炭混じる

3 7.5YR6/1 褐灰色土 10YR5/3 にぶい褐色土を

　密に含む

4 10YR5/1 褐灰色シルト にぶい褐色粒、炭を

　含む

5 10YR4/1 褐灰色シルト 炭を含む

6 10YR4/1 褐灰色シルト 地山ブロック・粒を

　多く含む

1 10YR7/2 にぶい黄橙色 粘土 地山ブロック

　を多く含み、炭混じる

2 10YR7/1 灰白色 粘土 土器、炭を多く含む

3 5Y7/1 灰白色 粘土 4 に比べて地山ブロック

　の粒子小さい、炭、土器含む

4 10YR6/1 褐灰色 粘土 炭、2.5GY7/1

　明オリーブ灰色ブロックを多く含む、

　地山ブロック粒子大きい

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 10YR7/4

　にぶい黄橙色 地山ブロック多く

　含み、炭含む

2 10YR4/1 褐灰色 シルト 石英粒

　多く含む
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第Ⅳ－５－25図　2区　第４面　土坑（2Ｓ-239、249、306、322、325、328）　

平・断面図及び出土遺物
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石・石器

北側溝
北側溝

6ライントレンチ
A’A A’A

A A’

A A’

Ａ Ａ’

1 10YR/1 褐灰色 シルト 炭、

　青灰色地山ブロックを含む1 10YR/2 にぶい黄橙色 粘土 

　明褐色、灰褐色地山ブロック多

　く褐灰色シルト、炭含む

2 N4/ 灰色 シルト 5Y8/8 黄色地

　山ブロック、炭を多く含む

1 10YR3/1 黒褐色 黒褐色シルト、

　灰白色地山ブロック含む

2 10YR8/1 灰白色 黒褐色シルト、

　黄褐色、オリーブ灰色地山ブロック

　多く含む

3 10YR4/1 褐灰色 黒褐色シルトと

　灰白色地山ブロック含む

4 10YR4/1 褐灰色 ２層に近いが、

　地山ブロック少ない

1 5Y6/1 灰色 灰白色粘土ブロック、

　明褐色粒、炭を含む

2 5Y5/1 灰色 10YR8/1 灰白色粘土、

　青灰色粘土ブロック多く含み、

　炭を含む

3 5Y4/1 灰色 黒褐色シルト混灰白色

　地山粘土含み、炭を含む

2S-353

2S-346
1 7.5YR4/1 褐灰色 中粒砂混

　シルト～粘土

2 10YR6/1 褐灰色 中粒砂～極細粒砂に

　粘土ブロック含む

1 10ＹＲ5/1 褐灰色 シルト 粗粒砂、炭多く含む

2 10ＹＲ5/1 褐灰色 シルト 粗粒砂多く含む

3 10ＹＲ4/1 褐灰色 シルト 炭、粗粒砂多く含む

4 10ＹＲ4/1 褐灰色 シルト 炭、粗粒砂

5 10ＹＲ3/1 黒褐色 シルト 炭、粗粒砂含み、

　地山ブロック多く含む
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第Ⅳ－５－26図　２区　第４面　土坑（2Ｓ-335、337、338、353、354、365）　

平・断面図
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石・石器

A A'

A A'

A

A

A'

A'

1　10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルトに

   10YR3/1 黒褐色 泥炭質シルトと

   10YR6/3 にぶい黄橙色 シルトブロック含む

2　10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルトに

   10YR3/1 黒褐色 泥炭質シルトと

   10YR6/3 にぶい黄橙色 シルトブロック含む

3　10YR3/1 黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

4　10YR4/1 褐灰色 粗粒砂～細粒砂

1　10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
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第Ⅳ－５－27図　2区　第４面　土坑（2Ｓ-210、240、643、647）　平・断面図及び出土遺物

　Ｅ９・10グリッドで検出した。２Ｓ-340を除くと、北東から南東方向に斜面の等高線に沿って掘削

されるか、直交方向に掘削されている。残存する延長は0.4 ～ 1.5ｍ程度と比較的短いものが多い。２

Ｓ-340は、ほぼ南北方向の溝が西向きにほぼ直角に屈曲する。これらの溝は短いものが多いが、隣接

する２Ｓ-334などと同様に斜面をカットして形成された段状遺構ないし竪穴住居の周壁溝の一部だっ

た可能性が考えられる。遺物は、２Ｓ-323、340から土器小片が出土したのみである。（馬路）

２Ｓ-857（第Ⅳ－５－30図）

　Ｃ８グリッドの調査区北端部で検出した。２Ｓ-189に切られており、溝の南側壁のみが残存する。

埋土中から、壺（４－099）、高坏（４－100）、脚部（４－101）、器台（４－102）が出土した。壺、高坏は、

乙亥正Ⅷ～Ⅸ期頃、器台は乙亥正Ⅴ期頃の土器と考えられる。（岡野）

２Ｓ-251（第Ⅳ－５－31図）

　Ｄ７グリッドの西端、地山上面で検出した。８ライントレンチに直交するように、概ね東西方向に

掘削された溝である。延長約4.56ｍ、幅は西側で広くて0.58ｍで東側ほど狭くなり約0.1ｍになる。深

さは、西側で0.41ｍ、東側で0.22ｍ、底面の標高は11.95ｍで概ね水平である。断面形は、ラッパ状に
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第Ⅳ－５－28図　２区　第４面　土坑（2Ｓ-645、646、651、652、653、659）　

平・断面図及び出土遺物

石・石器

‥‥土器

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'A A'

A A'
B B'

A A'

A A' A A'

A A'

1　10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト～粘土

2　10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂混シルト

3　2.5Y4/1 黄灰色 粗粒砂混シルト～粘土

①図は、本来の半裁後の土層断面ラインA-A'(②図)と

東側上部を誤って掘削した後の土層断面B-B'を合成した為、

3層上部から上は本来の掘形幅に一致しない図となっている。

1　10YR4/1 褐灰色

   礫～極粗粒砂混シルト

2　10YR4/1 褐灰色

   粗粒砂混シルト

3　10YR5/1 褐灰色

   粗粒砂混シルト

1　10YR4/1 褐灰色

　 礫～極粗粒砂混シルト

1　10YR4/1 褐灰色

   礫～極粗粒砂混シルト

2　10YR5/1 褐灰色

   礫～極粗粒砂混シルトに

   10YR7/2 にぶい黄橙色

   中粒砂～細粒砂ブロック含む

1　10YR7/2 にぶい黄橙色

   礫～極粗粒砂混シルト

2　10YR4/1 褐灰色

   極粗粒砂混シルト

3　10YR3/1 黒褐色

   極粗粒砂混シルト

   やや腐植混じる

1　10YR5/1 褐灰色

   礫～極粗粒砂混細粒砂

2　10YR6/1 褐灰色

   礫～細粒砂
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第Ⅳ－５－29図　２区　第４面　溝（２S-248、250、252、326、332、339）　平・断面図
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A
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1 2.5Y7/2 灰黄色土 明黄褐色

　地山ブロックを密に含む

1 5Y7/2 灰白色シルト 

　明褐色粗砂多く含む

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 

　明褐色地山土多く含む

1 10YR4/1 褐灰色 シルトに 10YR7/1

　にぶい黄橙色 シルトブロックを含む

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

1 10YR6/1 褐灰色 シルト
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第Ⅳ－５－30図　２区　第４面　溝（２S-340、351、323、324、857）　平・断面図及び出土遺物
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A A’

A A’

1 10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山粒を多く含み、炭含む

1 10YR4/1 褐灰色土 明褐色、灰色地山ブロック

  多く含む、炭含む 

2 10YR5/1 褐灰色土 明褐色、灰色地山ブロック含む
1 10YR5/1 褐灰色粘土 明褐色

　地山ブロック、炭を密に含む

1 10YR4/1 褐灰色 含土器・炭 シルト

１　10ＹR4/1 褐灰色 極粗粒砂混 
    細粒砂～シルト

Y=
-2
5,
76
8

X=-55,600
X=-55,600.5

Y=
-2
5,
77
6

X=-55,601

Y=
-2
5,
77
4.
5

X=-55,601

Y=
-2
5,
77
5

Y=
-2
5,
77
4

16.00m
A A’

A A’
16.00m

A A’
15.70m

A A’
14.90m

2S-340 2S-351 2S-323

2S-324

北側溝

1

1
2

1

1

1

2S-857 出土遺物

12.20m

Y=-25,753

X=
-5
5,
58
9

（1:40） 1ｍ0
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土器
石・石器

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

2 10YR5/1 褐灰色 シルト

3 7.5YR4/1 灰色 含土器・炭化物 粘土

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

2 10YR5/1 褐灰色 シルト
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第Ⅳ－５－31図　２区　第４面　溝（２S-251）　平・断面図、遺物出土状況拡大図及び出土遺物
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第Ⅳ－５－32図　２区　第４面　溝（２S-1282）　平・断面図、遺物出土状況拡大図及び出土遺物

底部から上部に向かって開く。

　埋土中ほどから下層にかけて土器がまとまって出土した。主に乙亥正Ⅴ期からⅨ期までの複数時期

の遺物を含むこと、完形に復元できる個体がないことから、埋没過程で流入したものと考えられる。

図化した遺物は乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の甕（4－103 ～ 105）とⅨ期の高坏（４－106）である。（馬路）

２S-1282（第Ⅳ－５－32図）

　Ｄ5グリッドで検出した溝で、調査時は２S-347とつながると考えていたが、６ライントレンチ断面

では底面のレベルが２Ｓ-1282の方が高く、直接つながるとは考えられないため、別遺構として報告

する。６ライントレンチから東へ約４.3ｍ続くが、試掘トレンチで途切れる。試掘トレンチの反対側

の壁面では続きを確認できなかった。幅は約0.74ｍ、深さはＡＡ’断面で約0.15ｍである。埋土は砂礫

混じりのシルト層で、上層はやや泥炭質である。埋土中からは棒状の木器と土器が出土した。図化し

た低脚坏の脚部（４－107）は乙亥正Ⅷ～Ⅸ期と考えられる。（馬路）
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1　10YR3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト（泥炭質）

2　N3/暗灰色 礫～極粗粒砂混シルトに2.5Y6/2灰黄色

   シルトブロック含む
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第Ⅳ－５－33図　２区　第４面　溝（２S-666・672）　平・断面図

木器

石・石器
土器

‥土製品
‥‥石器

‥‥木器
‥‥土器

A

B

CA'

A'A

B B'

B

B'

A

1　10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルト炭片混（北西半は酸化により変色）

2　10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに10YR6/3にぶい黄橙色 極粗粒砂～粗粒砂と

      10YR4/2灰黄褐色 礫～粗粒砂をラミナ状に含む 炭片混（北西半は酸化により変色）

3　10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混粘土

4　10YR6/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルト

5　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混粘土

6　10YR4/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 粘土ブロックを含む

7　10YR5/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR4/1褐灰色 粘土ブロックと炭片をわずかに含む

8　10YR5/1褐灰色 礫～極細粒砂混シルト（やや粘質）

9　10YR3/2黒褐色 礫～極細粒砂混シルト炭片混

10　10YR3/1黒褐色 礫～極細粒砂混シルト炭片混

11　10YR4/1褐灰色 礫～極細粒砂混シルト炭片混

12　10YR3/1黒褐色 礫～粗粒砂混シルト炭片混

1　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～細粒砂混シルトに

　  多量の10YR6/3にぶい黄橙色 シルトブロックと小角礫 炭片を含む

2　10YR3/2黒褐色細粒砂混シルトに炭を含む
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第Ⅳ－５－34図　２区　第４面　溝（２S-666・672）　遺物出土状況拡大図Ａ



第Ⅳ章　２・３区の調査成果

― 160 ―

X=-
55,6
27

X=-
55,6
28

X=-
55,6
29

Y=
-25
,73
9

Y=
-25
,73
8

Y=
-25
,73
7

X=-
55,6
26

Y=
-25
,74
0

Y=
-25
,74
1

4-
11
5

4-
11
8

4-
11
7

24
87

27
51

(1
:2
0)

0
1m

第Ⅳ－５－35図　２区　第４面　溝（２S-666・672）　遺物出土状況拡大図Ｂ
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第Ⅳ－５－36図　２区　第４面　溝（２S-666・672）　遺物出土状況拡大図Ｃ
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第Ⅳ－５－37図　２区　第４面　溝（２S-666）　出土遺物１
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第Ⅳ－５－38図　２区　第４面　溝（２S-672）　出土遺物１
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炭化

第Ⅳ－５－39図　２区　第４面　溝（２S-672）　出土遺物２　

第Ⅳ－５－40図　２区　第４面　溝（２S-666）　出土遺物２
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第Ⅳ－５－41図　２区　第４面　溝（２S-666・672）　出土遺物
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第Ⅳ－５－42図　２区　第４面　落ち込み（２S-631）　平・断面図

土器
木器

炭化範囲

‥‥土器

A A'

A A'

1 2.5Y3/1黒褐色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト
2 2.5Y4/1黄灰色 含炭化物 中粒砂混シルト上層との層境には炭化物が層状に入る
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第Ⅳ－５－43図　２区　第４面　落ち込み（２S-631）　出土遺物

２S-666・672（第Ⅳ－５－33～ 41図）

　Ｇ６・７及びＨ６・７グリッドの標高13 ～ 14ｍ付近で検出した。北東方向に走行を持つものを２

Ｓ-666、北方向に走行を持つものを２S-672とし、２S-672下層には走行を同じくする２S-738がある。

いずれも北側は削平されているが、２Ｓ-666は長さ約10.5ｍ、幅約2.2 ～ 3.9ｍ、深さは0.4m前後。２

S-672は長さ約6.5ｍ、幅2.9 ～ 6.3ｍ、深さは最大で約0.7mを測る。埋土はいずれも褐灰色を主体とし、

２S-666ではラミナ状の堆積が認められる。埋土の堆積状況から２S-666は水流が認められるもので

あった可能性が考えられるが、２S-672については、常時水流のあるものではなく、一過性の流路であっ

たと考えられる。埋土中からは土器の他、木材や石器が出土しており、２S-666で出土した木材には

桶、建築部材が含まれる。２S-666で出土した土器には、乙亥正Ⅴ期に相当する物も含まれているが、

大半は乙亥正Ⅵ期からⅨ期に相当するものであり、埋没過程において流れ込みながら、いずれも乙亥

正Ⅸ期以降に埋没したものと考える。（原田）

落ち込み

２Ｓ-631（第Ⅳ－５－42・43）

　Ｅ５グリッドで検出した。平面形は、北西から南東に細長い歪な楕円形である。最大長3.52ｍ、最

大幅1.86ｍ、深さ0.11ｍである。断面形は浅い皿形で、底面は凹凸がある。埋土は、炭化物を多く含

むシルトである。埋土中からは自然木が出土し、一部は炭化していた。比較的多くの土器片がおよそ

４か所にまとまって出土したが、別個体の破片が多く、埋没過程での流れ込みと考えられる。出土し

た土器は、複数時期のものがあり甕片（４－140、141）は乙亥正Ⅶ～Ⅷ期、高坏（４－142 ～ 144）は乙

亥正Ⅸ～Ⅹ期のものと考えられる。なお、4－144の高坏は非在地系のものと考えられる。（馬路）

２Ｓ-637（第Ⅳ－５－44～ 50図）

　Ｅ５グリッドで検出した。東西に細長く中ほどで北東方向に折れてくの字形を呈する。最大長は7.07

ｍ、最大幅は4.42ｍ、深さはＡＡ’断面で0.28ｍである。埋土は、炭化物を含むシルトで下層は泥炭質

で上層も腐植を含み、湿地だったと考えられる。底面には南側と北側にそれぞれ東西方向に細長く窪

む部分があり、一時的に水が流れ込むような状況があったと考えられる。底面から多くの遺物が出土

した。土器は、完形ないしそれに近い状態まで復元可能なものが約30個体、破片のみのものを加える

と約40個体の土器が出土した。器種は、甕が最も多く全体の約半数を占める。次いで高坏、壺、低脚
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第Ⅳ－５－48図　２区　第４面　落ち込み（２S-637）　出土遺物１
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第Ⅳ－５－49図　２区　第４面　落ち込み（２S-637）　出土遺物２
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第Ⅳ－５－50図　２区　第４面　落ち込み（２S-637）　出土遺物３

(1:4)0 10cm

(1:3)0 10cm S2005

1872

39

4-171 4-172

4-173 4-174

(1:6)0 10cm

坏、器台が数個体ずつ含まれ、高坏と壺が低脚坏や器台よりも若干多い。壺には、直口壺（４－145、

146）、複合口縁壺（４－147、148）がある。甕は口縁部の直径により大型、中型、小型のもがあるほか、

平底（４－163）のものが１点ある。高坏は坏部が埦形（４－164）のものと皿形（４－168 ～ 172）のもの

がある。他には小型器台（４－167）と低脚坏（４－165、166）、器台（4－173、174）が若干出土した。石

器は砥石（S2005）を１点図化した。木器は自然木が多く、製品は杭（1872）を１点図化した。（馬路）

２Ｓ-977（第Ⅳ－５－51図）

　Ｅ５グリッドで検出した。西側と南側がそれぞれ６ライントレンチとＥ・Ｆライン間トレンチベル

トにより未検出だが、トレンチ側の土層には落ち込みに伴う埋土は確認できないので、ベルト内で収

束していると考えられる。検出した規模は、最大長1.94ｍ、最大幅1.78ｍ、深さは0.13ｍである。底
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第Ⅳ－５－51図　２区　第４面　落ち込み（２S-977）　平・断面図、遺物出土状況図及び出土遺物
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面は地形に沿って西から東に緩やかに傾斜し、東側半分が一段深く窪む。埋土は、炭化物を含むシル

トで、北東側に隣接する２Ｓ-631に色調等が類似しており、本来は一連の落ち込みだったと考えられ

る。埋土中から出土した土器は乙亥正Ⅸ～Ⅹ期の大型の甕（４－175、176）がある。そのほかには、木

製高杯の脚部が出土した。脚柱部から別材の枘を差し込んでおり、杯部は別作りである。（馬路）

流路

２Ｓ-180（第Ⅳ－５－52～ 59図）

　Ｃ４・５・６、Ｄ３・４グリッドで検出した。流芯は２Ｓ-66とほぼ重複しており、同じ場所を流

れていたと考えられる。Ｄ３グリッドでは、２Ｓ-650と重複し、合流して一緒に流れていたと考えら

れる。最終的な埋没は埋土の状況から２Ｓ-180の方が後だったと考えられる。検出延長は約36ｍ、幅

は６ライントレンチ断面で約2.4ｍ、５ライン付近から南に広がり約4.8ｍになる。検出面からの深さ

は0.2 ～ 0.4ｍで、西側ほど残存状況が良いので深い。埋土の上層部分は２Ｓ-66の攪乱により失われ

ていると考えらえるが、残存する埋土は、礫や土器片などの遺物を多量に含むことから洪水により短

期間の堆積で埋没した可能性が高いと考えられる。

　４ライントレンチから西側に約4.7ｍの長さで、自然木を利用した護岸を検出した。これは、流路

の北側肩部を護岸するもので、第１面の２Ｓ-66に下刻されて露出していた。なお、南側にも大型の

木材が露出するが、さらに下層に包含されるものが、近現代の流路の下刻により露出していたもので

護岸として設置されたものではない。北側の護岸は、樹皮と枝を落とした直径0.11 ～ 0.17ｍの丸太の

先端を上流側に向けて３段に積み上げ、内側を杭により固定していたと考えられる。検出した杭は２

本あり、護岸の最下段よりも若干深く打ち込まれている程度で、２Ｓ-66調査時に倒れてしまったた

め図化できていない。１本は護岸の東端、丸太材の根本側に接してあり、もう１本は護岸から若干南

側に離れた位置で、根本側から先端側に約1.8ｍの位置にあった。護岸の最下段の木材は、下層（Ⅴ-２

層相当層）に下半部が食い込んでいた。最上段の木材は、流水に押されて内側に倒れ込み、流路を斜

めに遮るような状態で出土した。

　埋土中からは、主に乙亥正Ⅴ期からⅩ期の甕、高杯、壺などが多数出土した。スタンプ文を施した

壺（４－177）は、口縁部内外面に同心円文とＳ字文を施す。頸部外面には、同心円文と同心円文の間

を沈線で繋いで連続渦文のようにしている。小型丸底土器（４－179）は精緻な胎土で作られたもので、

外面と内面の一部に赤彩の痕跡がある。

　石器は、Ｓ6872が石包丁、Ｓ4522が伐採斧、Ｓ4556は錘、Ｓ4513は砥石、Ｓ1543、Ｓ4555は敲石で

ある。木器は、4505、4701、4700、4630が杭である。4701、4700は柱を護岸材に転用したものと考え

られる。4920は指物腰掛の脚である。6825は棒状の部材で横断面形は半円形である。出土した土器か

ら乙亥正Ⅹ期に埋没したと考えられる。（馬路）

２S-650（第Ⅳ－60・61図）

　Ｄ２・３グリッドで、中央側溝南側で検出した。南西から北東に向かって流れ、３ラインの手前で

屈曲して東向きに流れを変えて、中央側溝に沿って流れる。北側の肩部は、東向きに流れを変えてか

ら、２S-180に切られる箇所と中央側溝の掘削により無くなっている。検出した西端よりも西側は第

１面で検出した近現代の流路により攪乱され、３区内はⅤ-２層上面まで上層により攪乱されており
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第Ⅳ－５－ 52図　２区　第４面　流路（２S-180）平・断面図及び出土遺物分布図
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第Ⅳ－５－53図　２区　第４面　流路（２S-180）　護岸材　平・立・断面図
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検出できなかった。検出した延長は、約12.7ｍである。幅は残存部で3.34ｍ、検出面からの深さは、

３ライントレンチ断面で0.34ｍ、東側溝断面で0.47ｍである。埋土は、砂層とシルト層の互層である。

　埋土中からは、比較的多くの遺物が出土した。図化した土器は、主に乙亥正Ⅷ期のもので、高坏は

Ⅵ期頃のものと考えられる。他には、３ライントレンチの約0.4ｍ西側で、素文鏡（Br1746）が１点出

土した。出土時にはすでに原位置を留めていなかったため、平面図中の出土位置を示すドットの位置

はおおよその位置を示すものである。紐の周囲に薄いかさぶた状の物が付着しており、蛍光Ｘ線分析

を行った（第Ⅴ章第10節参照）。銅、錫と共に鉄が非常に多く検出されたが、ただの錆かどうかは判別
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第Ⅳ－５－55図　２区　第４面　流路（２S-180）　出土遺物１
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第Ⅳ－５－56図　２区　第４面　流路（２S-180）　出土遺物２
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第Ⅳ－５－57図　２区　第４面　流路（２S-180）　出土遺物３



第Ⅳ章　２・３区の調査成果

― 184 ―

(1:3) mc010

0 （1:2） 5cm

S1543

S4513

S4555

4651A 6873A 68724440 43491614B

4574 4651E1079

第Ⅳ－５－58図　２区　第４面　流路（２S-180）　出土遺物４



第５節　第４面（Ⅴ層下面）の調査

― 185 ―

4505

4

4701

8

4630
（4553）

4700

5

5

(1:4)0 10cm

(1:6)0 10cm

樹皮

9

年輪最大 63 8

4553

4920 6825

第Ⅳ－５－59図　２区　第４面　流路（２S-180）　出土遺物５
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第Ⅳ－５－61図　２区　第４面　流路（２S-650）　出土遺物
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できなかった。石器は、水晶の粗割礫（S1940）が出土した。（馬路）
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第６節　第５面（Ⅴ-２層下面）の調査

１　Ⅴ-２層出土の遺物（第Ⅳ－６－１～７・９・10図）

　全体的に遺物量が多い中で、２区中央部から３区の調査区南側の６カ所（第Ⅳ－６－１図A ～ E）で

土器や木器が密集して出土した。出土した土器は、乙亥正Ⅸ期までのもので、中には甕の外面に叩き

の痕跡が残り、畿内からの搬入品と考えられる土器（５－040）が１点ある。高坏（５－045）は近畿北部

系のものと考えられる。

　石器はＳ3834が石包丁、Ｓ5987が錘、Ｓ7198、Ｓ3666は伐採斧、Ｓ5862は加工斧、Ｓ4706は砥石、

Ｓ2148とＳ7152は敲である。木器の7034は、枝分かれ部分を加工した柱材、7029は大型の板材で中央

部側辺よりに孔がある。3634は高杯など容器の脚、5256は栓かと思われる。5254は刀形である。鉄器

（Ｆ2147）は板状品である。

２　第５面の遺構（第Ⅳ－６－８・11・12図）

　この面では主に南側調査区において、遺構の検出を行った。北側調査区では、５ライン以西におい

て、第７面に帰属する水路検出面までまとめて掘削して調査を行った経緯があり、遺跡全体の地層の

対比と出土遺物の特徴を踏まえて、調査後に帰属面の変更を行った。竪穴住居（周壁溝）、柱穴、土坑、

溝、落ち込み、流路を検出した。

竪穴住居（周壁溝）

２Ｓ-710 ～ 712（第Ⅳ－６－13図）

　Ｅ４グリッドで検出した。概ね東西方向に延びる３条の溝を、南北に隣接した状態で検出した。こ

の場所は、１区から東に延びる微高地の東端付近にあたる。これらの溝は、幅や深さなどの規模が、

隣接する周壁溝（２Ｓ-714）に類似しており、同様に周壁溝の一部だったと考えられる。

　一番北側の２Ｓ-710のみＬ字形に南に折れ曲がって延びる。２Ｓ-710は、２Ｓ-711を切って掘削さ

れた溝で、東西1.78ｍ、南北1.6ｍの長さで、幅は最も広いコーナー部分で0.47ｍ、それ以外の部分

では0.21 ～ 0.24ｍである。断面形は椀形で、深さは概ね0.09ｍである。埋土は、褐灰色シルトで２

Ｓ-711よりも色調が明るい。

　２Ｓ-711は、２Ｓ-710の南側に隣接し、西端部分を２Ｓ-710に切られ、東端は２Ｓ-752に切られる。

さらに西側には延びていないことから、ここで屈曲して南に延びていたと考えられる。長さ1.55ｍ、

幅は東端が最も広く0.26ｍ、深さ0.07ｍである。断面形は椀形で、底面は概ね水平である。

　２Ｓ-712は、２Ｓ-711の南側に隣接し、西端は２Ｓ-710の手前で終わる。東端は２Ｓ-752に切られる。

長さ1.64ｍ、幅0.28ｍ、深さ0.13ｍである。断面形は椀形で、底面は概ね水平である。

　これらの溝内からは乙亥正Ⅲ～Ⅸ期頃と考えられる土器小片が出土したが、図化できるものはな

かった。（馬路）
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第Ⅳ－ 6－１図　２・３区　第５面　Ⅴ - ２層出土遺物分布図
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第Ⅳ－６－２図　３区　第５面　Ⅴ-２層　遺物出土状況拡大図Ｃ（上）、D（下）
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第Ⅳ－６－３図　２・３区　第５面　Ⅴ-２層出土遺物１
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第Ⅳ－６－４図　２・３区　第５面　Ⅴ-２層出土遺物２
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第Ⅳ－６－５図　２・３区　第５面　Ⅴ-２層出土遺物３
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第Ⅳ－６－６図　２・３区　第５面　Ⅴ-２層出土遺物４
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第Ⅳ－６ー７図　２・３区　第５面　Ⅴ-２層出土遺物５
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第Ⅳ－６－８図　２・３区　第５面　遺構配置図
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(1:3) mc0100 （1:2） 5cm

第Ⅳ－６－９図　２・３区　第５面　Ⅴ-２層出土遺物６

２Ｓ-714・715、723、736（第Ⅳ－６－14・15図）

　Ｅ４グリッドで検出した周壁溝（２Ｓ-714）と主柱穴（Ｐ１：２Ｓ-715、Ｐ２：２Ｓ-723、Ｐ３：２

Ｓ-736）である。柱穴は、周壁溝との位置関係から関連する遺構と判断した。周壁溝は、平面形がＬ

字形で、方形の竪穴住居の北側と西側に相当する。東側は４ライントレンチに切られ、南側は攪乱に

切られる。４ライントレンチ東側では、主柱穴を１基確認できただけである。残存する床面は、南北

約3.6ｍ、東西約1.8ｍである。主柱穴の規模は、Ｐ１は長さ0.47ｍ、幅0.38ｍ、深さ0.25ｍ、Ｐ２は長
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さ0.47ｍ、幅0.38、深さ0.16ｍ、Ｐ３は長さ0.52ｍ、幅0.45ｍ、深さ0.51ｍである。Ｐ１は、北よりに

柱が残存していた。主柱穴間距離は、Ｐ１・Ｐ２間が2.45ｍ、Ｐ１・Ｐ３間が2.81ｍである。周壁溝

の断面形は椀形で、幅は0.23ｍ前後、深さは0.05ｍで北側の底面が若干低い。周壁溝の埋土中から、

乙亥正Ⅶ～Ⅷ期と考えられる甕の口縁部片（５－092）が出土した。ほかには、主柱穴から土器小片が

出土したのみである。いずれも小片で、埋没過程で流入したものと考えられ、遺構の時期は他の遺構

と同様に乙亥正Ⅸ期頃のものと考えられる。（馬路）

２Ｓ-716（第Ⅳ－６－13図）

　Ｅ４グリッドにおいて、２Ｓ-714の内側に入れ子状で周壁溝のみ検出した。東西に短く伸びた溝が

南に屈曲して延びる。東端は４ライントレンチに切られ、南端は２Ｓ-736に切られる。４ライントレ

ンチ東側では、続きを確認できなかった。周壁溝の長さは、東西約0.8ｍ、南北約2.3ｍ、幅は北側が

西側より広く0.42ｍ、西側は約0.17ｍである。断面形は椀形で、底面は水平である。埋土中から、乙

亥正Ⅵ～Ⅶ期の甕口縁部片の小片が出土した。小片で磨滅しており、本遺構の時期を示すものではな

いと考えられる。そのほかに、木器片が出土した。（馬路）

第Ⅳ－６－11図　２区　第５面　遺構配置図拡大図Ａ
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第Ⅳ－６－12図　２区　第５面　遺構配置図拡大図Ｂ
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　 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

   ブロック含む

1　10YR4/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

Y=
-2
5,
71
2

X=-55,600

8.30m

8.40m

8.40m

Y=
-2
5,
71
2.
5

X=-55,600

8.40m

8.40m

8.50m

8.50m 8.50m

Y=
-2
5,
71
4

X=-55,601

Y=
-2
5,
71
5

X=-55,600

X=-55,599

8.60m

2S-710 2S-711

2S-712

2S-752

2S-710、711、712

2S-720

2S-736

2S-716 2S-719

2S-716

2S-717

1 1

1
1

1

1

12
1

1

(1:40)0 1m

第Ⅳ－６－13図　２区　第５面　竪穴住居（２S-710、711、712、716、719）　平・断面図
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石・石器
木器

‥‥石器
‥‥土器

D’

E

E’

E E'

D D'

B

C

B'

C'

A A'

B B'

C C'

A

A'
D

F

F’

Ｆ Ｆ'

1　N3/暗灰色 

　 粗粒砂混シルト

1　10YR4/1褐灰色

   極粗粒砂混シルト

1　10YR4/1褐灰色

   極粗粒砂混シルト

1　10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

2　10YR6/1 褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

3　10YR3/1 黒褐色 粗粒砂混シルト

4　10YR4/1 褐灰色 粗粒砂混シルトに

   10YR6/4 にぶい黄橙色 中粒砂を含む

5　2.5Y4/1 黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

6　2.5Y5/1 黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

7　2.5Y6/1 黄灰色 礫～極粗粒砂混シルト

1　N4/ 灰色 極粗粒砂混シルト

2　10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルトに

   10YR8/1 灰白色 極粗粒砂混シルトブロック含む

3　10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂混シルト

4　10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト
※　断面掘削時に断面に傾斜ができてしまった為、
　　柱の平面と断面が合わない

1　10YR6/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

2　10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂混シルト

3　10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

4　10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト
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第Ⅳ－６－14図　２区　第５面　竪穴住居（２S-714、715、723、736）　平・断面図
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(1:3) mc010

(1:4)0 10cm

S2972

5-092

第Ⅳ－６－15図　２区　第５面　竪穴住居（２S-714、715、723、736）　出土遺物

２Ｓ-719（第Ⅳ－６－13図）

　Ｅ４グリッドで、２Ｓ-714と２Ｓ-716の間でＬ字形にコーナー部分のみを検出した。北東から南東

に0.95ｍ延びて屈曲し、南西方向に0.87ｍ延びて終わる。周壁溝の幅は0.19ｍ程度、幅は0.1ｍである。

断面形は椀形で、底面は水平である。埋土中からは、木器片が出土したのみである。（馬路）

柱穴

　柱穴は、２・３区において、竪穴住居の主柱穴を含めて柱が残存するものと土層断面で柱痕を確認

できたものを合わせて18基確認し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。

２Ｓ-278（第Ⅳ－６－16図）

　Ｃ３グリッドで検出した。平面形は楕円形で、長径0.3ｍ、短径0.24ｍ、深さ0.24ｍである。断面形は、

コップ形である。柱は、掘方東端に寄せて底面から若干浮いて西に傾いた状態で設置されていた。柱

以外に遺物は出土しなかった。柱（7201）は芯持ち丸太材で、末端部は山形に加工されていた。（馬路）

２Ｓ-289（第Ⅳ－６－16・18図）

　Ｄ２グリッドで検出した。平面形は胴張の隅丸方形で、長径0.34ｍ、短径0.31ｍ、深さ0.38ｍである。

断面形は、コップ形である。柱は、概ね掘方の中央に底面から若干浮いた状態で設置されていた。柱

以外に遺物は出土しなかった。柱（6997）は、芯持ちの丸太材で、末端部は平らに加工されている。（馬路）

２Ｓ-291（第Ⅳ－６－16・18図）

　Ｃ３グリッドで検出した。平面形は楕円形で、長径0.48ｍ、短径0.35ｍ、深さ0.35ｍである。断面形は、

北側が二段掘りで、階段状になる。柱は、掘方の中央に底面から若干浮いた状態で設置されていた。

柱以外に遺物は出土しなかった。柱（7202）は、芯持ちの丸太材で、末端部は山形に加工されていた。

（馬路）
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第Ⅳ－６－16図　２区　第５面　柱穴（２S-278、289、291、297、312、704）　平・断面図

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 黒褐色シルト、

　明褐色粒、細砂、炭を含む

2 10YR5/1 褐灰色 シルト 浅黄色

  地山ブロック、炭含む

3 10YR4/1 褐灰色 シルト 炭を含む

1 10YR6/1 褐灰色 シルト 粗粒砂、

　炭を含む

2 10YR7/2 にぶい黄橙色 粗粒砂

3 10YR4/1 褐灰色 シルト 炭を多く

　含み、木片を含む

1 2.5Y5/1 黄灰色 極粗粒砂混細粒砂

2 5Y4/1 灰色 極粗粒砂混細粒砂

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 炭を含む

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルトに

  10YR7/1 灰白色 礫～極粗粒砂混

  シルトブロック含む

2 N3/ 暗灰色 極粗粒砂混シルト

3 N4/ 灰色 極粗粒砂混シルト
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２Ｓ-297（第Ⅳ－６－16図）

　Ｄ２グリッドで検出した。平面形は東西に細長い楕円形で、上半部は包含層掘削時に掘削してしまっ

たため、掘方はあまり残っていない。長径0.14ｍ、短径0.13ｍ、深さ0.08ｍである。柱は、底面に接

するようにやや東に傾いた状態で設置されていた。柱以外に遺物は出土しなかった。（馬路）

２Ｓ-312（第Ⅳ－６－16図）

　Ｃ３グリッドで検出した。南側半分がトレンチにより失われているが、平面形は楕円形と考えられ
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第Ⅳ－６－17図　２・３区　第５面　柱穴（２S-705、707、713、752、３S-10、19）

平・断面図及び出土遺物

1 10YR4/1褐灰色 シルト φ1cmの地山      
  ブロックを含む
2 10YR3/1黒褐色 シルト φ1cmの石英、
  炭化物が混じる

1 10YR5/1褐灰色 シルト 地山ブロック、   
  炭化物が混じる
2 10YR4/1褐灰色 シルト 炭化物が混じる
3 10YR7/2灰黄色土 地山ブロック主体、
  炭化物が少し混じる

1 10YR4/1 褐灰色 シルト

2 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

3 10YR3/1 黒褐色 粗粒砂混シルト

※断面掘削時に断面に傾斜が
　できてしまった為一部平面
　と断面が合わない

1 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルトに

  10YR5/4 にぶい黄褐色 

  シルトブロック含む

2 N3/ 暗灰色 礫～極粗粒砂混シルト

3 10YR3/1 黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

1 10YR4/1 褐灰色 粗粒砂混シルト～粘土

2 10YR4/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

3 10YR6/1 褐灰色 粗粒砂～中粒砂混シルトと

  N4/ 灰色 粗粒砂～中粒砂混シルトの混合

4 10YR5/1 褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

5 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

1　10YR3/1 黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

2　N3/ 暗灰色 礫～極粗粒砂混シルト

3　2.5Y4/1 黄灰色 粗粒砂混シルト

4　10YR5/1 褐灰色 粗粒砂混シルト

5　10YR2/1 黒色 泥炭質シルト

6　10YR6/1 褐灰色 粗粒砂混シルト
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1 10YR3/2黒褐色 シルト 礫・石英を含み、
  炭化物が混じる
2 10YR6/2灰黄褐色 シルト 礫を含み、
  地山(溝埋土)主体
3 10YR4/1褐灰色 シルト 石英粒、
  炭化物が混じる

1 10YR4/1褐灰色 シルト 
  2層に比べ炭化物が多く混じる
2 10YR5/1褐灰色 シルト 
  石英を含み、炭化物が混じる
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第Ⅳ－６－18図　２区　第５面　柱穴（２S-289、291、297、３S-35、37）　

平・断面図及び出土遺物
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2S-704 出土遺物 2S-705 出土遺物

25

14

35

3280

6567

6377

(1:6)0 10cm

第Ⅳ－６－19図　２区　第５面　柱穴（２S-704、705）　出土遺物

る。残存部の直径は0.37ｍ、深さは0.47ｍである。断面形はコップ形である。柱穴中央部に柱が残存

する。柱の東側面と下端に石が入れられており、根固めのためと考えられる。（馬路）

２Ｓ-704（第Ⅳ－６－16・19図）

　E４グリッドで検出した。平面形は円形で、直径0.45ｍ、深さ0.31ｍである。断面形は深い椀形で、

底面が柱の直径に合わせて１段深くなる。柱穴のほぼ中央部に柱（3280）が残存しており、底面に１段

深く埋まっていた部分は腐食により一回り細くなっていた。（馬路）



第Ⅳ章　２・３区の調査成果

― 210 ―

2S-713 出土遺物 3S-10 出土遺物
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4096
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第Ⅳ－６－20図　２・３区　第５面　柱穴（２S-713、３S-10）　出土遺物

２Ｓ-705（第Ⅳ－６－17・19図）

　E４グリッドで検出した。Ｅ・Ｆライン間トレンチ断面に西半分がかかっており、約半分が失われ

ている。平面形は楕円形と推測できる。残存部の長径は0.42ｍ、深さは0.57ｍである。埋土中央部に

柱が２本残存していた。２つの柱穴が重複している可能性も考えたが、平面、断面共に明確にそうし

た痕跡を確認することはできなかった。２本の柱があることの理由は明らかにできなかった。出土し

た柱（6567、6377）は、いずれも芯持ちの丸太材で、末端部は平らに加工されている。（馬路）

２Ｓ-707（第Ⅳ－６－17図）

　Ｅ４グリッドで検出した。南北に細長い楕円形で、南側に細くすぼまる。長径は0.32ｍ、短径は0.27

ｍ、深さは0.11ｍである。断面形は椀形で、柱穴の南東隅に柱が残存していた。（馬路）

２Ｓ-713（第Ⅳ－６－17・20図）

　D４グリッドで検出した。平面形は楕円形で、長径は0.57ｍ、短径は0.43ｍ、深さは0.26ｍである。

底面は、中央から東側にかけて１段低くなっており、その凹んだ部分に石を設置してその上に柱を設

置している。柱（3281）は丸太の約半分を分割して用い、分割面は加工し、反対側は樹皮剥ぎのままで、

断面は丸みを帯びた多角形に仕上げられている。末端部は、両側面から加工され、中央部に稜を持つ

山形に成形されている。
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第Ⅳ－６－21図　２区　第５面　柱穴（２S-761）　平・断面図及び出土遺物

石・石器
木器

A A'

A A' A A' A A'

A A'

1 2.5Y3/1黒褐色 極粗粒砂～粗粒砂混シルトに

　10YR7/3にぶい黄橙色 粘土ブロック含む

2 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

3 N4/灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルトに

  10YR7/3にぶい黄橙色 粘土ブロック含む

4 N4/灰色 粗粒砂混シルト

5 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

6 10YR6/2～10YR6/4灰黄褐色～にぶい黄橙色 

  極粗粒砂～細粒砂

7 10YR6/1褐灰色 中粒砂～細粒砂に

  10YR4/1褐灰色 シルトブロック混じる

8 2.5Y4/1黄灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト
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２Ｓ-752（第Ⅳ－６－17図）

　D・E4グリッドで検出した。平面形は南北に細長い楕円形で、長径は１ｍ、短径0.46ｍ、深さ0.59

ｍである。検出時の断面AA’よりも、底面が北側にずれるため、BB’断面を取り直した。中央部の断

面形はコップ形で底面が１段深くなる。深くなった部分に柱の痕跡を確認できたが、腐食が著しく、

取り上げられるような状態ではなかった。（馬路）

２Ｓ-761（第Ⅳ－６－21・22図）

　Ｅ５グリッドで検出した。２Ｓ-759を切って掘削されていた。第６面に帰属する遺構として調査は

行ったが、２Ｓ-759に帰属する遺物の時期を検討した結果、第５面に帰属すると判断した。北側はＥ・

Ｆライン間トレンチにより切られるが、平面形は楕円形と考えられる。残存部の規模は、長径1.0ｍ、

短径0.82、深さ0.4ｍである。断面形は概ね椀形を呈するが、底部が一段深く二段掘りになる。埋土中

から礎板が出土し、断面形の二段掘りに対応するように礎板が設置されていた。最下段は、長さ0.3

ｍ程度の板材を二段重ねに設置して二段掘りのテラスと概ねレベルを揃える。その上を土で埋めつつ

長さ0.4ｍ、幅0.1ｍ程度の分割材（4647、4648）を３本平行に南北方向を長軸にして設置する。その上

に建築部材を分割した長さ0.5ｍ、幅0.3ｍ程度の板材（4393、4490）を２枚重ねて設置している。テラ

スを境に礎板の構造は異なるが、当初からこうした構造で礎板を設置したのか、建て替えによるもの
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4647

4648

49

47

54

53

4393

4490
(1:6)0 10cm

35mm 35mm

146mm

32mm 26mm

第Ⅳ－６－22図　２区　第５面　柱穴（２S-761）　出土遺物
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石・石器
土器

東西サブトレンチ1

A'A

A A' A A'

A'A

A A'

A A'

1 10YR7/1 灰白色 礫～粗粒砂混細粒砂

2 10YR6/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト～粘土

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 炭、

　明黄褐色粗粒砂、土器片含む

1 10YR3/1 黒褐色シルト 炭を密に含む

2 5Y4/1 灰色シルト 黄褐色地山ブロック、

　炭を多く含む

3 5Y4/1 灰色シルト 2 層より色調暗く、

　炭、黄褐色地山ブロック少ない

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混シルトに

  10YR7/1 灰白色 シルトブロック含む

2 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルトに

  10YR7/1 灰白色 シルトブロック含む

3 10YR3/1 黒褐色 粗粒砂混シルト

4 10YR5/1 褐灰色 粗粒砂混シルト

5 N4/ 灰色 粗粒砂混シルト

7.90m
A A’

Y=
-2
5,7
07
.5

X=-55,579.5

X=-55,580.5

Y=
-2
5,7
05

X=-55,583

Y=
-2
5,7
02

A’A
7.70m

A
7.50m

A’

Y=
-2
5,7
07
.5

X=-55,579.5
Y=-25,714

X=-55,601

8.60m

2S-262
2S-262出土遺物

2S-270 2S-272

5-095

1
2 1

1
233

1 2

3
4

5

2S-708

2S-270 出土遺物 2S-272 出土遺物 2S-708 出土遺物

(1:20)0 1m

（1:40） 1ｍ0

（1:40） 1ｍ0 (1:4)0 10cm

(1:4)0 10cm

5-095

5-096

5-097

5-098

第Ⅳ－６－23図　２区　第５面　土坑（２S-262、270、272、708）

平・断面図及び出土遺物
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石・石器
土器

A A'

A A'

1 10YR6/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに～5cmの角礫含み炭片混

2 10YR5/2灰黄褐色 礫～粗粒砂混シルトに～3cmの角礫含み炭片混

3 10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂混シルトに～5cmの角礫含み炭片混

4 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト 炭混

13.20m

Y=-25,737

Y=-25,739

X=
-55
,62
1

X=
-55
,62
3

123 4

(1:40)0 1m

第Ⅳ－６－24図　２区　第５面　土坑（２S-739）　平・断面図及び出土遺物

(1:4)0 10cm
5-099 5-100

5-101

か明確にはできなかった。また、この柱穴とセットになると考えられる柱穴は、当該遺構面及び上下

の遺構面からは検出できなかった。埋土中から出土した甕の口縁部片（５－094）の特徴から乙亥正Ⅸ

期の遺構と考えられる（馬路）。

３Ｓ-10（第Ⅳ－６－17・20図）

　Ｂ２グリッドで検出した。平面形は円形で、長径0.27ｍ、短径0.26ｍ、深さ0.11ｍである。断面形は、

椀形で底部中央が一段深くなる。柱は、掘方の中央に設置されていた。柱以外に遺物は出土しなかっ

た。柱（4096）は分割材を用いており、断面形は丸みを帯びた菱形に成形されている。（馬路）



第６節　第５面（Ⅴ - ２層下面）の調査

― 215 ―

第Ⅳ－６－25図　２区　第５面　土坑（２S-751）　平・断面図及び出土遺物

石・石器
土器

‥‥土器A A'

A A'

1　10YR4/1褐灰色 礫～中粒砂混シルトに炭片を含む

X=-
55,
626

13.70m

Y=-25,745

Y=-25,746

1

5-104 5-102

(1:40)0 1m

(1:4)0 10cm

5-102

5-103

5-104

5-105

３Ｓ-19（第Ⅳ－６－17図）

　Ｃ２グリッドで検出した。平面形は南北に細長い楕円形で、長径0.34ｍ、短径0.23ｍ、深さ0.28ｍ

である。断面形はコップ形で、埋土中央部に0.12ｍの柱痕がある。遺物は出土しなかった。（馬路）

３Ｓ-35（第Ⅳ－６－18図）

　Ｃ２グリッドで検出した。平面形は円形だったと推測できる。規模は推定で、長径0.28ｍ、短径0.22

ｍ、検出面からの深さが0.16ｍである。断面形はコップ形で、埋土中央部に0.11ｍの柱痕がある。遺

物は出土しなかった。（馬路）

３Ｓ-37（第Ⅳ－６－18図）

　Ｂ１グリッドで検出した。平面形は円形で、長径0.5ｍ、短径0.4ｍ、深さ0.09ｍである。断面形は

皿形で、底部中央が柱痕に対応して１段深くなる。柱痕は、幅0.14ｍである。遺物は出土しなかった。

（馬路）
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第Ⅳ－６－26図　２・３区　第５面　柱穴、土坑（２S-729、３S-14、28、33・42・43）

平・断面図及び出土遺物

土器

A’

A A A’

A’A

A A’

A A’

A A'

A A'

1 10YR4/1褐灰色 シルト
  φ5cm大の角礫含み、
　粗砂がラミナ状に入る
2 10YR5/1褐灰色 シルト
  ラミナ状に粗砂含み、
　炭化物が混じる

1 10YR4/1褐灰色 シルト φ3mm大の石英を
  含み、炭化物が混じる
2 10YR6/2灰黄褐色 シルト 地山ブロック主体
3 10YR3/2黒褐色 シルト
4 10YR4/1褐灰色 シルト φ3mm大の石英、
  地山ブロック含み、炭化物が多く混じる
5 10YR5/1褐灰色 シルト 1層に比べ、
  φ3mm大の石英、炭化物が混じる
6 10YR4/1褐灰色 シルト φ3cm大の石英、
  炭化物が混じる
7 10YR6/2灰黄褐色 シルト 地山を主体とする埋
  土、シルトを含む

3S-43

3S-42

3S-33

1 10YR3/1 黒褐色 礫混シルトに

  10YR8/1 灰白色 礫～極粗粒砂混

  極粗粒砂ブロック含む

2 10YR5/1 褐灰色 極粗粒砂混シルト

3 10YR3/1 黒褐色 極粗粒砂混シルト 1 10YR7/2 灰黄褐色シルト

　細粒砂含む

2 10YR4/1 褐灰色シルト

　細粒砂がラミナ状に入る

3 10YR5/1 褐灰色シルト

　細粒砂が多く入る

6.40m

X=
-5
5,5
79
.5

Y=-25,689.5

X=
-5
5,5
77

Y=-25,
691.5

6.40m

X=-5
5,60
2

Y=-25,706.5

8.00m

Y=
-2
5,
69
5

X=-55,577.5

6.70m
A A’

3S-14 3S-28

3S-33・42・43

1

2

5

4

2
3

1

6

6 67

1
2

3

1 2

3

3S-33
3S-42

3S-43

2S-729 

2S-729 出土遺物 3S-14 出土遺物 3S-28 出土遺物 3S-33 出土遺物

(1:40)0 1m

(1:4)0 10cm

5-106
5-107

5-108
5-109
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土坑

　土坑は、２区において合計74基を確認し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。これらの

内の主だったものについてのみ、個別に報告する。

２Ｓ-262（第Ⅳ－６－23図）

　Ｂ２グリッドでほぼ完形の甕を埋まった状態で検出した。平面形はやや東西に細長い楕円形で、長

径0.44ｍ、短径0.41ｍ、深さ0.14ｍである。断面形は浅い椀形で、底面からやや浮いた状態で口縁部

を西に向けて真横に倒れた状態で甕（５－095）が１個体出土した。土器がほぼ完形であること、土坑

が土器のちょうど収まる規模に掘削されていることから、意図的に埋められたと考えられる。土器は、

乙亥正Ⅴ期のものと考えられる。（馬路）

２Ｓ-270（第Ⅳ－６－23図）

　Ｃ３グリッドで検出した。北側がトレンチにより消滅しているが、楕円形と考えられる。長径0.56

ｍ、短径0.46ｍ、深さ0.23ｍである。断面形は椀形で、東壁の中程は２段掘りになり、幅の狭いテラ

スが形成されている。埋土中から、甕（５－096）の小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-272（第Ⅳ－６－23図）

　Ｃ３グリッドで検出した。平面形は胴張の隅丸三角形で、径0.28ｍ、深さ0.12ｍである。断面形は

椀形で、北壁の中程が２段掘りになり、幅の狭いテラスが形成されている。埋土中からは、甕（５－

097）の小片が出土した。（馬路）

２S-708（第Ⅳ－６－23図）

　E４グリッドで検出した。平面形は円形で、長径は0.22ｍ、短径0.21ｍ、深さ0.23ｍである。断面形

は漏斗状に底面から上方に向けて広がる。埋土中から乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の甕（５－098）が出土した。（馬

路）

２S-729（第Ⅳ－６－26図）

　E３グリッドで検出した。平面形は胴張りの隅丸方形で、長径は0.52ｍ、短径0.49ｍ、深さ0.09ｍで

ある。断面形は長方形である。埋土中から乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の甕が出土した。（馬路）

２S-739（第Ⅳ－６－24図）

   Ｇ６グリッド北西部の標高13.1ｍ付近で検出した。北西側の一部を削平されているが、平面形は不

整形をなし、断面形は皿状を呈する。検出した規模は長軸約3.0ｍ、短軸約1.7ｍ、深さ約0.2ｍを測る。

埋土は褐灰色系を主体に４層に分層できる。出土した土器は僅かであり時期幅も見られるが、乙亥正

Ⅷ期に相当するものが含まれることから、この頃に埋没したものと考える。（原田）

２S-751（第Ⅳ－６－25図）

   Ｇ７グリッドほぼ中央の標高13.7ｍ付近で流路（２S-738）と切り合う形で検出した。平面形は隅丸長
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土器
木器
石・石器

A’A

A’AA A’

A A’

A’AA

A’

1 10YR4/1褐灰色 シルト φ3mm大の
　石英粒を含み、炭化物が混じる
2 10YR3/2黒褐色 シルト φ3mm大の
  石英粒を含み、炭化物が微量に混じる
3 10YR5/1褐灰色 シルト 石英を多く含む

1 10YR5/3黄褐灰色 粗粒砂 土器が混じる
2 10YR3/2黒褐色 シルト 細粒砂混じる

1 10YR6/1褐灰色 シルト φ3mm大の石英粒を
　含み、黒褐色シルトがまだらに混じる

1 10YR5/3 黄褐色 粗粒砂

2 10YR3/2 黒褐色 シルト

　細粒砂がまだらに混じる　

1 10YR5/1 褐灰色シルト

　5cm 大の礫と 3cm 大の礫・炭含む

6.20m

X=
-55
,58
9

Y=-25,683.5

X=-
55,5
96

Y=-25,691.5

6.80m

6.40m

X=
-55
,57
7.5Y=-25,690

5.90m
A A’

Y=
-2
5,6
87

6.00m
A A’

Y=
-2
5,
67
9.5

X=-55,593

3S-31

3S-473S-46

3S-45

1 2

3S-41

1

2 3
1

5-117

1

2
4015

1

A A’A A’

3S-31 出土遺物

3S-41 出土遺物

3S-45 出土遺物

3S-46 出土遺物 3S-47 出土遺物

（1:40） 1ｍ0

(1:4)0 10cm

5-110

5-111

5-112

5-113

5-115
5-116 5-117 5-114

第Ⅳ－６－27図　３区　第５面　土坑（３S-31、41、45、46、47）

平・断面図及び出土遺物
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方形をなし、断面形は椀状を呈する。検出した規模は長軸約2.1ｍ、短軸約1.2ｍ、深さ約0.4mを測る。

埋土は褐灰色系の単層となる。出土した土器に乙亥正Ⅷ期に相当するものが含まれることから、この

頃に埋没したものと考える。（原田）

３Ｓ-14（第Ⅳ－６－26図）

　Ｂ２グリッドで３Ｓ-３の上面で検出した。平面形は楕円形で、長径は0.32ｍ、短径0.24ｍ、深さ0.24

ｍである。断面形はコップ形で、南西部が外側に広がる。埋土中から乙亥正Ⅱ～Ⅲ期の壺（５－107）

が出土した。（馬路）

３Ｓ-28（第Ⅳ－６－26図）

　Ｂ２グリッドで３Ｓ-３の上面で検出した。北側と西側がそれぞれ側溝に切られて消滅しているが、

平面形は楕円形と推測できる。残存部の長径は0.96ｍ、短径0.52ｍ、深さ0.22ｍである。断面形は深

皿形である。埋土中から乙亥正Ⅱ～Ⅲ期の土器片（５－108）が出土した。（馬路）

３Ｓ-33・42・43（第Ⅳ－６－26図）

　Ｂ１グリッドで３Ｓ-３の上面で検出した。３Ｓ-42と43が３Ｓ-33を切る。３Ｓ-42の平面形は楕円形

で、長径は0.28ｍ、短径0.22ｍ、深さ0.14ｍ、断面形は椀形である。３Ｓ-43は柱穴で柱痕と考えられ

る堆積（１層）がある。平面形は楕円形で、長径は0.3ｍ、短径0.24ｍ、深さ0.27ｍ、断面形は椀形であ

る。３Ｓ-33の平面形は隅丸長方形で、長径は1.19ｍ、短径0.78ｍ、深さ0.2ｍ、断面形は皿形である。

３Ｓ-33の埋土中から乙亥正Ⅲ期の甕（５－109）の小片が出土した。（馬路）

３Ｓ-31（第Ⅳ－６－27図）

　Ｂ２グリッドで３Ｓ-３の上面で検出した。平面形は隅丸三角形で、長径は0.31ｍ、短径0.3ｍ、深さ0.24

ｍである。断面形はコップ形で、北西側は２段掘りで幅の狭いテラスが形成される。埋土中から乙亥

正Ⅶ期の甕口縁部（５－110）の小片が出土した。（馬路）

３Ｓ-41（第Ⅳ－６－27図）

　Ｂ１グリッドで３Ｓ-３の上面で検出した。北側が側溝により消滅しているが平面形は楕円形と考

えられる。残存部の規模は、長径0.97ｍ、短径0.47ｍ、深さ0.08ｍである。断面形は皿形で、埋土中

から甑型土器の把手（５－111）が出土した。（馬路）

３Ｓ-45（第Ⅳ－６－27図）

　Ｄ０グリッドで検出した。東側は３Ｓ-２の流路により切られる。平面形は胴張の隅丸方形で、長

径0.75ｍ、短径0.7ｍ、深さ0.24ｍである。断面形は長方形である。埋土中から、乙亥正Ⅴ～Ⅶ期の甕

口縁部小片（５－112 ～ 114）が出土した。（馬路）

３Ｓ-46（第Ⅳ－６－27図）

　Ｄ２グリッドで３Ｓ-39の上面で検出した。平面形は楕円形で、長径は0.61ｍ、短径0.36ｍ、深さ0.1
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木器

B
B'

A A'

A A'

B

B'

A A'

B

B'

1　10YR4/1褐灰色 シルト

2　10YR7/3にぶい黄橙色 礫～極細粒砂に10YR7/1灰白色 細粒砂～極細粒砂をラミナ状に含む

3　10YR6/1褐灰色 極細粒砂混シルトに炭小片を含む

4　10YR7/1灰白色 細粒砂～極細粒砂に10YR7/3にぶい黄橙色 礫～極細粒砂をラミナ状に含む

5　7.5Y4/1灰色 粘土

6　5Y4/1灰色 礫～粗粒砂混 粘土

7　7.5Y3/1オリーブ黒色 粘土に炭小片をわずかに含む

8　5Y4/1灰色 礫～粗粒砂

9　10YR5/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR6/6明黄褐色 小ブロックと～5cmの角礫を含む

10　10YR5/1褐灰色 礫～細粒砂混シルト

11　10YR6/2灰黄褐色 礫～極細粒砂

12　10YR3/1黒褐色 中粒砂～極細粒砂混 有機質シルト 

13　10YR2/3黒褐色 粗粒砂混  有機質シルト

14　10YR3/2黒褐色 礫～細粒砂混シルトに10YR2/3黒褐色 有機質シルトと10YR5/2灰黄褐色 シルトブロックを含む

15　10YR4/1褐灰色 礫～極細粒砂混シルト

16　5Y4/1灰色 礫～細粒砂混シルト

17　N4/灰色 礫～粗粒砂混シルトに小角礫含む
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第Ⅳ－６－28図　２区　第５面　井戸（２S-742）　平・断面図
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第Ⅳ－６－30図　２区　第５面　溝（２S-347）　平・断面図及び出土遺物

石・石器
土器

D

D’

C’

C

B B’

A’A

1 2.5Y5/1 黄灰色 含礫・炭化物 粗粒砂混シルト

2 2.5Y4/1 黄灰色 含炭化物 シルト 黄褐色粒多く含む

3 2.5Y4/1 黄灰色 含炭化物 シルト

4 10YR4/1 褐灰色 細粒砂混シルト

5 10YR4/1 褐灰色 シルト

6 10YR6/1 褐灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト

7 2.5Y4/1 黄灰色 粘土

8 2.5Y3/1 黒褐色  粗粒砂混粘土

1 2.5Y4/1 黄灰色 シルト混 黄褐色粒多く含む

2 2.5y4/1 黄灰色 細粒砂がラミナ状に入る 

  シルト・炭混

　１層との境に中～細粒砂の薄層あり
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第Ⅳ－６－31図　２区　第５面　溝（２S-347）　遺物出土状況拡大図A（左）・B（右）

土器
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第Ⅳ－６－32図　２区　第５面　溝（２S-347）　出土遺物
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第Ⅳ－６ー 33図　２区　第５面　溝（２S-348）　平・断面図

木器
土器

A

‥‥木器

A

C

A'

C'

B

B'

A A'

B B'

C C'

1 10YR3/1黒褐色 礫～極粗粒砂混シルト

2 N3/暗灰色 礫～極粗粒砂混 シルトに10YR6/2灰黄褐色 中粒砂～細粒砂ブロックと

  5Y6/1灰色 シルトブロック含む

3 10YR4/1褐灰色 粗粒砂混シルト

1 10YR3/1黒褐色 粗粒砂混シルト 

2 10YR4/1褐灰色 粗粒砂混シルトに5Y6/1灰色 シルトブロック含む

3 N3/暗灰色 粗粒砂混シルト

1 10YR6/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
2 10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト
3 N5/灰色 礫～極粗粒砂混シルトにN8/灰白色 シルトブロックを含む
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第Ⅳ－６ー 34図　２区　第５面　溝（２S-348）　遺物出土状況拡大図及び出土遺物

‥‥木器
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(1:4)0 10cm5-127

5-128 5-129

5-130

第Ⅳ－６－35図　２区　第５面　溝（２S-348）　出土遺物

ｍである。断面形は皿形である。検出面で楕円形の板状木製品が出土したほか、埋土中から乙亥正Ⅶ

～Ⅷ期の甕小片（５－115）が出土した。（馬路）

３Ｓ-47（第Ⅳ－６－27図）

　Ｃ１グリッドで検出した。平面形は楕円形で、長径は0.41ｍ、短径0.3ｍ、深さ0.11ｍである。断面

形は椀形である。埋土中から乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の甕口縁部（５－116）の小片と高坏の脚柱部（５－117）が

出土した。（馬路）

井戸

２Ｓ-742（第Ⅳ－６－28・29図）

   Ｇ７グリッドの標高13.4ｍ付近で２S-738の肩部に接する形で検出した井戸である。長軸、短軸とも

１ｍ以上のやや楕円形を呈する掘り方を持つ。径約0.7mを測る刳り抜き桶を井戸枠として転用して

いるが、上層で検出した２S-672の流水方向に傾いている。掘方の埋土は４層に分層されるが、12層

は井戸枠が傾く際に下層の堆積層が崩れたものと思われ、本来は、西側を２S-738の肩部に沿って掘

り込み、東側をやや広く掘り込んだ中に井戸枠を設置した後、褐灰色のシルトと角礫で埋めたものと

考える。また、西側では板材が井戸枠に接する形で、東側では先端を杭状に加工した棒状材が下層に

打ち込む形で出土していることから、それぞれ井戸枠を設置する際に固定に用いた可能性が考えられ

る。井戸枠の中の埋土は８層に分層される。底面付近に礫と粗粒砂が堆積しており、これらは濾過を

意図したものと考える。その上層に粘土が堆積しているが、これらは機能時に堆積したものと考えら

れ、７層中からは植物の種子が出土している。更に上層には、埋没過程で堆積したと考えられるシル

ト層を間層として砂がラミナ状に堆積している。

   掘方や埋土上層で古墳時代前期の土器片が含まれることから、この時期に埋没したのものと考える。

（原田）

溝

２Ｓ-347（第Ⅳ－６－30～ 32図）

　Ｄ6グリッドで検出した。６ライントレンチに沿って真っ直ぐ北から南に延びる。北端は、第７面

の溝（２S-245）の手前までしか確認できなかったが、上面をかなり掘削してから検出したため、本来

はさらに北側へと延びていた可能性が考えられる。延長は約7.6ｍ、幅約0.48ｍ、検出面からの深さは、
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第Ⅳ－６－36図　２区　第５面　溝（２S-700）　平・断面図、出土遺物分布図及び出土遺物

石・石器

‥‥土器

A'A

B B'

B B'

A A'

1 10YR6/2灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト

2 N3/暗灰色 粗粒砂混シルト

3 10YR6/1褐灰色 極粗粒砂混シルト西側にN3/暗灰色 粗粒砂混シルトブロックを含む

4 N5/灰色 粗粒砂混シルトに10YR8/2灰白色・10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む

5 10YR3/1黒褐色 含腐植 極粗粒砂混シルトに10YR7/3にぶい黄橙色 シルトブロックを含む

1 10YR5/1褐灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルト

2 10YR6/2灰黄褐色 中粒砂～極細粒砂に10YR5/1褐灰色 シルトブロック含む

3 10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルト

4 10YR4/1褐灰色 含炭化物 礫～極粗粒砂混シルトに

  10YR7/1灰白色・10YR7/3にぶい黄橙色 粘土ブロック含む

5 10YR5/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに10YR7/1灰白色 中粒砂～細粒砂ブロック含む
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石・石器
‥‥木器
‥‥土器

B' B

A A'

A A'

B B'

1 10YR7/3にぶい黄橙色 粗粒砂～細粒砂

2 10YR7/2にぶい黄橙色 極粗粒砂混粘土

3 10YR7/1灰白色 極粗粒砂～中粒砂に

  10YR5/1褐灰色 極粗粒砂混シルトがラミナ状に入る

4 2.5Y7/1灰白色 礫～細粒砂

5 10YR7/2にぶい黄橙色 極粗粒砂混粘土

6 N5/灰色 極粗粒砂混シルト 

1 10YR4/1褐灰色 礫～極粗粒砂混シルトに

  7.5YR6/2灰褐色 極粗粒砂混シルトブロックを含む

2 10YR7/2～7/6にぶい黄橙～明黄褐色 

  極粗粒砂～極細粒砂に10YR5/1褐灰色

  シルトブロックを含む

3 10YR5/2灰黄褐色 粗粒砂混粘土に風化花崗岩を含む

4 1層3層の混合

5 10YR5/2灰黄褐色 粗粒砂混粘土
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第Ⅳ－６－37図　２区　第５面　溝（２S-746）　平・断面図、出土遺物分布図及び出土遺物
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第Ⅳ－６－39図　２区　第５面　溝（２S-754）　平・立面図１及び出土遺物
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土器
木器

炭化範囲

機能時掘方内・基盤層内の構造材
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第Ⅳ－６－40図　２区　第５面　溝（２S-754）　平・立面図２

ＣＣ’断面で0.36ｍである。溝内の堆積は、下半は腐植の混じる細砂からシルトを主体とし、ＤＤ’断

面付近では、１層と２層の層境に細砂から中砂の堆積が認められる。上層は粗砂混じりのシルトない

し粘土で埋没している。時折流水を伴うことがあっても、水の流れは停滞した状態で埋没していった

と考えられる。全体的に断面形はコップ形でやや深い。北端と南端の底面のレベル差は約0.07ｍとか

なり緩い勾配で、北から南に低くなる。また、埋土下半には、細い枝などの自然木や加工木を中心に

土器、礫などがかなり多く廃棄されていた。南端から南側は地山になっておりさらに南に延びる可能

性はなく、同じく東側も６ライントレンチの断面では溝の底面レベルが地山に相当することから屈曲

して東に流れる可能性は無い。このような溝の形態や遺物の出土状況から、別の溝などに接続して水
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機能時掘方内・基盤層内の構造材
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第Ⅳ－６－41図　２区　第５面　溝（２S-754）　平・立面図３

を流す目的があったわけではなかったと考えられる。西側の丘陵部と東側の微高地を区画するなどの

目的があった可能性が考えられる。

　埋土下半部からは、細い枝などの自然木のほかに、剣形などの木器が出土した。また、受け部と脚

台部が破損しただけの鼓形器台２個体（５－125、126）、直口壺（５－120）、甕（５－121 ～ 123）、低脚

坏（５－124）が出土した。甕は乙亥正Ⅶ期と考えられるが、埋土下層から出土した器台は乙亥正Ⅷ期（５

－126）とⅨ期（５－125）と考えられるため、その頃に埋没したと考えられる。

　木器（7848）は杭である。7502は剣形と考えられる。剣形は表裏の区別が明瞭で、表面は丁寧に立体

的に加工されているが、裏面は平らである。身は横断面長方形で、刃部は無い。湾曲して、中央部に
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‥‥土器

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

1 10YR4/1褐灰色

  礫～極粗粒砂混シルト

1 N4/灰色

  礫～極粗粒砂混シルト

1 10YR4/1褐灰色

  極粗粒砂混シルト

2 N5/灰色 粗粒砂混シルト

3 N3/暗灰色 粗粒砂混シルト
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第Ⅳ－６－42図　２区　第５面　溝（２S-720、724、735）　平・断面図及び出土遺物

は２孔１対の穿孔が２か所、縦に並ぶ。茎と身の境は鍔かと思われる突帯があり、鍔との境には身の

側面に突起を削り出す。茎は短く下端に向けて丸くすぼまる。7871は梯子の破片、9556は建築部材と

思われる。（馬路）

２Ｓ-348（第Ⅳ－６－33～ 35図）

　２Ｓ-347の南側に隣接して、概ね２Ｓ-347に沿うように掘削されていた。６ライントレンチの断面

から、２Ｓ-347よりも古い。北西から南東に６ライントレンチまで伸びた後、東側に屈曲し、湾曲し

ながら南東方向に延びる。北西端は、さらに延びると考えられるが検出できなかった。南西端は、調

査した範囲で収束するものと考えられる。延長は約11.75ｍである。断面形は皿形ないし椀形で、検

出面からの深さは0.15 ～ 0.23ｍである。埋土は、概ね粗粒砂の混じるシルトで、中層にはブロック土

が混じる。底面の比高差は、0.29ｍで緩やかに南西に下る。

　埋土中からは、壺（５－127）、甕（５－128、129）、低脚杯（５－130）が出土し、壺は２Ｓ-699出土の

壺と接合した。2765は板状の木器で一方の長側縁が緩く内湾する。2752は平面円形の蓋かと考えられ

る。縁に沿って円孔を穿つ。7525は横断面多角形の棒材である。出土した土器は乙亥正Ⅸ期のものと

考えられる。（馬路）

２Ｓ-700（第Ⅳ－６－36図）

　Ｄ・Ｅ４グリッドで検出した南北方向の溝で西側に湾曲する。南側は２Ｓ-701の流路に切られ、北
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側は落ち込み２Ｓ-698に切られる。溝の延長は約11.0ｍで、検出面での幅は、ＡＡ’、ＢＢ’断面部分

でそれぞれ、0.97ｍ、1.2ｍである。検出面からの深さは、ＡＡ’断面で0.28ｍ、ＢＢ’断面で0.36ｍである。

山側の南から北に向かって傾斜して流れる。北端は中央側溝に切られているが、中央側溝を挟んだ北

側部分は地山となっており、中央側溝内で終わるか、東側に屈曲していたと考えられる。断面形は皿

形で、埋土は基本的に砂質シルトないしそれにブロック土を含み、部分的に砂層で埋没している。ＢＢ’

断面では、最下層に腐植を含んでいる。一時的に水が溜まるような状態があったとはいえ、常時流水

を伴うわけではなかったと考えられる。可能性の一つとして、約３ｍ東側に周壁溝しか確認できなかっ

た竪穴住居があることから、その周堤溝だった可能性が考えられる。

　埋土中からは、壺（５－131）、甕（５－132 ～ 135）、高坏（５－136）が出土した。甕には乙亥正Ⅴ期

のものが１点含まれるが、その他のものは概ね乙亥正Ⅷ～Ⅸ期のものと考えられる。（馬路）

２Ｓ-746（第Ⅳ－６－37図）

　２Ｓ-700のすぐ西側で、２Ｓ-700に沿うように検出した溝である。２Ｓ-700とは切り合い関係に無

いが、２Ｓ-698に切られる。北端は、中央側溝に切られるが、中央側溝を挟んだ北側が地山のため中

央側溝内で終わるか、東に屈曲すると考えられる。南端は、上層の流路により攪乱されており残存し

なかった。溝の延長は約7.0ｍ、検出面での幅は約0.8 ～ 1.6ｍ、深さは0.2 ～ 0.28ｍである。底面は、

南から北へと緩やかに傾斜する。断面形は、椀形ないし皿形で、埋土は基本的に砂質シルト～粘土層

で、部分的に砂層が堆積する。機能は、２Ｓ-700と同様に周堤溝の可能性が考えられる。

　埋土中からは、甕（５－137 ～ 141）、高坏（５－142）、器台（５－143）が出土した。出土した土器に

は乙亥正Ⅷ期のものが含まれるが、甕（５－139、140）は乙亥正Ⅸ期と考えられるので、その頃の遺構

と考えられる。（馬路）

２Ｓ-754（第Ⅳ－６－38～ 41図）

　Ｅ２グリッドで検出した。北西から東に緩く湾曲しながら掘削されていた。北西端の３ライントレ

ンチよりも西側と東側溝よりも東側では検出できなかった。検出した溝の延長は、約6.6ｍである。

溝は、横板と杭による護岸が行われており、部分的に残存していた。溝の断面形は、ＡＡ’断面では

椀形、東側溝断面では皿形である。幅は、ＡＡ’断面で0.29ｍ、ＢＢ’（東側溝）断面で0.62ｍである。

東側溝の手前約１ｍから溝の幅が南北に広がり、杭や横板の痕跡が認められなくなる。この区間は護

岸をしていなかったために壁面の浸食や崩落などで広がったものと考えられる。検出面からの深さ

は、ＡＡ’断面で0.09ｍである。埋土下層はシルト層、上層は砂層である。

　護岸は、南岸と北岸の両方にあり、西側の１-２間（第Ⅳ－６－39図）は南岸の横板が残存していた。

横板は長さ0.43ｍ、幅0.05ｍで、幅の狭い板である。横板の西端は欠損しており、さらに延びていた

と考えられるが、これに伴う杭は見つからなかった。続く２-３間（第Ⅳ－６－40図）は、南北両岸に

横板と杭が残存していた。北岸の横板は、非常に残存状態が悪く、幅0.02～0.05ｍ、長さ約1.2ｍである。

杭は、約1.5ｍ間隔で打ち込まれ、溝底面から数ｃｍ頭を出す程度で、腐食により細く先細りしていた。

地中部分は長さ約0.7 ～ 0.9ｍあり、溝の対岸に向けて斜めに打ち込まれていた。南岸の横板も残存状

況が悪く、幅0.01 ～ 0.02ｍ、長さ約1.2ｍである。杭は北岸と同様に地上部は数ｃｍしかなく、地中部

分は約0.6 ～ 0.7ｍある。垂直ないしやや南に傾いて打ち込まれていた。杭の間隔は西から5782、8382
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第Ⅳ－６－48図　２区　第５面　溝（２S-758・759）　遺物出土状況拡大図Ａ及び出土遺物１
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第Ⅳ－６－49図　２区　第５面　溝（２S-758・759）　遺物出土状況拡大図Ｂ及び出土遺物２
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と5153間が0.56ｍ、5153と4783間が0.77ｍ、4783と4782間が1.03ｍである。３-４間（第Ⅳ－６－41図）

には、南北両岸にそれぞれ杭が１本ずつあるのみで、これより東側には杭や横板の痕跡は確認できな

かったため、もともと護岸はこれらの杭のあたりまでしかなかったと考えられる。

　埋土中からは、土器、木器が出土した。図化した甕（５－144、145）はいずれも、乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の
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第Ⅳ－６－50図　２区　第５面　溝（２S-758・759）　出土遺物３
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  10YR3/1黒褐色 泥炭質シルトの互層で板材の南側は泥炭質シルト

4 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂混シルトで腐植含む
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第Ⅳ－６－ 54図　２区　第５面　溝（２S-730）　遺物出土状況拡大図A
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ものと考えられる。木器は4597が槽、5782・8382は芯持ち材の杭で樹皮が残る。（馬路）

２Ｓ-720（第Ⅳ－６－42図）

　Ｅ４グリッドで検出した短い溝である。延長は、0.91ｍでほぼ東西に延びる。幅は、ＡＡ’断面で0.21

ｍ、検出面からの深さは0.11ｍである。この溝の周辺には周壁溝が複数あることから、それらの一部

だった可能性もある。遺物は出土しなかった（馬路）。

２Ｓ-724（第Ⅳ－６－42図）

　Ｅ３グリッドで検出した溝で、２Ｓ-723に切られる。延長は、0.95ｍで概ね北西から南東方向に延

びる。幅はＡＡ’断面で0.16ｍ、検出面からの深さは0.09ｍである。２Ｓ-720と同様に周壁溝の一部だっ

た可能性がある。遺物は埋土中から乙亥正Ⅲ～Ⅸ期の土器小片が出土した。（馬路）

２Ｓ-735（第Ⅳ－６－42図）

　Ｅ６グリッドで検出した溝である。東側は６ライントレンチにより消滅している。逆Ｌ字形に南北

方向に延びてから西に屈曲する。延長は、推定で約2.4ｍである。幅はＡＡ’断面の残存部で0.28ｍ、

深さが0.07ｍである。埋土中から乙亥正Ⅸ期の甕片（５－146）が出土した。（馬路）　

２Ｓ-738（第Ⅳ－６－43～ 45図）

　Ｇ７グリッドの標高14ｍ付近で検出した。上層の２S-672と走行は同じく、２S-742、２S-751とそれ

ぞれ切り合う。北側は削平されているが、長さ約6.8ｍ、上流側の幅約5.0ｍ、下流側の幅約2.3ｍ、深

さは0.4m前後を測る。埋土は黒色から黒褐色を主体とし、東側には地山に近い埋土が堆積している。

２S-672と同様に、常時水流のあるものではなく、一過性の流路であると考える。埋土中から出土し

た土器は、概ね乙亥正Ⅶ・Ⅷ期に相当しており、この頃に埋没したものと考えられる。（原田）

２Ｓ-758・759（第Ⅳ－６－46～ 50図）

　Ｅ４・５グリッドで検出した。柱穴（２Ｓ-761）に切られる。第６面に帰属する遺構として調査を行っ

たが、埋土中から出土した遺物の時期を検討した結果、第５面に帰属する遺構と判断した。

　東西方向の溝と北へ延びる溝が鍵の手状に交わる。東西方向の溝が２Ｓ-758で、南北方向の溝が２

Ｓ-759である。別々の遺構として調査を始めたが、切り合い関係が明確ではなく、交点付近の埋土が

類似していたことから同時に機能していたと判断した。東西方向の溝の延長は約13.0ｍ、南北方向は

約6.2ｍである。東西方向の溝の幅は一定しないが1.0ｍ前後で、東ほど残りが悪いため細くなる。南

北方向の溝の幅は、0.7ｍ前後である。埋土は、砂が下層に堆積しているが、上層は腐食混じりでブ

ロック土を含む堆積になる。常時流水を伴うわけではなかったと考えられる。交点付近を中心に埋土

中ほどから上層にかけて、土器、木器がまとまって出土した。木器は、自然木や棒状品ないし板状品

が目立ち、一部には杭や火鑚臼などが含まれていた。土器は、小片の他に全体形が復元できる程度の

ものも出土した。２S-758からは、複合口縁の壺（５－164）、ほぼ完形の甕（５－161 ～ 163）、蓋（５－

167）が出土した。２S-759からは、複合口縁の壺（５－168）、甕（５－169 ～ 172）、平底甕の底部（５－

173）、ほぼ完形の器台（５－174）、低脚坏（５－175）が出土した。出土した土器の時期は、乙亥正Ⅸ期
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第Ⅳ－６－55図　２区　第５面　溝（２S-730）　遺物出土状況拡大図Ｂ
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第Ⅳ－６－56図　２区　第５面　溝（２S-730）　出土遺物１
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第Ⅳ－６－57図　２区　第５面　溝（２S-730）　出土遺物２
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第Ⅳ－６－58図　２区　第５面　溝（２S-730）　出土遺物３
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第Ⅳ－６－59図　２区　第５面　溝（２S-730）　出土遺物４
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第Ⅳ－６－60図　２区　第５面　溝（２S-730）　出土遺物５
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第Ⅳ－６－61図　２区　第５面　溝（２S-730）　出土遺物６
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第Ⅳ－６－62図　２区　第５面　溝（２S-730）　出土遺物７

のものと考えられる。

　石器はＳ5273は砥石、Ｓ4410は玉作りの剥片である。木器は、4391が桛の支え木で棒材の上端に枘
を作る。下端は欠損である。4664は火鑚臼、5252は平たい棒材を先端にむけて薄く削っている。4651

は厚みのある長方形の板材である。（馬路）



第Ⅳ章　２・３区の調査成果

― 258 ―

第Ⅳ－６－63図　２・３区　第５面　落ち込み（２S-292・３S-３）　平・断面図及び出土遺物

1　10YR5/1褐灰色土 炭化物が混じる
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落ち込み

２Ｓ-689（第Ⅳ－６－51図）

　D４グリッドで検出した。浅い落ち込みが不定形に３×２ｍの範囲に広がる。２S-700と切り合っ

ており、落ち込みが新しい。落ち込みを挟むように東に２S-699、西に２S-764の流路があり２S-700埋

没後の窪みが湿地になったものと考えられる。埋土は腐食の多い泥炭質なシルトが堆積していた。出

土した遺物は少なく、土器は直口壺（５－176）と甕の口縁部片（５－177）を図化した。土器はほかの遺
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第Ⅳ－６－ 64図　２区　第５面　流路（２S-699・701・703）　平・断面図
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第Ⅳ－６－ 65図　２区　第５面　流路（２S-699・701・703）　遺物出土状況図
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構よりも時期が古いことから、本遺構に伴うものではないと考えられる。木器の2936は平面形はしゃ

もじ形をしており、側縁と身の上部を斜めに横切るよう円孔が列状に穿たれている。（馬路）

２Ｓ-730（第Ⅳ－６－52～ 62図）

　Ｅ・Ｆ５グリッドで検出した。第４面で検出した２Ｓ-637と位置はほぼ重複するが、南側では間に

薄く土壌層を確認できたので、別遺構面にそれぞれ帰属させた。平面形は不定形だが、東西に細長く、

北東端が若干突出する。西端は、６ライントレンチ内で収束すると考えられる。残存部の規模は、東

西約7.5ｍ、南北約5.5ｍである。深さは、0.3～0.35ｍである。埋土は、基本的に腐植を多く含むシルトで、

ＣＣ’断面では、断面の中央部に逆級化した砂層が堆積する。この砂層の堆積は、落ち込み底面が溝

状に窪んだ部分に対応する。落ち込みの南側に隣接して流路（２Ｓ-703）があり、ちょうど落ち込み底

部の溝状部分に対応する箇所で、流路北側肩部の一部が北向きに分岐した部分があることから、ここ

から落ち込み内に砂層が流入したものと考えられる。その後徐々に湿地化していったものと考えられ

る。

　埋土中からは多くの土器、木器が出土した。遺物の多くは、底部に形成された溝状部分に廃棄され

たものと考えられ、落ち込みの西端から中央部付近まで列状に土器と木器が混在した状態で出土した

（第Ⅳ－６－53・54図）。東側半分では、溝状部分の南側に比較的まとまって廃棄された遺物のまとま

りがある（第Ⅳ－６－55図）。西側部分の遺物は、小型の棒状品など上に大型の板材を溝に沿って廃棄

した後、臼、棒状や板状木器とほぼ完形の土器を廃棄したものと考えられる。東側の遺物のまとまり

は、棒状品や自然木は比較的少なく、ほぼ完形の土器が数個体まとまって廃棄されていた。

　土器は、非常に残存状況が良好で、ほぼ完形に復元できる個体を中心に43個体を図化した。甕は最

も多く25個体、次いで高坏５個体、壺５個体、器台２個体などである。残存状態の良くない小片を含

めると約50個体出土したと考えられる。土器についての概要は第Ⅰ章第３節で述べたとおりである。

　石器はトレンチから敲石（S2625）と石皿（S3143）が出土した。

　木器の紡織具では、3055はタタリ台と考えられる。平面形は長方形で側面から見ると裁頭四角錐形

である。中央部に方孔を穿つ。出土時には別材が嵌まっていたが、保存処理の過程で脱落した。裏面

は外形に沿うように刳られている。

　容器は合子の蓋（2920）が出土した。約半分が残存する。平面円形で、天井部はゆるくアーチ状に膨

らむ。外面の中心部は欠損しているが、わずかに段を成す部分が残っている。また、部分的に赤彩が

残っており、全体に赤彩されていたと考えられる。口縁部は栓蓋状に加工されて、かえりの外面から

内側に向けて目釘を打つ。目釘の痕跡は残存部に５カ所あり、合計10カ所あったと考えられる。樹皮

などを外側に巻いて、目釘で止めたと考えられる。また、天井部の一カ所にも穿孔がある。愛知県朝

日遺跡に類例（W19）がある。鳥取県内には、松原田中遺跡出土の蓋（W236）に類例がある。天井部の

穿孔や赤彩は類似するが、かえりには溝が彫られている。１か所に目釘が残存する。

　3809は栓で軸部に方孔を持つ。青谷上寺地遺跡の分類ではＢ１類と考えられる。2922は長方形の部

材の内側を刳っている。3221の形態はしゃもじ形で、身の部分は側縁から柄側に弧状に円孔が巡る。

下隅部の円孔は一回り大きい。日本海沿岸地域の遺跡で散見されるが、機能は不明である。3225は杭

である。3230は厚みのある板材、3223は平面長方形の大型の板材である。3119は臼である。出土時は

縦に半裁された状態だったが、取り上げ後にくびれ部が破損して修復できなかった。樹種はトチノキ
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第Ⅳ－６－70図　２区　第５面　流路（２S-699・701・703）　出土遺物１
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第Ⅳ－６－71図　２区　第５面　流路（２S-699・701・703）　出土遺物２
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第Ⅳ－６－72図　２区　第５面　流路（２S-699・701・703）　出土遺物３

である。大型品に属すると考えられる。

　出土した土器の特徴から乙亥正Ⅸ期に埋没したものと考えられる（馬路）。

２S-292・３Ｓ-３（第Ⅳ－６－63図）

　２区北東端から３区北側にかけて検出した落ち込みである。南西から北東方向へなだらかに傾斜す

る。埋土は、大きく２層に分かれ、上層は褐灰色細砂ないしシルト、下層は浅黄色粗砂から細砂である。

出土遺物は、埋土中から土器小片が数点出土した。図化できたのは、乙亥正Ⅶ～Ⅷ期の甕の口縁部片

（５－220）だが、乙亥正Ⅸ期以降に埋没したものと考えられる（馬路）。
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第Ⅳ－６－73図　２区　第５面　流路（２S-699・701・703）　出土遺物４
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第Ⅳ－６－74図　２区　第５面　流路（２S-699・701・703）　出土遺物５
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　礫～細粒砂と10YR5/1褐灰色 シルトの互層
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5-264

第Ⅳ－６－76図　２区　第５面　流路（２S-748）　平・断面図及び出土遺物

(1:6)0 10cm

19

3130

3553

第Ⅳ－６－75図　２区　第５面　流路（２S-699・701・703）　出土遺物６

流路

２Ｓ-699・701・703（第Ⅳ－６－64～ 74図）

　３ラインから６ラインにかけて検出した。南側の尾根が北側に張り出した丘陵裾部を西から東へと

流れる。途中Ｆ５グリッドとＥ４グリッドで北側に分岐する。Ｆ５グリッドで分岐した流路は攪乱に

より底面近くしか残存しなかったため浅く、細い。分岐後は落ち込み（２Ｓ-730）に流れ込んだと考え

られる。Ｅ４グリッドで分岐した流路は、周壁溝（２Ｓ-710）の西側を５ｍ程北流するが上層の攪乱に
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より流末は不明である。ただし、中央側溝を挟んだ北側は、流路底面と同一レベルでは地山になる。

中央側溝手前で東へ折れれば、北西から東へ流れる流路（２Ｓ-290・999・３Ｓ-39）に合流する。Ｅ・

Ｆライン間トレンチの断面では、溝（２Ｓ-700）を切っていたので、溝（２Ｓ-746）や周壁溝等の遺構よ

りも、本流路の方が新しいと考えられる。

　流路の延長は、２Ｓ-703が途中４ライン西側あたりで途切れる部分はあるが約27.0ｍ、分岐する２

Ｓ-699・701は約10.0ｍである。流路の幅は一定しないが、概ね１.0 ～ 1.6ｍ程度で、２Ｓ-699・700と

分岐後の２Ｓ-703は約3.4ｍまで広がる。深さは0.2 ～ 0.3ｍ程度で、埋土は巨礫、土器や木器を含む砂

層である。２Ｓ-699・700との分岐点付近から４ラインまでの埋土には多量の土器、木器が包含され

ていた。遺物の隙間を砂層が埋めているような状況で、非常に密集して出土した。掘削当初から図化

までの間に出土した多くの小片は取り上げているので、写真と図面には反映できていない。また、個

別に取り上げ番号を付さなかった遺物は、Ｅ４グリッド内に１ｍグリッドを設定してグリッド毎に取

り上げた。出土した土器は、あまり磨滅していない破片が多い一方で、ほぼ完形に復元できるような

残存状態の良い個体は少なかった。また、底面から肩部では、明らかに下層の土壌層に食い込んでい

るものも多かった。本来下層に多量に包含されていた土器が流路により浸食されることで、埋土中に

包含されることになったものと考えられる。出土土器には乙亥正Ⅴ～Ⅸ期のものが多く含まれてい

た。木器は、土器に比べて少数でアカトリやたも枠などが出土した。完形のものはほとんどなく、破

損して廃棄されたものである。このように多量に廃棄された遺物が水の流れを阻害したことが、Ｅ４

グリッドで北側に分岐した要因と考えられる。多量の遺物の廃棄は意図的に行われた可能性が考えら

れる。

　また、Ｆ５グリッドの分岐点には、底面から木器がまとまって出土した。梯子の破片が１点含まれ

るが、多くは部分的に加工痕は残るが、器種は不明である。特にこの部分に密集しているのは、分岐

点を塞ぐような意図があったのかもしれないが、杭や礫などで固定したような痕跡はなかった。そこ

から少し東側の５ライントレンチ断面に、幅約２ｃｍ、長さ約２ｍの板材６本が突き刺さるように出

土した。流路に沿って、埋土中ほどで折り重なるように出土した。

　土器は壺、甕、高坏、低脚坏、器台、小型器台、蓋などを図化した。壺は複合口縁のもの（５－221

～ 224）と単純口縁のもの（５－225 ～ 227）がある。５－229は小型の壺で口縁部に蓋をつなぐ紐孔が

ある。甕は複合口縁のもの（５－230 ～ 246、249）以外に、布留系の５－247がある。高坏は皿状の坏

部のもの（５－250 ～ 252）があり、脚柱部の長いものと短いものの２種類がある。他には体部と口縁

部の境で屈曲して稜をなすもの（５－255）、坏部よりも脚裾が大きく広がる布留系高坏脚部（５－258）

などがある。他には低脚坏（５－259）、蓋（５－262）、鉢（５－263）、器台（５－260、261）を図化した。

　石器は砥石（S3554）を１点図化した。

　木器は紡織具として桛の腕（3678）がある。2745は有頭棒である。3679は桶を転用したものと考えら

れ、片側の隅２カ所に円孔がある。2863は長方形の板材に方形の穿孔が１カ所あり、下半分は一段薄

く加工されている。3500、3174、3175は火鑚臼である。3174はナツツバキ属、3500、3175はマタタビ

属である。3163は長方形の板の片側の長側辺中央部を山形に欠き込む。長さは約36ｃｍでそれほど大

きくないが、指物腰掛の脚の可能性がある。建築部材は梯子（3130、3553）の破片が出土した。他には

長方形の板材（3449）、細長く薄い板材（2888、2886、2887、2889）が出土した。前者はちょうど中央部

に緊縛した痕跡がある。後者は残存長約２ｍ前後、幅４～６ｃｍ、厚さ1.7ｃｍとサイズが比較的揃っ
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第Ⅳ－６－ 77図　２・３区　第５面　流路（２Ｓ -290・999・３Ｓ -39）

　平・断面図及び遺物出土状況図



第６節　第５面（Ⅴ - ２層下面）の調査

― 277 ―

トレンチ

拡大図Ｄ

拡大図Ａ

12

7.40m

Y=-25,708

Y=-25,707

X=
-55
,59
4

X=
-55
,59
3

Y=
-2
5,
69
2

X=-55,596

50085010

50085010 12

2S-999底面

(A)

0 1m(1:20)

第Ⅳ－６－78図　２・３区　第５面　流路（２Ｓ-999）　

平・立面図、流路（３S-39）遺物出土状況拡大図A
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第Ⅳ－６－79図　３区　第５面　流路（３S-39）　遺物出土状況拡大図B
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第Ⅳ－６－80図　３区　第５面　流路（３S-39）　遺物出土状況拡大図C
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第Ⅳ－６－81図　２・３区　第５面　流路（２Ｓ-290・999・３Ｓ-39）　出土遺物１
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第Ⅳ－６－82図　２・３区　第５面　流路（２Ｓ-290・999・３Ｓ-39）　出土遺物２
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第Ⅳ－６－83図　２・３区　第５面　流路（２Ｓ-290・999・３Ｓ-39）　出土遺物３
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第Ⅳ－６－84図　２・３区　第５面　流路（２Ｓ-290・999・３Ｓ-39）　出土遺物４
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第Ⅳ－６－85図　２・３区　第５面　流路（２Ｓ-290・999・３Ｓ-39）　出土遺物５
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ている。小舞かと思われる。2886は端部が炭化している。（馬路）

　

２Ｓ-748（第Ⅳ－６－76図）

　Ｅ２グリッドで検出した。平面形は不定形で、土坑状を呈する。長径約2.1ｍ、幅約1.7ｍ、深さは

浅く0.09ｍである。埋土は砂層とシルトの互層である。土坑というよりは、流路底面の一部が深く浸

食された後、攪乱を受けずに残存したものと考えられる。埋土中から乙亥正Ⅸ期以降の甕口縁部の小

片（５－264）が出土した（馬路）。
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第Ⅳ－６－86図　２・３区　第５面　流路（２S-290・999・３Ｓ-39）　出土遺物６
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第Ⅳ－６－87図　２・３区　第５面　流路（２S-290・999・３Ｓ-39）　出土遺物７
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第Ⅳ－６－88図　２・３区　第５面　流路（２S-290・999・３Ｓ-39）　出土遺物８

２Ｓ-290・999・３Ｓ-39（第Ⅳ－６－77～ 90図）

　第１面で検出した２Ｓ-66及び180の下層にあたる部分で、５ライン付近から東側で、中央側溝に沿

うように西から東へと流れる流路を検出した。東端は、近世以降の流路（３Ｓ-２）に切られる。調査

当初は、２Ｓ-290、３Ｓ-39と２Ｓ-999は別遺構と考えていたが、２Ｓ-290と２Ｓ-999は平面や底面レ

ベルもスムーズにつながることから同一遺構と判断した。延長は約40.0ｍで、幅は上流の西側で約1.0

ｍ、下流の東側で約7.8ｍとなり、３ライントレンチ付近から川幅が広くなる。

　充填堆積は、概ね礫から細砂とシルトの互層で、土器や木器を比較的多く含む。東側溝と２ライン

トレンチの間にある南岸では、これらの砂層直下に黒色の泥炭質シルト層が約10ｃｍの厚さで広が

り、多量の土器を包含していた。この部分はもともと浅い湿地になっていたと考えられるが、砂層か

ら出土する土器との間に時期差があることから、本来下層の遺構面に帰属するものが、流路により浸

食されて露出したと考えられる。なお、４ライントレンチ東側の流路底面で、杭列を検出した（拡大

図Ｄ、Ⅳ－６－78図参照）。約60ｃｍピッチで３本の杭が連続するもので、２Ｓ-999形成前の遺構の

痕跡と推定される。

　砂層から出土した遺物は、乙亥正Ⅴ～Ⅸ期の遺物が混ざり、比較的小片が多いことから、下層に含

まれる遺物を巻き上げていると考えられる。一方、下層の泥炭質シルト層からまとまって出土した遺

物は、比較的大型の破片が多く、近接して出土した破片同士が接合すること、概ね同時期の遺物に限

られることから一括して投棄されたものと考えられる。下層の資料については第Ⅰ章第３節に述べた

とおりである。上層の砂層から出土した土器は、複合口縁の壺（５－265 ～ 270）、直口壺（５－271）、

複合口縁の甕（５－274 ～ 297）、くの字口縁の甕（５－298、299）、平底甕の底部（５－301）、皿形の坏

部をもつ高坏（５－304、305）、低脚坏（５－310、312）、器台（５－319 ～ 322）、甑型土器（５－323 ～

325）、注口土器の注口部分（５－308）、蓋（５－302、303）などが出土した。

　石器はS1071が石鏃、S1800が管玉、S1937とS5447が石包丁、S1755が錘、S1848とS5742が敲石、

S1063が石皿である。

　木器の農工具は直柄横鍬（1061）が出土した。柄孔が開いてないので未製品と考えられる。樹種はア

カガシ亜属である。1060は桶、1765は建築部材で方孔を穿つ。1260は錘、8185は器種不明で破損して
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第Ⅳ－６－89図　３区　第５面　流路（３Ｓ-39）　下層出土遺物１
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第Ⅳ－６－90図　３区　第５面　流路（３Ｓ-39）　下層出土遺物２



第Ⅳ章　２・３区の調査成果

― 290 ―

第Ⅳ－６－91図　３区　第５面　流路（３Ｓ-40）　平・断面図、遺物出土状況拡大図D及び出土遺物
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第Ⅳ－６－93図　３区　第５面　流路（３Ｓ-40）　遺物出土状況拡大図B
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第Ⅳ－６－94図　３区　第５面　流路（３Ｓ-40）　出土遺物１
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第Ⅳ－６－95図　３区　第５面　流路（３Ｓ-40）　出土遺物２

いるが、環状を呈する。6460は器種不明の棒状品で全面炭化している。上側に方孔を穿つ。4105と

1613は板材、1962、1963、1766、5008、5010、1953は杭である。いずれの杭も横断面方形で転用品と

考えられる。（馬路）

３Ｓ-40（第Ⅳ－６－91～ 96図）

　流路は、２区東側溝より東側、Ｅライン付近より南側の範囲に広がり、概ね南東方向へ流れていた

と考えられる。流路西側の肩部は、東側溝の手前で東側溝に沿うように検出できたが、東側溝断面で

も埋土を確認できる。ただし、２区内では確認できない。本来の西側肩部は東側溝ベルト内で収束し

ていたと考えられる。東側では埋土がなだらかに南東方向へ傾斜して薄く広がり、近世以降の流路

（３Ｓ-２）に切られているため肩部は検出できなかった。流路下層の土壌層の堆積状況や３区南隣で

行われた道路工事の切り通しの断面を見ると、下層の地形は南東方向へ緩やかに傾斜している。この
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第Ⅳ－６－96図　３区　第５面　流路（３Ｓ-40）　出土遺物３

S4447

S4449

S5692

S5561

S4675

(1:3) mc010

流路もその地形に沿って流れていたものと考えられる。埋土は水平に堆積し、層厚約0.1ｍの砂層と

泥炭質シルト層の互層である。流水のある段階と停滞する段階を繰り返していたと考えられることか

ら、恒常的に流水がある流路では無かったと考えられる。同時期に北隣を流れていた流路（２Ｓ-290・

999・３Ｓ-39）が溢れた時に形成された可能性が高い。

　また、埋土中程に土壌層が１層挟まる。この土壌層は、東側ほど薄く不明瞭になり確認できなくな

るが、西側ではこの土壌層が形成された段階で離水していた時期があったと考えられ、この層を境に

新旧に分けることができる。

　比較的多くの遺物が出土した。特に、北側から北西側の肩部に、土器、石器、木器が帯状に出土し

た。土器は北隣の流路（３Ｓ-39）と同時期のもので、乙亥正Ⅴ～Ⅸ期までの土器が混在する。また、

一部の土器は、北隣の流路（３Ｓ-39）から出土した破片と接合する。５－349 ～ 351は複合口縁の壺、

５－352は台付装飾壺の胴部片、５－353、355 ～ 359は複合口縁の甕、５－360はくの字口縁の甕、５

－361 ～ 369は高坏で５－364はワイングラス形の坏部を有し、近畿北部系のものである。５－373、

374は器台、５－375と376は注口土器の把手と注口部分である。

　石器はS4675が石包丁、S4447、S4449、S5561は砥石、S5692は敲石又は台石と考えられる。

　木器は8404が紡錘車、4230は板材で方孔がある。8407は平面長方形の中央部に方孔があり、方孔を

挟んだ両端寄りに円孔をそれぞれ穿つ。方孔には別材が残っていた。（馬路）
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第７節　第６面（Ⅴ-３層下面）の調査

１　Ⅴ-３層出土遺物（第Ⅳ－７－１～ 23・25図）

　Ⅴ-３層は、調査範囲は狭いが主に６ライン以西の調査において多量の遺物が出土した。ほかに、

３ライントレンチ西側部分の狭い範囲でⅤ-２層下にあった土壌層とその直下の自然堆積層（Ⅴ-3ｂ

層）から木器が数点出土した。

   ２区南西部の特にＧ７グリッドにおいて木器を中心に遺物が密集して出土した（第Ⅳ－７－15 ～ 18

図）。この遺物集中部は、Ⅴ-３層下面で検出した２Ｓ-762の範囲とほぼ重なることから、２Ｓ-762埋

没後に、その上面に生じていた窪みに堆積したものと考える。出土した土器には時期幅が認められる

が、概ね乙亥正Ⅷ・Ⅸ期に該当するものが多く認められた。壺はほとんどが複合口縁であり、直口壺

は僅かである。甕には大型、中型のものがあり、小型のものはほとんど認められない。ほかにも高杯、

脚付椀、低脚杯、器台、蓋などがある。木器は容器類、武具、祭祀具、建築部材などが出土した。祭

祀具には、尾部を欠損しているものの、ほぼ完形の鳥形木製品（5461）が含まれる。（原田）

　Ｆ６グリッドにおいて南側溝内から北側の概ね８×4.5ｍの範囲にほぼ完形の土器が密集して出土

した（第Ⅳ－７－19 ～ 23･25図）。土器以外の遺物は少なく、木器も製品はほとんど含まれず、炭化し

た木片が散見された。平面では遺物に伴う土坑などの遺構は検出できなかった。南側溝断面において

も、落ち込みを示すような堆積状況は確認できず、地形に沿って西から東になだらかに傾斜する堆積

層中に包含されていた。厚さ約20ｃｍの堆積の中で重複して出土したため、出土状況図では多くの個

体が重複する部分は上、中、下段に分けて図化しているが、その区分は任意である。出土した土器の

内54個体を図化した。一括資料ではないが、出土状況からかなりまとまった資料群であると考えられ

ることと、古い時期の土器を若干含むとはいえ、時期的なまとまりが良いと考えられるので、乙亥正

Ⅷ期の基準資料として用いた（第Ⅰ章第３節参照）。その他、E・F５グリッドからは、壺（６－083）、

甕（６－084、085）、高坏（６－086 ～ 088）が出土した。高坏（６－087）は布留系のものである。

　木器は脚付きの盤・槽類（1284）を１点、青銅器は銅鏃（Br1296）を１点図化した。盤・槽類は全体

の約半分が欠損しており、口縁部も大部分が残存しない。底部には楕円形の脚が２つ残存するが本来

は４脚のものと考えられる。脚は大きく欠損して、残存高は５ｍｍ程度しかない。底面中央付近には

穿孔がある。材はスギでである。

　銅鏃（Br1296）はスが多く入り、茎末端には連鋳した際の切断痕が残る。（馬路）

２　第６面の遺構（第Ⅳ－７－24図）

　Ⅴ-３層下面の調査は、概ね４ライントレンチから西側の２区南側で行った。３ライントレンチの

すぐ西側にも部分的にⅤ-３層及びⅤ-３ｂ層に相当すると考えられる地層があり、部分的に調査を

行ったが、遺構はなかった。なお、２区北側では、第５面のⅤ-２層掘削に伴い、Ⅴ-４層相当層まで

まとめて掘削したため、分布の詳細は把握できていないが、６ライントレンチ断面で確認した地層と、

第５面、第７面の遺構との切り合い関係に基づき、第６面帰属遺構を決めた。第６面では、掘立柱建

物、土坑、流路の調査を行った。
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第Ⅳ－７－１図　２区　第６面　Ⅴ - ３層　出土遺物分布図

‥‥石器

‥‥木器
‥‥土器

9.0
0

9.0
0

7.0
0

14.00

15.00

16.0
0

13.
00

11
.00

10
.00

9.
00

10
.0
0

11
.0
0

12
.00

Y=-25,690

Y=-25,700

Y=-25,710

Y=-25,720

Y=-25,730

Y=-25,740

Y=-25,750

Y=-25,760

X=-55,630

X=-55,620

X=-55,610

X=-55,600

9ラ
イ
ン

8ラ
イ
ン

7ラ
イ
ン

6ラ
イ
ン

5ラ
イ
ン

4ラ
イ
ン

3ラ
イ
ン

2ラ
イ
ン

10
ラ
イ
ン

1ラ
イ
ン

Y=-25,680

Y=-25,770

Hライン

Gライン

Fライン

Eライン

Dライン

Cライン

X=-55,590

X=-55,580

F・G6確認坑

EFライン間トレンチ

6ラ
イ
ン
ト
レ
ン
チ

4ラ
イ
ン
ト
レ
ン
チ

3ラ
イ
ン
ト
レ
ン
チ

南側溝

東
側
溝

H7-2トレンチ

H7トレンチ

北側溝

北側溝
北側溝

中央側溝

8ラ
イ
ン
ト
レ
ン
チ

中央側溝中央側溝

南側溝

4281

出土状況拡大図1

　　　出土状況拡大図2

遺物集中部B出土状況図１～４

遺物集中部A

遺物集中部 B

　　　出土状況拡大図３

(1:400)0 10m



第７節　第６面（Ⅴ - ３層下面）の調査

― 299 ―

(1:4)0 10cm

6-001 6-002
6-003

6-004

6-005 6-006

6-007

6-008

6-009

6-010

6-011
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第Ⅳ－７－12図　２区　第６面　Ⅴ-３層・Ⅴ-３ｂ層　出土遺物３
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第Ⅳ－７－13図　２区　第６面　Ⅴ-３層・Ⅴ-３ｂ層　出土遺物４

掘立柱建物

２Ｓ－266・313 ～ 316（第Ⅳ－７－26～ 32図）

　Ｄ５・６グリッドで検出した桁行２間（6.6ｍ）、梁行１間（3.5ｍ）の建物である。東西棟で、方位は

Ｎ-11.5°-Ｅである。中央側溝を挟んで北側に３基、南側で２基検出した。南側はⅡ層による攪乱が深

くまで及んでおり、残りの柱穴１基は、検出できなかった。平面積は約25㎡である。また、調査期間

の都合上、第４面調査後は、溝（２Ｓ-245）の護岸材が検出できるレベルまで堆積層をまとめて掘削し

たため、礎板は検出時には露出していた。よって、遺構面の帰属は調査終了後に切り合い関係などに

基づいて決定した。２Ｓ-266は第５面に帰属する２Ｓ-347に切られ、２Ｓ-313はⅤ-3ｂ層に切られる一

方、第７面帰属の溝（２Ｓ-245）を切っていることから、第６面に帰属すると判断した。溝が埋没した

直後に建てたとすれば第７面に帰属する可能性もあるが、多少の時間差を考慮した。
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第Ⅳ－７－ 24図　２区　第６面　遺構配置図
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　各柱穴の規模と柱間はそれぞれ、２Ｓ-315（長径1.08ｍ、短径0.96ｍ、深さ0.18ｍ）-314（長径1.02、短

径1.0ｍ、深さ0.14ｍ）間が2.99ｍ、２Ｓ-314-313間が3.72ｍ、２Ｓ-313-266（長径0.88ｍ、短径0.72ｍ、深

さ0.18ｍ）間が3.54ｍ、２Ｓ-266-316（長径0.96、短径0.72、深さ0.2ｍ）間が3.67ｍである。北側柱列はや

や柱通りが悪く、２Ｓ-315が北東にずれ、２Ｓ-314との柱間が他に比べてやや狭い。なお、２Ｓ-313は、

２Ｓ-245の南岸にかかる位置にあり、Ⅴ-３ｂ層と２Ｓ-245の埋土を掘削途中に礎板であることを認識

したため、掘方は検出できなかった。礎板を覆う砂層がⅤ-３ｂ層、礎板よりも下に堆積していた砂

層が２Ｓ-245と考えられる。

　北側柱列と南側のそれとでは礎板の設置の仕方が異なる。北側柱列は南北方向に板材を置き、その

上に東西方向に十字に板材を重ね、上段の板材に柱痕跡が残る。ただし、北側でも２Ｓ-315は重ね方

がやや異なり、他の柱穴よりも短い板材を用いる点と、段数が多い点が異なる。まず、南北に４段重

ね、その上に東西に幅の狭い材を１枚重ね、最後に再び南北に１段重ねる。一方南側の柱列は、最下

段に北西ないし西北西向きに板材を置き、その上に長軸方向をそろえて両側から柱を挟むように板材

を設置する。

　２Ｓ-266の掘方埋土からは、乙亥正Ⅶ期の甕（５－089、090）、2Ｓ-313からは乙亥正Ⅷ期の壺（５－

092）と甕（５－093）、2Ｓ-315からはやや古い土器もあるが、乙亥正Ⅷ期の甕（５－096、097）が出土し

た。概ね乙亥正Ⅷ期の遺構と考えられる。

　木器は各柱穴から出土した礎板を図化した。いずれも建築部材などの転用品と考えられるもので、

厚さ３ｃｍ前後のものが多い。7899は径約25ｃｍ、7566は径約23ｃｍの柱の圧痕がある。7987と8006

は槽を分割したもので、同一個体と考えられる。樹種はスギである。（馬路）

土坑

　土坑は、２区において合計４基を確認し、規模等は一覧表（第Ⅵ－１－１表）にまとめた。これらの

内、２Ｓ-760、821、822（第Ⅳ－７－33図）はいずれも、長径0.24ｍから0.54ｍ程度の土坑で、平面形

は楕円形ないし歪な形をしている。いずれの土坑も埋土中から、概ね乙亥正Ⅴ～Ⅷ期の土器が出土し

た。２Ｓ-822は図化できたのが乙亥正Ⅴ期のものだが、それより新しい小片も含まれる。（馬路）

２Ｓ-818（第Ⅳ－７－35・36図）

   Ｇ７グリッドで検出した土坑状の落ち込みで、流路(２S-762)を切り込む。トレンチ等により部分的

な検出に留まったが、土層断面等から、長軸短軸とも約3.3ｍ以上の不整形な平面形をなし、断面形

は深さ約0.3mを測る皿状を呈している。また底面の一部に不整形なピット状の落ち込みが認められ

る。埋土はシルト、砂、粘土が互層状に堆積し、一部にラミナ状の堆積も認められる。底面の標高が

流路(２S-762)の走行方向に向けて低くなっており、流路(２S-762)の水流が停滞していた時期に、流路

に沿い採水の意図を持って掘り込まれた可能性が考えられる。埋土中で出土した土器は、概ね乙亥正

Ⅶ期～Ⅸ期に相当するものが見られる。(原田）

木製構造物

２Ｓ-790（第Ⅳ－７－37～ 40図）

   Ｇ６グリッドほぼ中央、２S-762内で検出した。２Ｓ-762古段階の埋土に、長さ約0.9 ～ 1.4ｍ、幅20
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第Ⅳ－７－ 26図　２区　第６面　掘立柱建物（2Ｓ -266、313 ～ 316）　平・断面図
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木器

1 10YR2/1 黒褐色 粗粒砂～細粒砂混シルト

2 10YR3/1 黒褐色 中粒砂～細粒砂混シルト

3 10YR2/1 黒褐色 シルト

4 2.5Y5/1 黄灰色 含炭化物 粗粒砂混シルト～粘土に

　2.5Y8/1 ～ 7/1 灰白色 中粒砂混シルトブロックを含む

5 2.5Y6/1 黄灰色 シルト 2.5Y6/1 ～ 5/1 黄灰色

　粘土ブロックと炭化物を含む

1 2.5Y4/1 黄灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト

2 2.5Y5/1 黄灰色 粘土

3 2.5Y6/1 黄灰色 粗粒砂～中粒砂混シルト

4 2.5Y5/2 暗灰黄色 粗粒砂～細粒砂に

　2.5Y7/3 浅黄色 シルトブロックを含む

5 2.5Y3/1 黒褐色 粗粒砂混シルト

6 2.5Y5/1 黄灰色 粗粒砂混シルト

7 2.5Y6/1 黄灰色 シルトと

　2.5Y6/2 灰黄色 粗粒砂～中粒砂の混合

B'

B

A'A

A A’ A A’A A’

A A’ A A’
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第Ⅳ－７－27図　２区　第６面　掘立柱建物柱穴（２Ｓ-314、315）　平・断面図
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木器

炭化

1 10YR3/1 黒褐色 粘土 土器片含み、灰色、浅黄色の

  地山ブロック、木片、炭を含む

2 10YR4/1 褐灰色 粘土 浅黄色（2.5Y7/3）地山ブロック

  （φ３cm 大）を多く含み、礫、炭を含む。１層に比べ

  て良くしまっていて、浅黄色地山ブロック多く含む

3 10YR3/1 黒褐色 シルト 灰白色粘土と粗砂混じる

　微細な炭を含む

4 10YR3/4 暗褐色 シルト 粗砂混じる

　微細な炭を含む

1 2.5Y3/1 黒褐色 極粗粒砂～粗粒砂混シルト

2 2.5Y4/1 黄灰色 シルトに 2.5Y7/1 灰白色

　粘土ブロックを含む

1 5Y4/1 灰色 中粒砂～細粒砂混

  泥炭質シルト

2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粗粒砂

  ～細粒砂に１層が混じる

3 2.5Y6/3 にぶい黄色 極粗粒砂

  ～細粒砂

Ⅴ-3b 層

2S-313 埋土

A A’ A A’

B’

B

A A’

A A’

B’

B

10.20m
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B

B’

A’
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第Ⅳ－７－28図　２区　第６面　掘立柱建物柱穴（２Ｓ-266、313、316）　平・断面図

ｃｍ程度の板材を用いた側板と東側木口の基部を差し込むようにして箱状に組み合わせ、側板は内側

に、東側木口は側板を挟み込む形で外側に杭を打設し固定している。北西端の側板は認められないも

のの、この部分にのみ明確な掘方が確認されたことから、当初から側板はなかったことも考えられる。

また、西側木口部分に板材は認められないが、木口幅と同程度の大型の自然礫が認められ、当初から
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(1:4)0 10cm

2S-266 出土遺物

2S-313 出土遺物

2S-314 出土遺物

2S-315 出土遺物
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6-094

6-095
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第Ⅳ－７－29図　２区　第６面　掘立柱建物（２Ｓ-266、313 ～ 316）　出土遺物
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8007

(1:8)0 20cm

2S-313 出土遺物

2S-316 出土遺物

2S-314 出土遺物

790527

2S-315 出土遺物

2S-315 出土遺物

第Ⅳ－７－30図　２区　第６面　掘立柱建物（２Ｓ-313 ～ 316）　出土遺物
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第Ⅳ－７－31図　２区　第６面　掘立柱建物（２Ｓ-315、316）　出土遺物
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22
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7961

79867540

(1:8)0 20cm

第Ⅳ－７－32図　２区　第６面　掘立柱建物（２Ｓ-315）　出土遺物

木口に代わるものとして据えられていた可能性が否めない。検出できた規模は、２S-762新段階の埋

土によって、両側版が内側に傾いているが、底面で長軸約2.3ｍ、東側木口部分で幅約0.7ｍ、西側木

口部分で幅約0.5ｍ、深さは最大で約0.25mを測り、一部欠落しているものの、西側では長軸に直行す

る形で板材を用いて塞ぎ、更に中央やや東寄りの部分に棒状の材を渡した上で、長軸方向に沿った形

で板材を用いて全体を塞ぐように蓋をしていた形跡が窺える。埋土はシルト主体と砂主体の埋土が交

互に堆積し、それぞれをラミナ状に含んでいる。２S-762の走向とは主軸が異なり、また、埋土も異

なることから、この流路と直接的な関係は認められないと判断するが、構築された場所は湧水が豊富

であること、蓋で覆っていることなどから、取水を目的にしていた可能性がある。埋土中から出土し

た土器は、乙亥正Ⅶ期からⅨ期に相当する物が見られ、縄文時代後期中葉の波状口縁をなす口縁部（６

－130）も１点出土している。側板や木口等に用いられた板材、杭については、ほぼ同様の材料を用い

ていたこともあり、遺存状態の良い一部について図化している。

　２S-762 古段階埋土に側板と東側木口が差し込まれていることから、２S-762 古段階機能時以降に

構築され、２S-762 新段階の埋土の影響を受けていること、乙亥正Ⅸ期の土器が出土していること、

最終的にⅤ－３層で被覆されていることから、この頃には機能を失い埋没していったものと考えられ
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第Ⅳ－７－33図　２区　第６面　土坑（2Ｓ-760、821、822）　平・断面図及び出土遺物

‥‥土器

A

B’

A’

B

A A’

B B’

1　10YR3/1 黒褐色 炭混 粗粒砂混 細粒砂～シルト

1　10YR3/1 黒褐色 炭混 粗粒砂混 細粒砂～シルト
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5,7
31
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1

1

2S-896出土遺物：6-101
2S-1171出土遺物：6-102～104

(1:40)0 1m

070　乙亥正16　2区　896・1171流路　平・断面図

2S-896
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赤彩

(1:4)0 10cm

6-101

6-102

6-103
6-104

石・石器土器

1 10YR4/1 褐灰色 極粗粒砂混

　シルトに 10YR7/4

　にぶい黄橙色シルト

　ブロックを含む

1 10YR2/1 黒色 腐植・

　中粒砂混シルト

2 N3/ 暗灰色 粗粒砂～

　中粒砂混シルト

1 10YR4/2黄褐色 粗粒砂混シルト

2 10YR4/1褐灰色 極粗粒砂混シルト

3 2.5Y4/1黄灰色 中粒砂混シルト

A A'

A A'

A A'

A A'
A A'
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2S-821 出土遺物
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6-098
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第Ⅳ－７－34図　２区　第６面　溝（２Ｓ-896、1171）　平・断面図及び出土遺物
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‥‥木器

石・石器
木器

A'A

B B'

C C'

CC'

B
A A'

B'

1　10YR4/1褐灰色 極粗粒砂～中粒砂混シルト

2　10YR5/2灰黄褐色 礫～極粗粒砂混シルト

3　10YR4/1褐灰色 中粒砂～細粒砂混シルトに10YR7/1灰白色 粘土ブロックを含む

4　10YR7/1灰白色 粘土

5　10YR6/2灰黄褐色 極粗粒砂混粘土

6　10YR6/1褐灰色 極粗粒砂～中粒砂混シルト

7　10YR6/3にぶい黄橙色 礫～中粒砂

8　10YR4/1褐灰色 有機質シルトに10YR6/1褐灰色 中粒砂～細粒砂をラミナ状に含む

9　10YR5/1褐灰色 中粒砂～細粒砂混 極細粒砂（＝3層が酸化により変色か？）

1　10YR6/4にぶい黄橙色 礫混粘土

2　10YR3/2黒褐色 有機質シルト

3　10YR3/2黒褐色 有機質極粗粒砂混シルトに

   10YR4/1褐灰色 シルトブロックを含む

X=
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,62
4
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13.00m
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8

256 5
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8
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3

(1:40)0 1m

第Ⅳ－７－35図　２区　第６面　土坑（２Ｓ-818）　平・断面図
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第Ⅳ－７－36図　２区　第６面　土坑（２Ｓ-818）　出土遺物

(1:4)0 10cm 0 （1:2） 5cm

6795

6-105

6-106

6-107

6-108
6-109 6-110

6-111

6-112 6-115 6-116

6-113

6-114 6-117

る。（原田）

溝

２Ｓ-896・1196（第Ⅳ－７－34図）

　Ｃ６・Ｄ６グリッドで検出した。２S-896は、幅0.35 ～ 0.4m、深さ0.05m程度、２S-1196は、幅0.26

～ 0.44m、深さ0.02 ～ 0.1mで、いずれもほぼ南北方向に直線的に伸びる溝である。中央部を２S-245

に切られるが、両者は本来同一の溝と推定される。２Ｓ-896埋土中から、乙亥正Ⅷ期頃とみられる壺（６

－101）、２Ｓ-1171埋土中から甕（６－102）、脚部（６－103）、胴部（６－104）が出土した。（岡野）

流路

２Ｓ-747（第Ⅳ－７－41図）

  Ｅ４・５グリッドで検出した。南側の丘陵が北に張り出した裾部に沿うように西から東へ流れる。
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木器

石・石器
土器

‥‥木器

A

A A"

C
C'

A

C
C'

B

A' A"

B
B'

C'
C
A'A

B'

B
B'

A

B

A'

B'

C
C'

A"

1　10YR3/1黒褐色 有機質シルトに
      10YR5/1褐灰色 礫～粗粒砂をラミナ状に含む
2　10YR5/1褐灰色 極粗粒砂～粗粒砂に
      10YR3/1黒褐色 有機質シルトをラミナ状に含む
3　10YR6/2灰黄褐色 粗粒砂～細粒砂混シルトに
      1～5cm大の礫含む
4　10YR6/1褐灰色 粗粒砂～細粒砂に
      10YR4/1褐灰色 シルトと小礫を含む
5　10YR3/2黒褐色 有機質極粗粒砂～粗粒砂混シルト
6　10YR4/1褐灰色 極粗粒砂～中粒砂に
      10YR3/1黒褐色 シルトをわずかに含む

7　10YR3/1黒褐色 礫～細粒砂混シルト
8　10YR4/1褐灰色 粗粒砂～極細粒砂混極細粒砂1～5cmの礫含む
9　10YR6/2灰黄褐色 礫～細砂粒（酸化層をラミナ状に含む）
10  10YR7/1灰白色 礫～細砂粒
11  10YR4/1褐灰色 細粒砂混シルト
12  10YR4/2灰黄褐色 礫～細砂粒に
　   10YR5/1褐灰色 シルトをラミナ状に含む
13  10YR4/1褐灰色 細粒砂～極細砂粒
14  7.5Y6/1灰色 粗粒砂混シルト （地山？） 
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第Ⅳ－７－37図　２区　第６面　木製構造物（２Ｓ-790）　平・断面図
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第Ⅳ－７－38図　２区　第６面　木製構造物（2Ｓ-790）　出土遺物１

つながりを確認できるわけではないが、５ライントレンチ東側の攪乱坑の東側で検出した流路２条

は、同一流路が２つに分かれたものとして調査を行った。検出した延長は約7.0ｍ、幅は0.9ｍ程度で

残りの悪い東側ほど狭くなる。埋土中から出土した甕（６－132、133）は乙亥正Ⅶ～Ⅷ期のものと考え

られる。第６面の遺構が概ね乙亥正Ⅷ期と考えられることからそのころに埋没したと考えられる。（馬

路）

２Ｓ-762（第Ⅳ－７－42～ 50図）

   Ｇ６・７グリッドで検出した流路である。２S-818と切り合い、２S-790を流路内で検出している。Ｆ・

Ｇ６確認坑を掘り下げたため、北東側は検出していないが、走行は南西から北東方向となり、検出し

た規模は長さ約9.4ｍ、幅約2.0 ～ 3.0ｍ、深さは0.4m前後を測る。埋土がシルト主体の部分とラミナ

状の堆積も認められる砂礫主体の部分に二分されることから、水流を伴う時期（古段階）と停滞する時

期（新段階）の二時期に大きく細分されると考える。埋土中から多量の土器、木器が出土している。調

査期間との関係上、掘り下げを優先したため、出土位置の記録は写真のみに留めたが、大半の遺物、

特に木器は、シルト主体の埋土から出土しており、流路としては停滞している時期に堆積したものと

考える。出土した土器は器種が豊富で、時期幅も乙亥正Ⅲ期からⅨ期と広いが、その中にあって、甕（６

－164）は他の土器より新しい様相を示すことから、上層から掘り込まれた遺構を見落とした可能性が
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第Ⅳ－７－39図　２区　第６面　木製構造物（２Ｓ-790）　出土遺物２
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7824B17

(1:8)0 20cm

120 5417

第Ⅳ－７－40図　２区　第６面　木製構造物（2Ｓ-790）　出土遺物３

否めないものである。また６－199は甑として扱ったが、いわゆる山陰型甑形土器とは形状が異なり、

その器種については検討を要するものである。木器には容器類、農具、工具、武具、建築部材、杭な

どが見られ、いずれも破損しているが図化したものだけで桶が５点あるなど、その出土比率は高いと

言える。（原田）
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第Ⅳ－７－41図　２区　第６面　流路（2Ｓ-747）　平・断面図及び出土遺物
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2　10YR4/2灰黄褐色 礫～中粒砂混シルトに炭片を含む

3　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに炭片を含む

4　10YR4/2灰黄褐色 礫～中粒砂混シルトに2.5Y8/1灰白色シルト小ブロックと～5cmの角礫 炭片を含む

5　10YR3/2黒褐色 礫混シルトに炭片を含む

6　10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂に10YR3/2黒褐色シルト小ブロックと炭片を含む

7　10YR4/1褐灰色 粘土に10YR5/2灰黄褐色 礫～細粒砂をラミナ状に含む

8　10YR4/2灰黄褐色 礫～細粒砂に10YR5/1褐灰色シルトをラミナ状に含む炭片混

9　10YR4/3にぶい黄褐色 礫～極細粒砂

10　10YR4/1褐灰色 礫～中粒砂混シルトに多量の2.5Y8/1灰白色シルト小ブロックと～5cmの角礫 炭片を含む

11　10YR4/1褐灰色 礫～細粒砂混シルトに10YR3/2黒褐色有機質シルトブロックと

　　10YR6/3にぶい黄橙色 少ブロック炭片を含む
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第６面　流路（2S-762）　平・断面図
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第Ⅳ－７－42図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　平・断面図及び出土遺物１
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第Ⅳ－７－43図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　出土遺物２



第７節　第６面（Ⅴ - ３層下面）の調査

― 343 ―

(1:4)0 10cm

6-152

6-153

6-154 6-155

6-156

6-157
6-158

6-159

6-160 6-161

6-162

6-163

6-164

第Ⅳ－７－44図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　出土遺物３
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第Ⅳ－７－45図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　出土遺物４
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第Ⅳ－７－46図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　出土遺物５
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第Ⅳ－７－47図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　出土遺物６
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第Ⅳ－７－48図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　出土遺物７
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第Ⅳ－７－49図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　出土遺物８



第７節　第６面（Ⅴ - ３層下面）の調査

― 349 ―

65

5483

84

5701

0 40cm(1:8)

5787

4573

(1:3) mc010

第Ⅳ－７－50図　２区　第６面　流路（２Ｓ-762）　出土遺物９
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調 査 原 因

　乙亥正屋敷廻遺跡では、縄文時代から近世に至る遺物や遺構を確認した。
　特に、弥生時代後期から古墳時代前期にかけては、東に開いた谷部とそれを囲
む丘陵斜面上に集落を形成しており、多数の遺構とともに、多量の土器、木器な
どが良好な状態で出土している。谷部には豊富な湧水が見られ、検出された溝状
遺構の中には、横板と杭を用いた護岸を施す物も見られる。丘陵斜面部では、急
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この場で加工・製作を行っていたと考えられるが、その際に用いたはずの鉄製工
具の出土は見られない。
　当遺跡は、豊富な水資源と周囲に広がる森林資源が集落基盤の背景にあったと
類推され、出土遺物に八禽鏡、巴形銅器が見られることから、当時の中心的な集
落の一つであったことが考えられる。



鳥取県埋蔵文化財センター調査報告書 68
一般国道９号（鳥取西道路）の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅩⅩⅧ

鳥取県鳥取市鹿野町

乙亥正屋敷廻遺跡
第２分冊（２・３区）

発　行　２０１９年３月18日
編　集　鳥取県埋蔵文化財センター
　　　　〒680－0151　鳥取市国府町宮下 1260 番地
　　　　電話（0857）27－6711
発行者　鳥取県埋蔵文化財センター
印　刷　　有限会社　蛍　光　社　

　　　　〒680－0802　鳥取市青葉町二丁目212


	01　表紙
	02　扉・口絵・目次
	03　01-32
	04　33-奥付

